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「どうか──どうか、お願いします。この世界を救ってください」




　いつだったか「一度は言われてみたいセリフは？」なんていう雑談を、クラスのオタ仲間としたことがあった。

　そのときにも確か、誰かからこんなセリフが出てきたような気がする。

　ベタベタだけど、やっぱりいいよな。

　ある日、世界を救うために女神に召喚されて、異世界に送り込まれて無双する──ってやつ。

　さあ、いつでもバッチ来い！　異世界転移!!

　──そう夢見た時期が俺にもありました。ていうか、今の今までそう思っていた。

　でも……考えてみてくれ。目の前にいる女神が、こんなだったらどうだ？

　たぶん美女なんだろうな、とは思う。地に伏せられた手のひらに額ぬかずいている。柔らかそうな髪がふわりと地面に広がる。……あと、つむじと首筋が見える。




　そう、完璧な土下座だった。




「あの、そのう……ごめんなさい！　すいません！　この世界を救ってください！」

　反応を返せない俺に、女神らしき人が土下座しながら懇願する。通学路のど真ん中で。

「……ぇー」

　……どうしよう。俺、リアルで土下座している人見るの、初めてだ。

　すさまじい精神的圧力だった。まさに、土下座という名の暴力……！

　よく見てみると、丈の短すぎるスカートみたいな、腰布っぽくも見える何かからお尻が丸々はみ出している。正直、目線のやり場に困る。

　あれだ。催眠モノのエロ漫画とかで出てくる、洗脳済みの美少女が屈服させられてる図だ。

　実際見てよくわかった。あれを現実にされても、全然嬉うれしくない。

　むしろ辛つらい。

　ていうか、俺が想像していた異世界転生な話の導入と、ぜんぜん違うんですけど……。

「思ってたのと全然違うじゃん！」

　あ、言っちゃった。

　うっかり突っ込んだのは、俺の隣でずっと黙っていた幼なじみの加か賀が美み珠たまだ。

「……思ってたのと？」

「あ？　え、う……」

　珠たまが言いい淀よどんでいる。うん。お前の言いたいことはわかる。

「どういうのが『思ってたの』なんですか？」

　言いながら、女神（仮）が顔を上げた。

　やっぱり物もの凄すごい美人だった。透き通るような肌とくりっとした目が印象的……まあ、おでこに地面の跡がついてなければ、なお良かったな。

　あと、どことは言わないがハンパない。

　たゆんたゆん。

　それに圧倒されてるってことじゃないだろうけど、こっちは標準的な美少女であるところの加か賀が美み珠たまが目に見えて狼ろう狽ばいしている。

「いや……なんていうか、女神さまが出てくる、こういうシチュエーションって、あの……」

　チラチラ俺と女神（疑惑）の間で視線を往復させながら、もごもごしている。

　ああ、なるほど。そういうことね。

「別に隠さなくていいんだぞ、珠たまよ……」

「え……」

「素直になれよ」

　そこで何かに気付いたらしい珠たまが、人生終了のお知らせみたいな顔をした。

「あ、えっちょ、智とも識のりあんたまさｋ」

「だって──お前、オタクじゃん」

「お、おおおおおおオタクちゃうわ!!」

　どこからどう見てもオタクそのものの反応を返す幼なじみがそこにいた。

「おいお前、そういうとこやぞ」

　そう、この加か賀が美み珠たま、外面は普通に美少女と言っていい範囲なのだが……。

　その実、バリバリのオタクなのです。

　隠れオタで委員長で幼なじみ、とかいう、脇キャラ設定の煮しめみたいな奴やつである。

　俺とは小学校くらいまでは普通にオタ友だったのだが、そこはそれ、思春期というやつで昨今やや疎遠になっている……けど、たぶん俺よりもかなり業が深い。

　今、どこまで何の深みにハマっているのかは……掘り下げると怖いので詮索したくない。

　こないだカートをガラガラ引っ張って、駅のコンコースから出てきたのを見たり。

　カートに括くくり付つけられた段ボールに『○○印刷所』とか書かれていたのを見たり。

　ああ、そういえば今日ってなんか同人イベントあったっけなあ……、と思ったり。

　目が合った珠たまに、やっぱり人生終了のお知らせな表情で見られて、それ以降避けられたり。

　──していません。

　本当だよ？

　で。そんな珠たまは、学校では持ち前の可か愛わいさを武器に「親しみやすくてちょっとアニメが好きなクラス委員長」くらいで押し通している。でも、ワキは甘い。

　なので、外面を取り繕えないこんな状況に放り込むと、こういう反応を返すわけだ。

「ぐぬぬ」

「ぐぬぬじゃねえよ」

　もう何も隠せてないなお前……ていうか、若干楽しくなってきてるだろオタ会話。

　いや、たぶん合ってるよ、考えてるシチュエーションで。だからさ。

「この状況で、いまさらオタクを隠してどうなるんだ？」

　そう言ってやると、珠たまは長い長いため息いきをついて……吹っ切れた表情で顔を上げた。

「──そうね。この状況でオタバレも何もないか……。なんかバカバカしくなってきたわ──あ、あとあんた、珠たまじゃないわよ。加か賀が美みって言いなさい、加か賀が美みって」

　いつもこうなんだけど、なぜか珠たまは、名前を呼ばれるとこの反応を返すのだった。

　いや、可か愛わいいしいい名前だと思うよ？　おばあちゃんは「珠たまのように大事な子」ってことで付けてくれたんだからさ、もっと大事にしようよ。

「いいじゃん珠たまで」

「わたしをその名で呼ばないで……！」




「あのー、お取り込み中悪いんですけど、それで、異世界は助けてもらえるんですかね？」




　む。忘れてた。

　俺たちが久々に話し込んでいる間に、女神らしき人物はいつの間にか土下座を止めて、普通に立ち上がっていた。

「いやまあ、やらなくはないけど……」

　俺だってネット小説は読むし。異世界系俺ＴＵＥＥＥとか、転生してチート能力で無双しまくりとかの作品を読んで、ニヤニヤしていたりする。……まあ、言わないけど。

　だって、無双している自分を妄想しているイタい人とか、思われたらちょっとイヤだろ？

　さっきあいまいな反応を返してしまった理由も、それだ。

　異世界系の作品を読んでる俺自身は、どこまで行っても平均で平凡な高校生でしかない。

　異世界でチートできるような知識とか、ないよ？　俺。

　こんなんがほいほい異世界に行っちゃっていいんですかね？　──と思ったのに。

「あ、ほんとですか？　サンキューでーす」

　軽いなお前！

　さっき天から降り立った途端、スライディング高速土下座スタイルでいきなり、「世界を救ってくださいお願いします」したのと同一人（神？）物だととても思えないんですけど……。

　だが一方の珠たまは、決心がついたら後は野となれ山となれなのか、

「よし！　じゃあやりましょう！　で、どういう設定なの、この話？」

　とか言い出す。

「今、何段階か話、すっとばさなかったか!?」

「何を言ってんのよ。これはいわゆるアレでしょ、異世界転生ものの導入部でしょ。そんなのに時間かけてる暇なんかないわよ」

「そんなあっさり……。よくまともに続けられてるな話」

　正直、こっちは設定が雑すぎて早くもブラバしそうです。

　すると、珠たまは不思議そうに首をひねって。

「えっ？　『いつ異世界に召喚されてもいいように』ってイメトレとか、しないの……？」

「え、しないけど」

「……うっそ!?」

　いや噓うそだけど。俺も異世界へ行ったらチートで無双とか夢見てたけど、さすがにお前は適応早すぎだろ。なかなかチートくださいとか──。

「で、女神さま？　わたしたちって、なんのチートがもらえるの？」

　速攻で言った！

「身も蓋もねえな、お前！」

　いや、俺も頭の片隅で思ってたけどさ！

「はい？　いえ、無いですよ、そんなの」

「えええ!?　ないの？　いや、いやいやいやそれはないでしょ」

「そうはおっしゃいましても」

「え、……え、ホントになにももらえないの？　信じらんない！」

　そう聞いて、珠たまが地団駄を踏む。もう、元気だなあって感想しか出てこない。

　でも、そうか。ないのかあ……チート。正直、めっちゃガッカリである。

　……って、あれ？

「じゃあ、なんで俺らの所に来たんだ？」

　チートもくれないのに俺らなんか投入しても、どうにもならなくない？　異世界。

「ググったら出てきました」

「は？」

　なんですと？

「『異世界　救う　人材　ワンチャンある』でググったら出てきたので、あなたたちでバッチリのはずなんです。あ、申し遅れましたが私、知識の女神ペディアといいます」

　……なんか今、変な単語が混じってなかったか？　それに──。

「……なんでググってなの？」

　今度は珠たまが尋ねた。すると、女神が呆あきれたような顔をする。

「分からないことはググれって言うでしょう？　そんなこともわからないんですかぁ？」

　今度はなんか、ドヤ顔で言いやがった。しかも、全然理由になってない。

　気になってるのはそっちじゃねえよ。

「……ねえ、聞きたいんだけど。『ワンチャン』って……どういう、こと、かな？」

　珠たまが念を押すように、ゆっくりと尋ねた。

　そう、気になっているのはそっちだ。

　ワンチャンってなんだよ、ワンチャンって。

　そんなの、まるで。

「それ、は……」

「……なに？　どうしたの？　──答えなさい」

　珠たまが不審げな表情でそう迫ると。

　果たして、女神ペディアは観念したように目を逸そらし、てへ☆みたいな感じで舌を出しつつ──こう言った。

「先に別の人を派遣してたんですけど、なんか失敗しちゃって……みたいな？」

「「……は？」」




　これはそんな感じで始まる、失敗しちゃった異世界を何とかしたりしなかったりする話だ。

　どうにもなんなかった時のクレームは、女神の方へお願いします。
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　というわけで、結局何の説明もなかった。

　俺たちを謎の光に包み込みやがった自称・知識の女神ペディア。

　こいつ唯一の、説明らしきものといえば──

『この世界を救ってください』

『別の人を派遣してたんですけど、失敗しちゃって……みたいな？』

　これだけ。え、雑すぎない？

　しかも、あんなお気軽な「てへぺろ☆」みたいなノリで？

　で──混乱する間もなく、俺たち二人は異世界に飛ばされたのだった……多分。




　ふと気が付くと、俺と珠たまの二人はどこかの建物の廊下に佇たたずんでいた。

　大理石っぽい床。ゴツさ漂う装飾が彫り込まれた壁や柱。アーチ状の窓。

　いかにもファンタジーで西洋な感じのするデザインの建物……というかこれ、宮殿？

「ゴチックとバロックがメインかな？　ヴィクトリアン様式も入ってる……カオスだわ」

　珠たまが街の建物のデザインか様式のことを言っているようだ。えーと、つまりそれは。

「ロリとメイドでおｋ？」

「……あんたがどの作品連想したか知らないけど、大体あってる。あと、それじゃバロックが抜けてるわよ。あ、執事と陰おん陽みよう師じも追加でね。イケメンでよろ」

　ああ、そうだな。お前の趣味ならそうなんだろうな。

　でも、この世界観で陰おん陽みよう師じはいないと思うぞ？

「しかし、様式って……お前、詳しいな」

「さっき言ったでしょ。いつ異世界に召喚されてもいいように、知識チート用に色々な情報を溜ため込こんでるの。たとえあの女神がチート能力をくれなくても、そっち方面で攻められるってわけよ……ふふふふ」

　余裕の笑みを浮かべ、珠たまが答えた。

「なあ、言っていい？」

「なに？」

「珠たまさん、ありえない事態への準備が良すぎてちょっとキモいです……」

「なっ？　い、いいじゃん！　結局ありえたんだから！　……じゃあ、あんた、ここがどこかわかってる？」

「えっ？　いや、それは……」

「ほらね。──多分だけど、ここ政治の中枢よ。官公庁かな？　ほら、そこの表札」

　言われてみれば、建物は立派だが各部屋に表札がついてるし。

　確かにその表札はいかにもここはどこかの部署でーす、みたいな感じではあった。

「官公庁……ってことは、役所……？」

「ぴんぽんぴんぽーん、正解ですー。じゃ、行きましょうかー」

　そこで突然、聞き覚えのある声が響いた。

「わひっ!?　あ、あんた。いたの……？」

　俺は珠たまのビビり気味な声の方を見た。

　いました。やたら肌の露出が多く、土下座するとお尻丸見えの短すぎるスカート。

　痛い土下座ポーズで地に伏してものを頼んできだ割に、態度が図ずう々ずうしかったアレ。

「……ああ、知識の女神ウィキか」

「ペディアですぅ！　もう！　人の記憶容量が低いのは知ってましたけど、名前も覚えられないなんて！」

　ちゃうわ。憶おぼえる気が無かったんだよ。

　ていうか、もうとっくにどっか行ったかと思ってたわ。

「では、初回だけ特典で、問題の中枢までご案内しますー」

　なんだそりゃ？　円盤とかゲームの購入特典っぽいけど、それなら。

「どうせなら、ログインボーナスにすごいチートアイテムくらい寄越せよ」

「はい？　ないですよ、そんなの」

　さり気なく要望を出してみたが、あっさり拒否された。

　ケチだな、こいつ。

「さっきも言ってましたけど、今回、力の付与や道具の貸与は特にないのでー。困ったことがあるならググってください。自助努力は大事ですよ」

　他力本願の塊みたいな女神が何を言うか。

　ていうか、そもそもの話だけど……。

「ググれるの？」

　今見たけど、俺のスマホ圏外だったぞ。異世界だし当たり前だけど。

「えっ？　人間ってググれないんですか？」

「それができたらそれこそチートだよ」

　どこぞの電脳入りの少佐じゃあるまいし。

　それだけで異世界チート成立するわ。

「ええ……人間それ不便過ぎないです？　残念すぎません？　生きてて辛つらくない？」

「お前の頭ほどは残念じゃねえよ……」

　どーも、異世界に導いた肝心の女神が、色々抜けている。

　さっきから薄々気付いてたけど、このペディアって、もしかして。

『知識の女神だけど、知恵はないんじゃないの？』

　珠たまがさりげなく俺に見せたスマホの画面に、そう表示されていた。

　こっそりメモ帳アプリに文を打ち込んでいたらしい。

　さっきから黙ってると思ったら、そういうことか。

『こんな女神で大丈夫か？』

　大丈夫だ、問題ない……わけあるかよ！　もっといい女神を頼む……。




　　　２




「──え、またなの？　いえ、ちょっとまって。ああ、もう！」

　ペディアが案内した部屋に着いてみると、中から神経質そうな高い声が響いてきた。

　ん、なんかさっそくトラブってる？

「はい！　知識の女神ペディア、助すけっ人とを連れてただいま参上ですよー」

　ペディアはノックもしないで無遠慮に部屋の中に入っていく。躾しつけの悪いヤツだな。

　仕方ないので後ろに付いて入ってみると、その部屋の中心に、重厚感溢あふれる社長机っぽいのに着いている女の人がいた。

　周りにはいかにも側近みたいな男の人が何人か立っている。

「あ、あら……？　ペディア？　久しぶりね。……見み棄すてられたのかと思ったわ」

　社長っぽい机に座っていた女の人が驚いた顔をしつつ、親しげに挨拶を返した。

　見み棄すてられたかとって……信頼されてねぇな。

「それで、助すけっ人とって……」

　女の人が不審そうな顔で、まじまじと俺たちを見た。首を傾かしげ、さらにまじまじと見る。

　うわ、この人近くで見たらめっちゃ美人だな。

　すいません、ちょっとドキドキしちゃうんでやめてください。

「な、なんですか？」

　と、こちらは焦あせり声の珠たま。

　自信満々だったさっきとは打って変わって人見知りな珠たまさんである。

　それに気付いたか、女社長（仮）は居住まいを正して、

「あ……ごめんなさい。私、鳴海なるみといいます。一年ほど前に、ペディアにここへ連れてこられたんだけれど……今、ここで宰相をしているの。それで、君たちは？　制服着てるから、多分、高校生くらいなのかな……？」

「あ、俺は櫛くし木き智とも識のりです。こっちは加か賀が美み珠たま」

「櫛くし木き君と、かが……みたま、さん？」

「あ、かがみ・たまです」

　くわぁっ！　と、珠たまが俺の方を見た。

　その目は「言ったなぁ～？」という猫又の顔だった。

（いやだって、誤魔化しようないだろうが。本名だし）

（加か賀が美みって言うだけで良かったのよ！）

　珠たまが天に爪を立て、バリバリと搔かく仕草をする。おう、猫だ。荒ぶる猫がいる。

「あはは……二人、仲いいね。付き合ってるの？」

　鳴海なるみさんが微ほほ笑えましそうに言う。

「ちっがーう!!」

　と珠たまが呻うめいているが、もう俺はどっちでもいいです。話を進めてください。

「宰相って……えーと、政治家ですか？」

「まぁ、そうなんだけど。あれよ。主に、国のお金の管理運用。でも、今、忙しくて」

　……なんか、そこらへんの高校生とは無縁な言葉が聞こえてきたぞ？

「国の債務関連で汚職とか、市場での不正売買が横行しちゃってて。今、その対処に追われてね……おもてなしをしてあげたいんだけど、とりあえずは隣の部屋で──」

　国？　債務？　汚職？　今、高校生には手に余るワードがポンポン出てこなかった？

　ふと、傍かたわらを見た。珠たまはいる──あ、ペディアが居ない！

　あの尻おっぱい、逃げやがった！




　いなくなったもんはどうしようもないよね。

　俺たちに何か（まだ不明）を押し付けて逃げた女神さまのことはいったん忘れるとして。

　鳴海なるみさんが忙しいので、俺たちは隣の応接間でしばらく待つことになった。

「ごめんね。放っておくつもりはなかったんだけど……」

　ややあって。そう言いながら仕事を一段落させた鳴海なるみさんが応接間にやってきた。

「あーいや、おかまいなく……」

　申し訳なさそうなその顔を改めて見ると、やっぱりすごい美人だった。自慢じゃないが女慣れとは無縁な平均的オタク男子にはハードル高いです。

　……でも、なんかちょっと既視感っていうか、見覚えある感じがするんだよな。

　もしかしたら、昔の知り合いか、ご近所か、親戚……？　うーむ、思い出せん。

「あ、ちゃんとお茶出てるわね。えっと。改めて、初めまして。私、鳴海なるみ琥こ珀はくといいます。ここで宰相……は、さっき言ったわね。宰相というより勘定奉行かな？　会計係みたいな感じ」

　なるほどわからん。大臣なのか奉行なのか係なのか……あれ？　そういうことじゃない？

「で、それで何がお困りなんですか？」

　混乱している俺をよそに、珠たまが単刀直入に尋ねた。

　せっかちだな。まぁ、とっとと無双してみたいってところなのかもだけど。

「困っているというか、なんというか……」

　そう呟つぶやいて、鳴海なるみさんは話し始めた──。




　鳴海なるみさんは、ここに飛ばされる前は大学生だったらしい。

　大学のキャンパスにいたところで女神ペディアが降臨して、ここに飛ばされたとのこと。

「ただ飛ばされただけで、なーんにも説明なしだったのよねぇ……」

　当時を思い出してか、鳴海なるみさんがしみじみと語る。

　気付くとこの国、グントラム王国とかいうらしいけど、ここの官公庁舎に居たそうだ。

「まだやりますなんて一言もいってないのに、ペディアが〝この人がお金のことは解決しまーす！〟って宣言して、ドロンしたわ……」

　うっわなんだよ、その丸投げ！

　で、何が何やらわからない間に、鳴海なるみさんはこの国の要職に就いたらしい。

「ペディアの使者だからって言われてね。というかね、あれってそんなに敬う対象なの？　それ以前に、どういう基準で選んだのかしら？　私、一応経済学部だけど、まだ一年で、高校生に毛が生えた程度なのに……」

　大丈夫。それを言うなら、俺たちはまだ高校も卒業してないから。

　本当、あの女神、どういう人選基準だよ。

　で、鳴海なるみさんはとにもかくにも、宰相としての仕事を始めたらしい。

「ええ、ええ、立て直してやりましたとも」

　としみじみ語る鳴海なるみさんだが、この人めっちゃ真面目だな……。

　俺なら間違いなく逃げる。




　で。現状把握に努めた結果、どうやらこの国、赤字が続き、経済が破綻気味だったそうだ。

　唯一の救いは、この国の市場が単純明快で原始的なものだったこと。

「だからね。ちょーっと、無駄を省いて、ちょーっと、国債発行とかお金の発行とか弄いじったり、ちょーっと事業計画を弄いじったり……そんな感じで修正してたら、わりとなんとかなっちゃったのよ、これが」

　うーむ。鳴海なるみパイセンぐう有能。

　そんなこんなで、半年程度で経済を立て直したらしい。

「半年かあ……わりとかかるのね」

「いや、そりゃそうだろ。一国の経済だぞ」

「それはそうだけどー、無双っていうには堅実だなあって。無理なく計画的だし」

　確かに、そうなんだよな。

「その話だけ聞いたら、なんの問題もなさそうですけど……結局、何が困ってるんです？」

「聞いてくれる!?」

　うお。ものすごい食いつきだな。隣の珠たまがまた借りてきた猫みたいに硬直してる。

　鳴海なるみさんいわく。経済が立ち直ってからが、また問題だった。

「せっかく経済が立ち直ったと思ったら、またみんなちょーしに乗って……！」

　堪え切れず、ばぁん！　と机をぶっ叩たたく鳴海なるみさん。

「まあまあ」

「……悪知恵の働く小こ狡ずるい貴族や、わりと資産を持っている地主とかがね、ルールの穴を突いて色々とやってくれるのよ。聞いたことない？　チューリップ・バブルとか、ネズミ講とか……」

「ああ……そういう話なんですね……」

「え、なんすかそれ……？」

　俺と珠たまで反応が真っ二つに分かれて、珠たまにバカを見るような目で見られた。

「こないだ、政経の授業で聞いたでしょ。チューリップ一株、大人の年収の十倍とか」

　せやかて加か賀が美み。さすがにそんな細かいとこまで覚えてねえわ。

「そうそう。実際の価値より、遙はるかに高い値段で物が取引されて、転売転売転売……で、どんどん値段がつり上がって、最後に価格下落で、ぱぁん！　よ」

　鳴海なるみさんが両手を広げて弾はじけ飛ぶ仕草をした。

「あと、ネズミ講も。結構古典的なお金かね儲もうけ方法のはず……ではあるけど、このくらいの経済のレベルでもできるとは……知らなかったわ」

　あ、そっちは俺でも知ってるぞ。

　勧誘して入会金を払わせて紹介料をもらって、勧誘された人がさらに誰かを勧誘して入会金を払わせて紹介料をもらって……をひたすら繰り返して、ねずみ算的に連鎖させるやつだな。

　ピラミッド状の組織の、上の方が一番儲もうかって、下に行くほど儲もうからない。

　なんでハマっちゃうのか、ぶっちゃけあまりよくわからないけど、話には聞く。

「謎の健康食品とか謎の高級な鍋とか買わせたりするアレね」

「ものはいいんだよ、ものは！　とか言われたりするアレな」

　ちなみに、日本ではばっちり法律違反です。

「だけど、この国は経済市場も政治形態もまだ未熟だからね」

　それゆえに、この国にはそういう形でお金を儲もうける輩やからはまだ少数で。国もこういう事態を経験したことがなくて、取り締まる法律が存在してなかったらしい。

　それで、『これしたら楽してボロ儲もうけ！』と気付いた奴やつが、やらかしてくれたそうだ。

　法律がなくて取り締まらなければ、狡ずるいことをする人は必ず現れる──ってことか。

　あー、確かに政経の授業で聞いたな、それ。

『一番楽してズルして大量のお金が入るからねぇ。法律で縛って取り締まって監視してなければ、みんなやらかすのよ～。生まれながらの善人なんて、居ないの』

　──で、その後にこの先生の性悪論？　の話が続くわけだ。

『人は生まれた時は欲まみれで邪悪です。先生はよーく知ってるんです。だから、だまされないように！　そして善き人になるよう努力しましょう！』

　うちの学校の先生、拗こじらせすぎである。

　実体験かな？

「あと、権力者はインサイダー取引しちゃうのよね……ほら、情報が集まるじゃない？」

　あーそれも授業で聞いた。

『権力者は公共事業受注とかの非公開の色々な情報を知っているから、それを利用して内部者取引、インサイダー取引をしやすいのよねぇ。本当、みんな豚箱に入っちゃえばいいのに』

　……なんで、不法行為の説明の時は、いつも恨み節なんだろう、あの先生。

「……で、こういうことをやられて、金融不安が起こる度に、毎度取り付け騒ぎまで起きて、その度に預金閉鎖とか、混乱混乱……」

「『銀行が潰れるぅ預けたお金が無くなる前に引き出さねばっ!!』ってあれね」

　珠たまがうんうん唸うなりながら呟つぶやいた。

　あーうん。貯金してたら消えたとかいやだもんな。

「発覚する度に逐次、規制して取り締まってるんだけどね、間に合わないわ。そもそも取り締まりにも人材と人件費が必要だから、取り締まり漏れも相当あってね。おまけに……」

　鳴海なるみさんが言うには、もっとも率先して不正を働いているのは貴族らしい。

　でも、その貴族が法律とかを司つかさどっているから、法整備がものすごく滞りがち。

　同じく不正する大商人は、貴族に袖の下を贈っているから、お縄頂戴から逃れている。

　おまけに国王もダイヤだのルビーだの袖の下を貰もらっているから、色々と黙認。

「もぉ、みんな馬鹿なの？　ルールさえ守っていれば、みんなが幸せになれるのに。一時的な儲もうけのために、施政者が不正に荷担してどうするの？　本当、みんなどうかしているわ！　──あああああああもうこんなんだったらさっさと家に帰りたい！　帰ってカラオケ行ったりたまごっちに餌あげたり着メロ作ったりしたい！」

　あ、ダメだ鳴海なるみさんが壊れた。

　こんなところに来とうはなかった！　みたいな調子で頭を抱える鳴海なるみさん。

　やりたいことのチョイスがなんか凄い古い気がするけど……それにしても。

　大商人に貴族に、さらに王様に至るまで腐敗かぁ。

　終わってんなぁ、この国。お疲れさまです。




「ごめんなさい。取り乱したわ……。この国は残念ながら、そんな感じなんだけど……君たち、その、高校生なのよね？」

　大きなため息をお茶で飲み込んだ鳴海なるみさんは、次に心配そうな顔でそう尋ねてきた。

　国の心配の次は俺たちの心配か。苦労性だなあ……。

「あ、そうです。朝、日直で早めに登校してたら、ぶっ飛ばされて……」

「ああ、登校時に……大変だったわねぇ。でも、やっぱり高校生か……」

　鳴海なるみさんがため息を吐く。

　うん。その気持ち、分かる。

　だって、話を聞いただけで、高校生の俺たちにはご用無し物件だ。

　もうちょっとこう、手元の知識でなんとかなる異世界にしろよ。

　鳴海なるみさん、大学生で、しかも経済学部だって？

　初歩のさわりの部分しかやってないって言ってたけど、それでも俺らより絶対マシだって。

「……あのー、どれだけ腐敗と不正があるんですか？」

　話を聞いている間、わりと大人しかった珠たまがおずおずと尋ねた。

「さぁ、どれくらいかしら？　私の所へ上がってきているだけでも、夕べ五十件は処理して、部下や担当部署で対処分の数が、確か五ヶ月で八万五千件くらい……」

「あ、ごめんなさい。すいません。お疲れさまです」

　珠たまが速攻で詫わびた。

　えげつない。えげつない数だ。

「──これ、ちょっと……経済知識フォルダで対処不能……かも？」

　珠たまがブツブツと呟つぶやく。

　もしかして、お前まだ自分の持ってる知識で対処する気だったのか……？

　不屈の精神だなお前。俺はチート能力くれなかった時点で諦めてたぞ。

「あの、まぁなんていうか、俺ら高校生ですし、全然お役に立てないかも……？　ほら、あの女神の人選、結構アバウトな感じっぽいですし……」

『別の人を派遣してたんですけど、失敗しちゃって』

　──とかあの尻女神は言っていたが、なんなら女神のほうが交代するべきだったんじゃないか。ていうか交代しろよもう。はよ。

「……私でも失敗だと思うけどね。でもまあ、とりあえず……しばらく、ゆっくりしていったらどうかな？　一応、私、宰相やってるから、ある程度の生活の保障はしてあげられるわ。それに、日本人が私一人で、ちょうど寂しかったとこだから」

　そういって、鳴海なるみさんははにかんだ笑みを浮かべた。

　仕方ないのでご厚意に甘えて、俺たちは鳴海なるみさんの世話になりつつ、この国でしばらく過ごすことになった。

　帰る手段をあのおっぱい女神しか知らないっていうのがあるからなんだが。

　つまり、どうしようもない、ってことだ。

　珠たまの方は「さあ、どうしてくれようかしら？」と、ギラギラした目で張り切っている。

　え、お前まだ異世界無双する気満々なの？　元気いいな……珠たま。




　　　３




　鳴海なるみさんの朝は早い。

　経済立て直し職人の朝はまず、報告のチェックから始まる。真剣に報告書を見つめて……。

　キレる。

「はああああ、また捕まったの？　え？　今度はなに？　国の公共事業に地方領主が絡からんだ大商人との談合!?　え？　この報告書……なにこれ、公爵と伯爵同士でカルテル結んだ!?」

　腐敗、不正、腐敗、不正──

　そういう調査報告や対処の立案やら、そればかりで埋め尽くされていた。

「はい？　小麦価格をつり上げている財務官がいる、ですって？」

　目の前で、ドロドロに腐った政治と経済の様子が繰り広げられていた。

「租税で得た国の在庫の小麦を……はぁ？　不正に在庫を大量に隠して……なにそれ!!　高くつり上げてから勿もつ体たいぶって売る気なの!?　庶民に渡る分が足らなくなったらどうするのよ!?　ぺんぺん草でも食べてろとでも言うの!?」
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　うわ、えげつねぇ……。

　人が飢えてでも、金かね儲もうけしたい奴やつって居るんだ。

「これは王太子殿下が個人でやってる事業……って、インサイダー取引じゃない!!　陛下は？　陛下はなんて仰おつしやってるの？　は？　『良きに計らえ』ですって？　じゃあ、殿下を処罰してもいいの？　え？　『それはならん』って。何、甘っちょろいことを言ってるの!?」

　……トップからして腐ってるし。

「え？　何？　国王陛下の第二夫人になる返事はって？　何言ってるのよ!!　誰が自分の父親より年上のおっさんの妾めかけになりたいっていうの!?」

　スケベじじぃなのか……ここの王様は。

「は？　陛下からダイヤの指輪が届いた？　それ！　御用商人が持ってきた賄賂でしょうが!!　知らないとでも思ってるの!?　突っ返しておいて!!」

　賄賂をそのまま贈るのかよ……。

「はい？　王太子殿下から求婚の返事？　知らないわよ！　ご丁重にお断りしておいて!!　え？　赤い薔ば薇らの花束を沢山用意している、ですって？　やめてよ!!　不正を止めて、あと体重百キロ落としてから出直してきてほしいわ!!　それに私知ってるんですからね！　王太子殿下が私そっくりの人形注文してるの！　あのお金、どこから出てるの!?」

　……王太子殿下はインサイダー取引をした上に、超絶デブで赤い薔ば薇らの花束、っと。

　しかも、なに？　ドール……？　あ、ダメだ、もう俺は考えるのをやめた。

「なに？　国王陛下が増税の勅命？　どうして？　税収はそこそこ……って、王妃の離宮を新しく建てたいですって？　なんで？　王妃様、もう四カ所くらい宮殿持ってるじゃない!!」

　……鳴海なるみさんを妾めかけにしたいと言いつつ、王妃の宮殿建てるんだ……増税で。




「ねぇ、智とも識のり……なんかわたし、疲れてきたんだけど……」

　俺と一緒に鳴海なるみさんの午前中の仕事っぷりを見ていた珠たまがうんざりしてぼやいた。

　しばらく執務室で鳴海なるみさんの仕事を見ていたが、流石に俺も疲れてきた。

　そう思っていたところに、鳴海なるみさんが俺たちに声をかけた。

「もうそろそろお昼でしょ？　街の見物ついでに二人で外に行って食べてきたら？　あ、大丈夫。ここ、腐敗はしてるけど、治安は悪くないから安心して出掛けて大丈夫よ」

　そう言って、鳴海なるみさんは付け払い用の宰相印の証明書類を手渡してくれた。

　手持ち無沙汰だった俺たちは好意に甘えて二人して外に食べに行く事にした。




「町は……活気があるよなぁ……」

「まぁ、ねぇ……」

　俺のぼやきに、珠たまが相槌を打つ。

　西洋風の町並みをのんびり観光気分で眺めながら、俺たち二人は街を歩いていた。

　人波は多く、みんなわいわいガヤガヤしている。

　街を巡っているだけなら、そんなに悪い国に見えないんだが──

「ねぇねぇ、三丁目の料理店、また殿下に食い逃げされたんですって？」

　聞こえてきた女の子たちの立ち話に、俺たちはつい立ち止まってしまった。

　殿下とか食い逃げとか、あり得ないワードの組み合わせだ。

「ああ、それ。食い逃げ言ったら駄目よ。踏み倒した、よ？　なぜ、王族たる自分が代金を支払わねばならぬのかって、言いがかりつけてさ……」

　……踏み倒したのか……いや、食い逃げと変わんないし。

　しっかし、王族だから支払わなくて良いって、一体どんな謎理論を展開してるんだよ？

「でも、鳴海なるみ宰相が来てからぱったり止んでたじゃない……」

「あらぁ、違うわよ。宰相が払ってくれてたのよ」

　クソ王子だな……インサイダーで儲もうかってるんだから、支払えばいいじゃないか。

「言いがかりといえば、王妃様もよ。五丁目のお針子さんにドレスの仕立てを頼んでおいて、『これは絹でなく綿です。いえ、麻です』って、半分しか支払わなかったんですって！」

　……絹と綿って間違えるのか？　つか、麻だとかなり違うような？

「宰相閣下が後から正式な代金を支払ってくれたから良かったらしいけど……」

　あっちこっちの踏み倒しの尻拭いか……鳴海なるみ宰相閣下、お疲れ様です。

「えげつないわねぇ……食い逃げに言いがかり」

　珠たまが呆あきれたように呟つぶやいた。まぁ、王族なのにセコいからなぁ。

「せっかく景気よくなってきたのに、王族は腐ったままだしさー。もうさ、宰相閣下が女王さまになればいいのにねー」

「ほんと、そうよねー」

　そう言って女の子たちは歩き出した。

　ふうん……たしかに、鳴海なるみさんが女王さまになった方がずっとマシかもなぁ。

「あ、智とも識のり。あそこで食べよう。あそこ」

　俺を呼び止め、珠たまが指さしたのは、高そうなレストランっぽい店だった。

「お前……人の付け払いだからって遠慮がねーな」




「街での王族の評価、酷かったな……」

「逆に、鳴海なるみさんの評価は良かったわよね……」

　食事から帰ってきた俺たちは、鳴海なるみさんの執務室の応接間に戻ってきた。

「セコいわ、ケチだわ、なのに腐敗、腐敗……この国、トップは救いようがないわね」

　ああ、とてつもなくセコくてケチで腐っている。鳴海なるみさんも、尻拭いなんかしてさ。放置すればいいのに……いや、踏み倒されそうになった庶民が困るか。いや、しかし……。

「でも、鳴海なるみさん自身は結構頑張って政務をこなしてるっぽく……」

「いや、ダメだろアレ」

　珠たまの言葉を遮るように，俺は口を挟んだ。

　いや、いい人なのは十分わかったよ？　でもなあ。

「知識はあるけど……チートには全然向いてねえよ、性格が」

　だって真面目過ぎるだろ？

　なんで全部正攻法でやってんだよ、あの人。

「あ、まぁ……うん、そうね。正攻法だけど、真面目過ぎて、見てて疲れるっていうか……」

　そうなんだよな。

　これなら素直に異世界でチートして魔王になりたいぜ！　みたいな奴やつに任せた方がうまくいったかもしれないぞ。

　と二人で会話してたところで。

　応接間の扉が開かれて、中に鳴海なるみさんが入ってきた。

「ははは……そうね。正攻法でやって……もうへろへろよ……」

　聞こえていたのか、そう、鳴海なるみさんは呟つぶやいた。

　鳴海なるみさんは倒れ込むように、応接間のソファに座る。なんか、キてるなぁ……。

「何がどう見ても、体重二〇〇キロ超えにしか見えない王太子殿下が、赤い薔ば薇らの花束抱えて執務室にやってきたわ……完璧に予行練習したんだってー。私型の超精巧なドールで。しねばいいのに。おかげで、お昼食べ損なったというか、食欲が無くなったというか……もうだめ」

　とても、憔しよう悴すいしている……無理もない。

　でも、鳴海なるみさんは優しい。それこそ、そんな王太子でもぶん殴らないくらいに。

「じゃあ、鳴海なるみさん、それならみんな粛清しちゃえばいいんじゃないんですか？」

　珠たまが突拍子もなくトンデモ提案をする。いやいや。

「王様と王子様と王妃様も腐ってるし。これで粛清無理だろ？」

　鳴海なるみさんじゃあ、粛清したくても、できる立場に見えないぞ？

「いやー、なんとかなるでしょ。手段のためには目的は何でもいいわよ。ソビエトロシアでは、手段が目的を選ぶ！」

「倒置っていうかもう統治が完全に目的を見失ってるじゃねえか」

「じゃまな奴やつは消して住み心地のいい世界にしようじゃないの」

「あのな、お前それ、最後誰もいなくなるやつだからな」

　そこまで漫才をやってやっと、鳴海なるみさんが笑みを見せた。

「あは。そうねぇ……いっそ、スイッチ一発でアルマゲドンしちゃって、最終兵器ぶっ放して……不正をする輩やからは、全員ヴァルハラにぶっ飛ばしちゃえばいいのよねー……」

　疲れていたのか、鳴海なるみさんが完全にぶっ壊れた調子で呟つぶやく。

　なんか微妙にネタのチョイスが時代がかってる感じもするけど……。

　もう二十一世紀ですよ鳴海なるみさん、って、こんな異世界で言っても意味ないけど。

　ちょうどその時、慌ただしく扉を叩たたく音が聞こえた。

「はい？　良いいわ、入って」

　そう鳴海なるみさんが言うと、側近と思おぼしき男性が一人、中に入って来た。

　側近さんは少し焦あせっている様子で、手に持っている書類を鳴海なるみさんに渡した。

「は、ははは、ははははははははははは。反体制勢力さんたちが、密ひそかに決起集会を行うって情報の報告だわ……」

　鳴海なるみさんがカラッカラに乾いた笑みを浮かべながら呟つぶやいた。

「ここの施政者さんたち、国民の皆様に嫌われちゃってるわよ……。もぉ、だから真面目にやりましょうって言ったのに。クーデターでも起こされたら、どーするのよぉ……」

　泣き笑い状態で鳴海なるみさんがぼやいた。

　クーデターか。めっちゃ反体制勢力が出来上がっちゃってるし。

　そりゃ、お上が腐ってるもんなぁー。くっだらない理由で増税だもんなぁー。

　もう、それ、終わってね？

　というか。

「鳴海なるみさん、もう、それで良いいんじゃないんですか？」

　疲れ切った鳴海なるみさんが俺の方を見た。

「王様も王子様も貴族様も、国民の人にとっちゃみんな要らないんでしょ？　もうそれ、全部ぶっ壊しちゃえば？　どうせ、鳴海なるみさん、王様も王子様も嫌いなんでしょ？」

「アレね、というか、いっそ、魔王になっちゃえば楽なんじゃない？」

　珠たまが言う。なんか、嬉うれしそう。まぁ気持ちはわかる。

　俺もさっき、考えたし。

「魔王、魔王ね……」

　俯うつむいたまま、疲れた顔をして鳴海なるみさんが呟つぶやいた。

　お？　なんか揺れ動いてる、ような？

　うん。もう一押し。

　チラッと目配せをすると、珠たまもにやりと笑う。

　だよなあ。やっぱり、ここまで鳴海なるみさんを見ていて、これしかないような気がする。

　これだけの知識があって、これだけの能力があって……あと足りないのは、たぶん。

　ほんのちょっとの悪ノリと、勢いだ。

「鳴海なるみさん、どうですか？　このまま、後から後からやらかしまくる王族の後始末をし続けますか？　それか──なってみますか、魔王に」

　そして、俺は最後にささやいた。

「それか、インサイダーで二〇〇キロオーバーで赤い薔ば薇らの花束、受け取っちゃいます？」

　この瞬間、鳴海なるみさんの目が見開かれた。

「やって……やってやるわよ、恐怖の大王」

　絞り出すような、鳴海なるみさんの宣言。

　それを聞いて、珠たまがそれこそ猫みたいに、真ん丸にした目を光らせた。

　あー、鳴海なるみさん。だから、恐怖の大王は来ませんでしたって。
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「ほぉ……最近できた会社と？」

「はい、そうでーす！」

　メイド服姿で受け付け応対していた珠たまが、お客の男性に愛あい想そ良く答えた。

　ここは、グントラム王国の複数の銀行屋と証券屋の入ったとても大きな建物だ。

　日本とかでもあるだろ？　証券取引所。株とか色々取り引きしている場所。

　証券以外でも、投資信託とか、色々な会社が入っている。

　でも、場所が場所、異世界のせいか、西洋の宮殿や大邸宅みたいに見える。

　俺と珠たまはここで、先日設立された会社の事務員を始めた。

　……実際は経営者もしているんだけどな！

　それどころか事務も経営も、他の社員がほとんどのことをやっちゃうんだが。

「当、Ｎ＆Ｋヘッジファンドは、国の方針により、一般の個人向け投資市場の促進を目的とし、財務省と民間の融資により先日設立された会社です。基本は民間企業として活動していますが、国が後ろ盾となっていますので、良質、安全、安定のお取り引きをご提供できます！」

　つらつらと珠たまが会社について説明する。

　噓うそ噓うそ噓うそばっか。いや、国が融資してるのは間違いないが、それ以外全部噓うそだ。

　え？　何をやるって？

　学校の政治経済の授業で出てきた『やっちゃいけない色々』だよ！

　頭の毛からケツの毛まで毟むしって、全てを搾り尽くす。

　つまり、超真っ黒ハゲタカ会社。

　法令遵守はしているよ、法令は守っている（正しいとは言っていない）。

　そう、法に反してなければ、不正ではない──この国では！

　この国、そこまで法整備が進んでないから、日本より遙はるかに法律がザル。その隙を突く。

　珠たまが社長で俺が副社長。そして、会長にして総帥は鳴海なるみさんだ。

　会社の元手は……国庫。

　珠たまはそれを聞いて「すごい火力ね……火力こそ正義！」と、興奮気味だった。

「しかし……ずいぶんと愛らしい格好の娘さんが受け付けしてるねぇ……」

「ええ、お客様、ひいては国民の皆様がとっつきやすく、馴な染じみやすく、お気軽に投資信託をしていただくために、このような制服でお客様をお待ち申し上げております！」

　お客さんが尻を触ろうとする手を器用に避けながら、珠たまがメイド服の理由に、テキトーなことを言っている。

　当然、趣味です。

　会社を設立してまず最初に「会社の制服はどうするか？」という話で、珠たまは凄すごい額で用意された予算を見て『仕立屋に特別発注した総シルク製の超豪華メイド服！』を所望した。

　気分はコスプレだな。しかも、金があると思って、遠慮のない仕様で……。

　いや、うん。俺にも多少、その気持ちはわかる。

　可か愛わいいと思うぞ、メイド服。

　でも……いくらなんでも、化けの皮が剝がれすぎである。メイド服完成までの生地の選定から縫製の指定から発注から、どう見ても経験者でした。本当にありがとうございました。

　どこまで業が深いんだ、こいつ……。

　と、思っていたら、俺の分も用意されていた──タキシード……いや、燕えん尾び服ふくが。

「ちゃんと『お茶が入りました。お嬢さま』って言ってね☆」

　凄すごく楽しそうに珠たまから言い渡された。

　つまり、俺に執事をやれと？

「いやいや、メイドに向かって〝お嬢さま〟はねーだろ……」

　と言ってたところで、鳴海なるみさんがこの会社にやってきた──ゴテゴテのドレスを着て。

　絶妙に露出度が高くて、それでいてフリルやレースが満載のドレスだった。

　すっかりスレた鳴海なるみさんは、めちゃくちゃお金をかけたドレスを着ることにしたようだ。

　つかこれ、完全に女王様だろ……。

「すごい!!　ゴージャス女王さまドレス!!　鳴海なるみさん、似合いすぎて最高です!!」

　珠たまが同志を見つけたような、すごく輝いた目で褒ほめ称たたえた。

　というより、そのものだった。

「すいません！　こっちにもう一枚ください！」

　楽しそうで何よりだよ。

「もぉ、もぉ、いい。諦めた。豚より肥えた脂身人間を手助けしてやる筋合いは、もぉないわよね。もぉ、知らない。知らないったら、知らないんだから……」

　目の据わった鳴海なるみさんがそう呻うめいて、女王様然としてツカツカと部屋の中を歩く。

　そして、用意された会長の椅子……というか玉座みたいな椅子に、どっかーんと座った。

　鳴海なるみさんの顎をしゃくった感じで足を組んで座っている姿は、まさに女王様。

「あー、智とも識のりぃ～。三人分のお茶いれてぇ～」

　そして、珠たまから当たり前のように茶汲くみを強要される俺がいた。

「はいはい、わかりました、わかりましたよ！　お嬢さま!!　女王さま!!」

　ああ、やるよ。やれば良いんだろ！　執事でお茶汲くみ!!




『ほう、新たな国債発行とな？』

『ええ、宰相の書類を入手致しました。確実な情報です』

『どの程度の数だ？』

『この書類によりますと──』

　伝声管から内緒話がだだ漏れで聞こえてくる。

　俺はその話の内容を、よーく聞き取り、メモをする。

　超真っ黒ハゲタカ会社・Ｎ＆Ｋヘッジファンドを設立するにあたって、鳴海なるみさんの部下が突貫工事で証券取引所の各会社へ密ひそかに伝声管……音の振動を伝えて遠くに声を届ける、糸電話の原理のあれを仕込んで、内緒話をリークできるようにした。

『どう動く？』

『空売りに出ましょう。恐らく今が一番、高値です。ここからは下がる一方かと』

「……かかったわね」

　垂れ流しで聞こえる内緒話に、ルンルン気分の珠たまが、邪悪な笑みを浮かべた。

『おい！　急激に値段が高騰したぞ!?　どういうことだ!?』

『し……新興の会社が債券を買い占めて……』

『買い占めた程度じゃそこまでならんだろう!?　何な故ぜ、ここまで値段が上がるんだ!?　国債が発行されて、市場には債券が溢あふれているんじゃないのか!?』

『それが……国の国債発行は取りやめになっていたようで……』

『なんだと──!?』




「あらぁ？　おかしいわねぇ……廃案にした国債発行の書類、どこに行ったのかしら？」

　官公庁の自分の執務室で優雅に午後のティータイムをしていた鳴海なるみさんが呟つぶやいた。

　鳴海なるみさんの部下の中で貴族の間者をしていた人が傍かたわらに立っている。

　間者さんは知らん顔をして、最近、一部の貴族が国債で大損をしたことを報告した。

　あーあ、ひっかかった。

　フェイク情報に決まってんじゃん。

　俺と珠たまは傍かたわらでお茶をしつつも、間抜け貴族のその後を聞きながら呆あきれる。

　その貴族、派手に勝負を仕掛けたから、損の度合いが凄すさまじかったらしい。

「情報源が騙だますつもりで噓うそ情報流してるんだから、インサイダー取引する奴やつらが勝てるわけないのよねぇ……官公庁がえげつないことなんかしないと、思ってたかなぁ？」

　珠たまが肩をすくめた。

　国が相場操作するなんて、誰も思ってなかったみたいだなー。

　女王様然としたゴージャスなドレスの鳴海なるみさんは、玉座の如ごとき執務机の椅子に足を組んで座り、無様に金を搾られる貴族の報告書を見ながら、俺の淹いれたお茶を優雅に啜すすった。

「あらあら。散々おイタをしておいて、こんな手に引っかかるなんてねぇ……」

　鳴海なるみさんは鼻で笑った。




「ほーお。元・貴族様の屋や敷しきの販売を手がける……ねぇ？」

　俺たちはＮ＆Ｋヘッジファンドの別部門、金を派手にスッた貴族から巻き上げた土地建物や価値のない国有の荒野を販売するＮ＆Ｋ地所を立ち上げた。

　色々な債券の相場操作で、手を変え、品を変え、逆張りしたりした俺たち。

　そして、色々な資本家や貴族の方々から、ありがたくお金を搾り上げることに成功したが──しかし。

　いい加減、警戒してきて吸拾率が悪くなったので、債券や証券でやるのはやめた。

　だからこその、次なる手、だ。

「はい！　当Ｎ＆Ｋ地所は、手放された貴族さまの邸宅、庭園、別荘等を庶民の方々へ安心価格でご提供できるよう、多数取りそろえております！　有効活用していただければと」

　珠たまはやって来たおっさん客を接客していた。

　今日の珠たまは巫み女このコスプレ……いやいや、制服だった。

　Ｎ＆Ｋ地所を担当する時は別の制服がいい、という珠たまの要望により作られたものだ。

　おい、珠たま！　もう完全に自分の趣味丸出しだな！

「しかし、お嬢さん。変わった格好だねぇ……？」

　ほら！　西洋風のこの世界じゃ完全に浮いてるよ？　世界観崩壊してるから！

「はい！　遠方の土地も沢山取りそろえている当社の、地方の情緒をご体験頂こうという演出です！　お客さまには遠隔の地をご想像いただければ、幸いです！」

　うわ、珠たまのやつ、すげーテキトーな理由つけてやがる。

　全部自分の趣味だろうが！

「化繊じゃないわ。正しよう絹けんよ、正しよう絹けん！　日本で作ったら、ン十万行っちゃうわ!!」

　とか、珠たまは興奮気味で言っていた。

　確かに、コスプレ衣装用の数千円で買えるヤツとは違うよな。

　メイドの時より似合ってるけどさ……やっぱり日本人は和服だなぁ。

　──じゃない。違う。何、珠たまのノリに引きずり込まれているんだ、俺は。

　と、心を引き締めたのだが、当然のように俺にも制服があてがわれていた。

　まるで、神社の神主か、平安貴族みたいな服……まさか。

「ばっちりだわ！　陰おん陽みよう師じ……カンペキよ!!」

　やっぱりぃぃぃ!!

「お前なぁ!!　なんで選りにも選ってこんな世界でこの格好なんだよ！」

　俺はコスプレに関しては見る専門なんだよ！

「あら？　すんんごく似合ってるからいいじゃない？」

　ああ、そうか。似合ってるのか……。じゃあいい──良くない！

「……色々ツッコミどころ満載で、もう突っ込む気も無くすわ!!」

「あ、突っ込む気が無くなったのなら、これ、お客さまに記念品として配っといてね」

　と、言われて手渡されたよ。

『悪あく霊りよう退たい散さん』とか書かれたお札を。

「──もう、いいわ……」

　付き合えばいいんだろ……付き合えば！

　どーまんせーまん、どーまんせーまん、せーめーせーめー……

　俺は陰おん陽みよう師じスタイルで祓はらえ串ぐしをバッサバッサと振るった。

　あ、そういえば、鳴海なるみさんの方は────




　ちょうど貴族の人の何人かが執務室にやってきた時だった。

「さて、ここを開拓しようかしら。農地を増やして自給率を上げなければ」

　机の上で地図を広げながら鳴海なるみさんが呟つぶやいたそうだ。




「買いだ！　買い!!　この地図の場所の土地を売ってくれ!!」

　貴族のお使いらしき人が、Ｎ＆Ｋ地所に土地を買いに来た。

「はいはーい。あ、この土地ですね。多数、取りそろえてますよー」

　巫み女こ姿の珠たまが愛あい想そ良く応対する。

　その土地は誰にも知られていない国有地だった。

「この国の土木技術じゃ、手間ばっかりかかる上に土壌改良もできない所ばかりよー」

　珠たまがこれまた嬉うれしそうに説明してくれた。

　土壌塩分が高い上に湿地な土地や、水無し池で定期的に水害発生場所とか。

　水源は無いわ、栄養が少ないわ、岩が多いわ、都会から離れて不便だわ、とか。

　そういうどうしようもない土地が、飛ぶように売れていく。

「うはｗ　救いようがない荒野がこんな値段で売れるとかｗｗｗ」

　どんどん捌はけていくどうしようもない土地と、入ってくるお金に、珠たまが悦に入ってる。

　嬉うれしそうだな。すごく嬉うれしそうだな……珠たま。

　もう完全に、汚いお金の奴隷になっている幼おさななじみの姿が、そこにはあった。

「あーあ、使いようがないから国有地で放置プレイの土地だったのにねー。国の開発だから、どうにかできると思ったのかしら～」

　ハハン！　と、珠たまが、そりゃあもう嫌らしい～笑みを浮かべた。




「汚職でやりかえされて人生がめちゃくちゃになった人の顔が……見たいわね……」

　執務室に特別あつらえしたお座ざ敷しきの上で、キセル片手に鳴海なるみさんが呟つぶやいた。

　畳……畳が用意してある！

　そして、鳴海なるみさんの今日の格好は……花おい魁らんだった。

　珠たまも好き勝手な格好をしているが、鳴海なるみさんも大概だった。

　すげー派手派手な着物で、ケバケバのかんざしをザクザク髪に挿して。もぉ花おい魁らん。

　二人とも、この西洋みたいな世界で、仕立屋にどんな無茶な注文をして作ったんだよ!?

　胸なんかはだけて……ああ、いかんいかん。でも、凄すごく似合うかも……いやいや。

　どうやら、大量に入ってくるお金をぱぁぁぁっと派手に使ってみたかったのと、自分が一度はやってみたかった格好を好き勝手にしているようだ。

　溜たまった鬱憤が相当だったんだな……はっちゃけ方がパねぇ！

　鳴海なるみさんが手に持っていたキセルを、カーン！　と火鉢の上に叩たたきつけ、灰を落とした。

「さ・て・と。次はどうしようかしらね[image: ～][image: ～]」

　楽しそうですね。輝いてるよ、鳴海なるみさん。

　俺、ちょっとだけ、けしかけたことを後悔した。

　いや、いいや。止めないです。

　もう、好きなようにしてください……。




　──以降、小麦材木相場、重要作物先物取引から、金取引、国家主導の事業計画などなど。

　鳴海なるみさんは、ありとあらゆるマネーゲームを、手を変え品を変えやり尽くし。

　相手が慎重になって引っかからなくなるまで延々と繰り返したのだった……。
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「ひゃっほーい！」

　ご機嫌な水着姿の珠たまが力いっぱいそのプールに飛び込むと。

　じゃらん！

　と音がする。

「そおーれ！」

[image: ]

　プールサイドの鳴海なるみさんが、ものすごく際きわどいカットの水着姿でくつろいでいるのに笑顔を向けて。煌きらめく水面？　を珠がその手ですくい上げると……。

　じゃらり、じゃらり、と音がした。




　──今、俺の目の前には、プールになみなみと湛たたえられた金貨、金貨、金貨……

「何やってんだ、俺たちは……おい、おい珠たま。しっかりしろ」

「はっ！　しまった……あまりに面白いように入ってくるお金に、思わず我を忘れてしまったわ……」

　金貨の黄金色がまばゆく照り返されるプールサイドで、金貨のプールをもてあそびながら、オレンジジュースを飲んでいた珠たまが呟つぶやいた。

　今日の珠たまは、ふわふわひらひらの上下分かれた、腰巻き付きの水着姿だった。

「腰巻きちゃうわ、パレオよ！　巻きスカート!!」

「……それ、同じじゃね？」

　あ、でも、こいつ、結構凹凸あるな……というか、ものすごい、可か愛わいいんですが……。

　まあ、さっきまで金の亡もう者じやだったけど。

「でも、智とも識のりってば……なんか冴さえないわね？　もっとこう、いい水着とかなかったの？」

「海パン以外の選択肢って俺にあるか？」

「あ、ごめん。男のカッコイイ水着姿って、そもそも鍛えた身体からだとかでないと無理だわ」

「インドア派で悪かったな！」

　筋トレか？　自宅で筋トレすればいいのか!?

　つーか、水着が似合う体格って、あれ、相当なトレーニングがいるんだぞ!?

　腹筋を割れ、とか言われたら……マジ無理。

　平凡平均で当あたり障さわりなく生活する俺には、三日も持たんわ。ネトゲしてた方がマシ。

「──ていうか、もうそろそろよくないですか？」

　俺は鳴海なるみさんに提案してみた。

　こんな，プール一杯の金貨とか。しかもこれで、儲もうけた分の一部だぞ？

　それで、利息とかも付いてくるから何もしなくとも金が入る。遊んで暮らせるな！

「ああ、本当。すっかり忘れてたわ──」

　ふふっ、と蠱こ惑わく的に笑う鳴海なるみさんが、こちらも水着姿でリクライニングチェアに座りながらカクテルを片手に呟つぶやいた。

　ああ……あのカクテルグラスになりたい。何考えてんだ俺は。

　あ、なんか珠たまに睨にらまれた。いやいや、お前もお前で可か愛わいいから！

　……とは口に出せるわけないが。

「でも、あと十年は戦えるんだけどなぁ～」

　なにか、鳴海なるみさんがとてつもないこと、言ってる……

「いやいや。あんまりやったら俺らがクーデターの標的にされちゃいますよ！」

　暗殺とか！　断頭台の露と消えたとか！　イヤだ！

　俺はラムネをジュルジュル啜すすりながらも、我が身の危険を案じた。

　というか、このラムネ、この世界の技術力でどうやって作ったんだ？

「仕方ないわねぇ……そろそろこの辺りで損切りしましょうか……」

　損切り？　あれ、授業中の先生の脇道外れた話で聞いたことがある。

『損失が出ている株とかの投資商品を見切って売って、損失額を確定することよー。それ以上の損をしないためにね。まぁつまり、儲もうかんないから損する前に諦める、ってやつ？』

　だったかな？　……って、おい！

　目の前になみなみと湛たたえられた金貨のプールはなんなんだよ!?

　めっちゃ儲もうかりまくってるじゃねぇか！

「冗談よ、冗談。楽しかったけど、智とも識のり君の言う通り、そろそろ潮時ね。さて、智とも識のり君」

「はい？」

「独裁者の最後って、どうなるか知ってる？」




「諸君、ついに立ち上がる刻が来た！　いまここに、決起集会を開催する！」

　貴族や王族などの特権階級がお金のことで頭がいっぱいで、すっかり廃れて使われなくなった競技場に多数の人々が集まっていた。

　多くはマネーゲームとは程遠い資本階級以外の一般庶民や、知識層だ。

　その中に、良識ある役人や、真っ当で健全な商売を求める資本階級も何割か含まれていた。

　みんな、王族と貴族の腐敗っぷりに、すっかり愛あい想そを尽かした人々だった。

　そう、ここは反体制勢力、レジスタンスの皆さんの決起集会だ。

「紹介しよう、女神ペディアの使者にして我々の救いの英雄、オーシャンサウンド同志！」

　特別設置された壇上に、軍服のようなカチコチの格好をして、おまけにどこぞで見覚えのある仮面まで着けた鳴海なるみさんが、颯さつ爽そうと現れた。

　身に着けたマントがバサッとひるがえる。

　なんか、どっかで見たことある制服だ……あ、あれだ、赤くて三倍速い奴やつだ。

　鳴海なるみさんも──わりと、オタク？

　とにかく、堂々たる鳴海なるみさんの姿に、集まった人たちの中から大歓声が起こった。

「親愛なる庶民の皆様。今やグントラム王国の王族貴族の大半が、私の金融攻撃によって、懐ふところにはびた一文もない貧乏のどん底へと落ちました。何より、民衆の味方であったはずのナルミ宰相までが、金の力に目がくらみ、最悪の魔王と化してしまった！　それを打ち倒すのこそ、我らの使命！　そしてここにあるこの資金、この輝きこそ、庶民の正義の力となります」

　鳴海なるみさん──もとい、オーシャンサウンド同志は積み上がったお金の山に手を広げた。

　腐ったエライ人たちから、搾って搾って搾り上げるだけ搾り上げたお金の数々だ。

　人の背の高さより高い。というか、二階建ての建物くらい積み上がってる。

「致命的痛手を受けた王族貴族にどれほどの権力が残っていようと、それはすでに形だけのものです。そう、彼らは国を動かす資金がない、貧乏のどん底なのですから！」

　王族貴族が超貧乏、というのをこれでもかと強調する。

　口調といい、ノリといい、まさに、某公国総帥だな！

「敢あえて言いましょう、搾りカスであると!!」

　握りこぶしを作って、鳴海なるみさんはこれでもかと強調した。

　鳴海なるみさん、完全に『総帥閣下』の役にハマッてるし。




　珠たまと俺の二人は壇上の傍かたわらで、拳を振り上げ、ノリノリで演説する鳴海なるみさんを見ていた。

「演説が堂に入ってるわぁ。鳴海なるみさんも好きねぇ」

　今日の珠たまは、ゴスロリパンクっぽい軍服だった。

「……お前はもう好きな格好してろよ」

　そして今日、俺に用意されていた服は、白い詰め襟だった。

　今度は提督か……別に良いいけど。
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「で、結局、ほぼ無血革命成功か……」

　王宮……今後、議会政治の中心として使われる場所だが。

　そこで俺らはその後の成り行きを見ていた。

　そう、反体制勢力の皆さんは鳴海なるみさんから提供された資金と、人脈をもって、王族貴族から権力を剝ぎ取ることに成功した。

　王族の皆さんが反体制派に付いた衛兵らに取り囲まれながら、連れ出されていく。

　このあと、この人たちは単なる一般庶民として、暮らしていくわけだ。

　議会政治となったこの国は、今の今まで、お金に絡からむ散々な腐敗と不正を、厳重に監視、取り締まる法律と機構を作っている最中だ。

　法律の立案には、鳴海なるみさんがアドバイスを行っていた。

　日本や世界の経済活動に関する法律や規制のベタで基本的なことを教えてあげただけだが。

「じゃあ、そろそろ仕上げね」

　そう呟つぶやく鳴海なるみさんは、少しさびしげな笑みを浮かべて──。




　その後、色々と混乱があったが、どうにか終息し、一区切りがついた。

　そして……。

　俺たちの目の前で、かつて鳴海なるみさんだったものが、焼けていく。

　王宮前広場で俺たちはボケーと突っ立っていた。

　今日は「悪の宰相・ナルミ」その公開処刑の日である。

　あれだけの混乱があって、誰も責任を取らないというわけにはいかない。

　なので──国王をはじめとした王侯貴族たちが命だけは助けられた中、唯一、異世界からやってきてこの世界の混乱を生み出した悪の女宰相・鳴海なるみだけが、処刑の対象となったのだ。

　不正の代償はこれほどまでになるのだという、証明として。

「やれやれ、やっと終わった……」

　広場の中央で燃え盛る鳴海なるみさんだったものを見ながら、俺はため息を吐いた。

「あーあ、終わっちゃったかぁ……』

　珠たまがすごく残念そうに呟つぶやく。

　好きな格好を好きなだけして、散々贅ぜい沢たくをしたのが惜しいらしい。

　いやいや。あんなのずっと続けていたら、俺らが粛清対象だからな？

「そろそろ潮時だったってことだよ」

「まあね。あー、でももったいない。あんなに燃やしちゃって……ねえ、鳴海なるみさん？」

　言われて、最初に会った時と同じ、真面目そうな眼鏡、それからこちらは見たことのない小ざっぱりした私服姿の鳴海なるみさんが感慨深く微ほほ笑えむ。

「これで私もお役御免ね……」

　もう贅ぜい沢たく三昧な格好でなく、俺らの世界の服装そのものだ。

　当然といえば当然だけど、広場の中央で燃えているのは本物の鳴海なるみさんではなく。

　王太子が自分用に作っていた、例の１／１鳴海なるみさんドールだった。

「改めて見ても、めちゃめちゃ精巧ね……夢に出てきそう」

「成じよう仏ぶつしろよ……」

　なむなむ。

「それにしても、本当にお疲れさまでした。鳴海なるみさん」

「ぜんぜん。ありがとうね。二人とも。……無事に帰れて良かった。今回のことで、自分が少なくとも政治家に向いていないことがよくわかった」

　いやいや、最後の方は結構、堂に入ってましたよ？

　でも、そうだな。

「まぁ……真面目でしたものね」

　珠たまが肩をすくめて言った。

　救いようがない腐敗で荒療治が必要だったのに、フツーに真面目に正攻法だったからな。

　この結末も、やっぱり真面目だよ、鳴海なるみさん。

「さーて、何になろうかな？　ビジネスはもうこりごりって感じだし……」

「ああ、それなら」

　珠たまが言って、俺がその後を継いだ。

「鳴海なるみさんって、真面目だから、先生とか、向いてるんじゃないですか？」

「ふふ……そう？　考えておこうかな？」

　鳴海なるみさんはちょっとだけ自嘲気味に笑った。




「はいはーい。知識の女神ペディア、いまここに参上ですよー」

　と、突然声が聞こえ、すごい勢いで天からペディアが垂直降下してくる。

　着地する際、勢いでスカートがめくれて完全にパンツ丸見えだった。

　なんだ、そんなにパンツ見せたいのか？

「なんだ。終わったから元の世界に帰してくれるのか？」

「はい？　何言ってるんですか、違いますよ。苦情です」

　キリっ!!　としてペディアが言う。

「この世界っていうか、国ですねぇ。もっとこう、王国がよい感じに経済が循環する状態にしてもらいたかったんですけどねぇ。なんで腐敗するんですかねぇ？　困りますねぇ」

「ちょっとまってよ！　すでに中の人たちが救いようもないほど腐ってたわよ!?」

　珠たまが反論するが、ペディアがやれやれと肩をすくめた。

「だからって、市民革命起こすことないじゃないですかぁー？　困りますよぅ。これ、三、四百年くらい早く時代が進んじゃってますよぅ。もっと、常識的な時代の進み方してほしいんですよねぇ。ほんとう、もっと頑張れなかったんですかね？」

　ペディアは図ずう々ずうしくタラタラと文句を垂れ流す。

　あ？　なんだ、この駄女神は？

「ろくな説明なしにここに飛ばしといて、何ぬかしやがってんだ!!　大体、そーゆーことさせたいんなら、政治家とか、そーゆー人を飛ばせばよかったじゃねーか!!」

「ふえ？　ううう……そこは、そう。ググって調べて対処してください」

　バカっぽい顔をして、ペディアがすさまじくアバウトな回答をしてくれた。

「携帯の電波、繫つながんねぇよ、クソ女神！」

「あ、大丈夫ですよ？　私に言えばちゃんとググれますから」

「「は？」」

　俺と珠たまの二人の声がハモった。

「……あのね？　ペディアの『ググる』って、ペディアの中の知識を調べることよ。ペディアは自分で自分の中の知識を活用できないから」

　呆あきれた様子で黙って見ていた鳴海なるみさんが説明してくれた。

「はい、ペディア。私たちの世界の１８１２年のヨーロッパで何が起こった？」

「フランス皇帝に即位していたナポレオン・ボナパルトがロシアに遠征しましたねぇ。ま、兵ひよう糧ろう不足で大失敗してますけどー。冬将軍、怖いですねー。それと、同じ頃に英米では……」

　ペディアはツラツラと得意げに説明する。

　なんじゃそりゃあ!?

　他にも、難しい計算の答えを即答したり、色々な歴史書、経典を丸暗記していたり。

　鳴海なるみさんが「ね？」と肩をすくめた。

「こちらから尋ねないと、ペディアからは何も教えてくれないからね。しかも、調べ物したい時に限っていないのよね……」

　もう何度も経験済みなのか、鳴海なるみさんがため息交じりに教えてくれた。

「鳴海なるみさぁん。私だって忙しいんですよぉぉ。そう何度も『ググれ』と言われてホイホイ来られないに決まってるじゃないですかぁぁ」

　泣き言混じりに言う。いや、泣きたいの、こっちだから。

「困ったことがあるならググれと、言ってたわよね……」

　珠たまが地を這はうような低い声で呟つぶやいたが……多分、こいつにそれを言っても無駄だ。

　てか、やっぱりペディアは知識はあるが知恵がないのか。

　おまけに肝心な時にいないっと。

　うん。紛まごうことなき駄女神だな！

「まぁ……これ以上は手の施しようがないですし、送り込んだ人材がお亡なくなりになると、神会議で私、始末書を書かなきゃいけなくなるんで、戻ってもらって結構ですよ～」

「ってぇぇぇぇ!?　なにそれぇぇ!?　ちゃんと仕事したじゃ──ん!!」

　珠たまが信じられない様子でわめく。ああ、そりゃそうだ。

　もう、この駄女神、図ずう々ずうしい。凄すさまじく図ずう々ずうしい。

　人に土下座でものを頼んだと思えないほど、図ずう々ずうしくて厚かましい言い草だ。

　鳴海なるみさんの方は慣れているのか、呆あきれた様子でペディアを見ていた。

　ここに居る間、ペディアと色々とあったんだろうな……

　つーか、俺らもいきなり飛ばされて良い迷惑だったのに、苦情とか言われるし。

　なのに、ペディア自身は説明不足だし、人選ミスだし、丸投げだし……

　あああもう！

「おい、ペディア……お前……」

　文句を言いかけた所で、俺たちの周りが光り輝いた。

　え？　なんだこれ──。
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　────気が付くと、俺と珠たまの二人はいつもの通学路に居た。

　東からの光……朝だな。うん。朝。朝日だ。

　すげーいきなり帰されたな。元の世界に。

　しかも、溜たまった鬱憤と文句言う暇もなく。

「……ねぇ？　わたしたちって、異世界に行ったの……か、な？」

　珠たまが俺の隣でほうけながら尋ねる。

　そりゃそうだ。いきなり俺たちの世界に帰されたんだから。

　もしかしたら寝ぼけているのかと思ってしまうわ。

「ああ、多分行った。ペディアとかいう駄女神にすっ飛ばされて。もし、行ってなかったら、俺とお前は同じ夢を見たってことだ」

　と言ってはみたものの、ちょっと自信がなくなってきた。

「かなぁ？　日直で、あんたと登校時間が被かぶって、そこであの女神が降り立って、それから──────って、あー!!」

　珠たまがいきなり叫んだ。なんだ、なんだ？

「ちょ、日直……！　てか、学校、ち、ち、遅刻ぅぅぅ!!」

　え？　遅刻？　俺は自分のスマホの時間を見た──

「八時……二十分!?」

　始業時間は八時半だ。学校はここからおおよそ十五分はかかる。

　やっべぇ!!　日直は間に合わないが、そもそも学校遅刻!!

　もう日直は諦める！　でも、遅刻はヤベーよ!!

　俺たち二人は猛ダッシュを掛けた。




「はーい！　３分タイムオーバー！　遅刻よ？　二人とも！」

　校門の前に立っていた女教師が、ザマス眼鏡をクイっと上げて、俺たちを睨にらんだ。

「はぁっ、はぁっ、ご、ご、ごめんなさい。せんせぇ[image: ～][image: ～]」

「は、は、す、すいません……」

　息も絶え絶えに，珠たまと俺は先生に謝る。

　このザマス眼鏡、社会科の先生だけど、クソ真面目で規則を破る生徒に厳しい。

　もちろん、法律を破って不正をするヤツも嫌いだ。

　授業でインサイダー取引とかネズミ講とか、違法なことを語る時は、恨み節で──

「……なんてね。いいわ。二人とも。先生の仕事を手伝ってもらったから。今日の日直は免除にしたし、もう登校したことにしてるから、問題なし──今日だけよ？」

「な……なに？」

「えっ？　……あっ！」

　俺と珠たまは肩で息をしながら首を傾かしげて──気付いた。

「異世界の後始末、おつかれさま。二人とも」

　軽く眼鏡を外しながら。そう言って、鳴海なるみ先生はくすりと笑った。







[image: 第二章]







　俺たちの目の前に、西洋の古都を思わせる街並みが広がる。

　ちょっと前に訪れたのより、もう少しだけ古めかしい街。

　そこに、激しく場違いで勘違いなものが見えた。

　街の中の看板には、こうあった。

『にっくころガし　あいマス』

『てんブら、やりアス』

『ウどん、そハ、ソーメん』

　大衆食堂らしき入り口の立て看板に、不慣れなひらがなとカタカナでそう書かれていた。

　ここでは日本食が流は行やっているようだ──が、いくらなんでも怪し過ぎる。

　隣で立っている珠たまも、その怪しい看板に啞あ然ぜんとしているようだ。

　かく言う俺も──

「なんじゃ、ありゃああああ!?」
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　ちょうどその日は土曜で、授業は午前で終了。

　帰り道に小腹が空いた俺は、昼食まで我慢できず、途中にあるコンビニに立ち寄った。

　そして、おでんを買った。

　本当は肉まんが食いたかった。

　が、そういう時に限って、なぜか品切れ。祟たたられてるな。

　しかし！　すごく良いいタイミングにおでんの値引きキャンペーン。

　三本買ったら一本付く！

　当然、バッチリ買った。すじ肉など買い占めた！　二本しか残ってなかったけどな。

「涼しくなってきたなあ……あ」

　駐車場の隅で旬にはまだ早いおでんをつついていると、同じく下校していた珠たまが現れた。

　俺には気付かなかったようで、珠たまは真まっ直すぐコンビニに入っていく。

　しばらく経たつと、珠たまは紙袋に入った焼き鳥と思おぼしき物を片手に、渋い顔をして出てきた。

　俺と同じように珠たまは駐車場の片隅で食べるつもりだったのか、こちらを向いて──

「……ちっ」

「ちょっと珠たまさん!?」

「珠たまって言うな、加か賀が美みよ」

「はいはい……って、なんだよ、そっちも買い食いか？」

　言ってみるも、珠たまは俺の気遣いなど意に介さぬ様子で、おでんの器を凝視している。

　しかも、牛すじをピンポイントで見つめている。

　……ああ。

　そういえばこいつ、昔から牛すじが好きだったんだ。

　つまりその焼き鳥は牛すじの代用品か？

　それなら珠たまが渋い顔をして店から出てきたのも頷うなずける。

「親おや父じくっさ……」

　俺に向かって悪態を漏らしながら、珠たまが焼き鳥を袋から出してひと口。

　でも、視線は牛すじから離れない。

『買い占めたのはあんたかぁ!?』そう責めているようだ。

　俺は知っている。食べ物の恨みは海よりも深いと……。

　珠たまさん、食い意地はってるからなあ。

「ああ、親おや父じ臭くとも、美う味まいは正義だ」

　口ではそう返しつつ、俺は牛すじを一本、黙って珠たまに差し出した。

　すると、トレードってことなのか、珠たまは黙って食い止さしの焼き鳥を俺に押し付けてきた。

　こういう所、かわいい……のかな？

「あーあ、コンビニおでんを買い食いとか。わたしなら家に帰ってポトフでも作るかな？　いや、ポトフでなくて洋風出汁ブイヨン作って、それで本格コンソメ……魚介出汁フオン・ド・ポワソンも良いいかなー」

　ついでにあげた大根をしっかり食った後で、珠たまは食へのこだわりを語り出す。

　アマゾンとかクリムゾンとか知らんけどさ。

　今、すんごく旨うまそうに大根食ってなかった？

「ああ、異世界遠い世界で、わたしが長年溜ため込んだ調理技法知識フォルダをぶっ放したいわー」

　珠たまがうっとりとして呟つぶやく。

　つまり、自分の知識をひけらかしたくて仕方ないんだな。

「まぁ、やめとけ。前までのアレを考えたら、どうせろくなことないから」

「まあそうなんだけど。暇になるとまた欲しくなるのよねえ」

　危ないクスリみたいなことを言い出しているが、この幼おさななじみは大丈夫なんだろうか。

　楽しいことも、なかったとは言わないが。

　荒すさんだ異世界で、この世界の知識を以もつて世直し。

　そんな感じで以前、邪神が俺たちを異世界に飛ばした。

　おかげさまで散々な目に遭った。そう、あれは女神じゃない。邪神だ。

　でなければ、駄女神だ。駄目神でもいい。

　とにかく、アレとは二度と会わない方が絶対幸せになれる。

　なのに──まったくもう。

《あなたのその願い、叶かなえてあげますー！》

　聞き覚えがあるっていうか、聞き覚えしかないあのイヤな声が俺の頭に直接響いた。

　周りが静かになり、雲間から光が射さす。

　無駄に後光を輝かせ、やたら際きわどい露出の服を着た邪神がゆるゆると降りてきた。

「はーい。知識の女神ペディア、呼ばれて飛び出て参上ですよー」

「呼んでねぇよ！」

　すかさず俺は叫んだ。自称知識の女神、邪神ペディア。関わり合いたくねぇ!!

「早くもチャンス到来!?」

　俺の思いとは裏腹に、隣の珠たまは目を輝かせている。

　お前、よっぽど暇だったんだな。

「おいやめろ!!」

「大丈夫だって──『死なない。痛くない。苦しくない。お腹なか空かない。寒くも暑くもない。学校を無断欠席しない。授業遅れない。親に怪しまれない』この条件なら行くわ！」

「なに都合良すぎる条件出してんだよ、珠たま！」

「安全保障は基本でしょ？　それに、珠たまっていうな。加か賀が美み」

「それらの条件、バッチリ整ってます！　では、ご要望にお応えして、えーい！」

　ペディアはノリノリで手を振り上げた。

　おい。俺の意見、一切聞く気なしか？

　ペディアは完全に俺の意志をガン無視し、次の瞬間、俺たちを異世界へと飛ばした。




　──で、俺と珠たまはここに来たわけだ。

　西洋の街並みに掲げられた、場違いで勘違いで間違いだらけの日本語看板。

『にっくころガし』……肉？　肉を転がすのか？

　もしかして、煮っころがし、か？

『ソーメん』の看板の所に、ワンタンか何かの絵が描かれている。

　それ、そうめん違うし。

　駄目だ。どう見ても、駄女神がなんかしでかした後だ、コレ。

「わたしの思ってたのと違う……」

　珠たまがボソっと呟つぶやく。こいつの望む知識ひけらかしの知識無双──できる状況に見えない。

　まぁ、俺にとっても予想外だが、嫌な予感通りではあった。しかし、だ。

「あの女神、全然、事情説明してくれなかったよな……」

　俺はついさっきの、女神ペディアとのやり取りを思い出す──。




『……というわけなんですっ！　お願いしますっ！』

　問答無用に俺たちをここに飛ばした直後、ペディアはいつもの土下座スタイルでお願いしてきた。ほんとプライドとかカケラもない。

　一度目は衝撃を受けたが、流石さすがに今はそこまで驚かない。

　が、やっぱ見ていてキツい。

　相変わらずペディアのスカートが短すぎて土下座でお尻が丸見えだ。みっともねぇ。

　こういう頼み方、マジで勘弁してほしい。エロい格好だが、萎え萎えだ。

　隣で珠たまが白けている。俺も白ける。

　その後、女神は『この国が大混乱なんです』とか『人々が困っているんです』とか。

　内容に具体性の欠片かけらもない説明をしてくれた。

　だから、俺たちに何をさせたいの？

『じゃ、後はお願いしまーす』

　結局、ほぼ説明皆無に等しい状態で女神は煙のように消えた。




「いつも通りといえばいつも通りだけど。すげえ朗らかに去っていったよな……あいつ」

　土下座スタイルの後に明るく去っていった女神を思い出し、俺はため息を吐いた。

「……にしても、これはいったい……」

　食事を提供するような店には至る所で怪しい日本語看板が並ぶ。

　いや、日本にだって、英国人が見たら意味不明の英文がプリントしてあるＴシャツとかあるから人様の国のことなんかこれっぽっちも言えないんだけど。

　といってもなぁ……

「知識フォルダの弾薬……まだイケるかな？」

　珠たまが遠い目をして呟つぶやいた。

　途方に暮れた顔をしているくせに、まだやる気あるのかよ……

　でも、ここってもう日本食はすでに蔓まん延えんした後っぽいから、お前の知識フォルダも火力不足だと思うぞ？




　　　２




「いやあ、やっぱあの頃に戻りたかねーなー」

　立ち尽くす俺たち二人の後ろから、野太いおっさんの声が響いてきた。

「水で煮ただけ。焼いただけ。芸はねぇ、味はねぇ、救いようがねぇなぁ、うちの国はよぅ」

　違う声が響く。なんだ？　なんだ？

「今考えると、三十分も一時間もただひたすら水で茹ゆでるだけって、おかしいよなー」

「黒焦げになるまで焼くとか。こう、火加減とか、食感とかをだなぁー」

　食う専門の俺でも雑だと思える調理法だ。

　でもあれ、そんな感じの料理、無かったっけ？

「英国人自身が不ま味ずいと認める英国料理っぽい会話ね……」

　珠たまが嫌そうに呟つぶやいた。そうそう、英国料理。水で煮るだけ、火で焼くだけ。

　しかも、煮過ぎ、焼き過ぎ、味も栄養も抜けて黒焦げで、生で食うより不ま味ずくなる。

　味付けは、テーブルの塩と胡こ椒しようと酢を自分で好きなように掛けてどうぞ、らしい。

　てか、それって料理って言っていいのか？

「スターゲイジー・パイとかあったらどうしよう……」

「なんだ、そのＳＦチックな名前のパイはよ？」

　わざわざ飯マズの話題に出すくらいだから、よっぽどな感じなのか？

　すると、珠たまは自分のスマホを取り出し、ネタ画像保存フォルダから画像を一つ、取り出した。

　そこには魚が頭部を突き出しているパイの画像があった。

　あ、これ、知ってるわ……。

　魚が星空を見上げているっていう、アレだ。

「死んだ魚と──目が合うのがイヤだな」

「まぁ、ね……。もしかしたら、食べたら美お味いしいのかもしれない……んだけど、写真見た途端にレシピを調べる気さえ失うせたわ……」

「見み栄ばえがおっそろしく悪くて、食欲なくすからだろ……」

　わりと大きめの魚が入っているが──これ、鱗うろことか内臓とか、取ってるのかな？

　それ以前に、魚の頭を突き出させているこの見せ方が、絶妙に食欲を失うせさせる。

　でも、まだ調理しているうちか。

　パイの中に魚を入れる、という手間をかけているから。

　あ、やっぱり美お味いしそうに見えないから、その時点でアウトだ。

「いやー本当、昔に比べたら………………」

　さっきから大声で話をしていたおっさんたちの声が、俺たちの隣まで来た所で止まった。

　俺たちの姿をマジマジと見て──そのまま、そそくさと去っていった。

「な……なに？」

　珠たまが通りすがりのおっさんたちの変わり様に、不安そうな声をあげた。

「あーあれだ。この格好じゃね？」

　珠たまの制服の袖をつまんで引っ張ってみせた。

　ここの世界の人たちと、布も縫い方もデザインも全然違う。

　特に女の人のスカートの丈は長くて、珠たまの短い制服のスカートが奇異な感じに見える。

　布や縫い方からして、粗や歪ゆがみのある、いかにも手織りで手縫い、という感じだ。

　俺も珠たまも、機械織りで『お家うちでも洗濯できます』が売りの化繊混紡。見た目が全然違う。

　しかし、なんか、俺たち周りからチラチラ見られている。

　よく見たら、この国の人たちは西洋人っぽい彫りの深い顔の人ばかりだ。

　俺たち、めっちゃ東洋人。

　いわゆる〝顔の平たい民族〟で、顔でも悪目立ちだ。

「おんやぁ？　もしかして、ニホン国からの来訪者じゃないんですかぁ？」

　いきなり俺たちは後ろから声を掛けられた。

　振り向くと、大きなずだ袋っぽい物に野菜を沢山詰め込んだ男の人が立っていた。

「ええ、まぁ、そうですけど？」

　珠があっさり返事をする。そんなに簡単に反応して大丈夫かな？

　駄女神が安全保障をしてくれるとか言っていたが……いや、信頼が全然ねぇ。

　しかし、胡う散さん臭くさげにしている俺を気にしていないのか、男はパッと明るくなった。

「ああ、変わった見た目の方々だと思ったら、やっぱり!!　ということは、英知の女神、光と闇のペディアが遣わした使者さまたちですね!!」

「「英知の女神？」」

　見事に俺と珠たまでハモった。

　それに〝光と闇のペディア〟ってなんだ？

　言ったら申し訳ないが、中ちゆう途と半はん端ぱに爆死しそうな深夜アニメのタイトルみたいな……。

　ラノベかゲーム辺りでよく見るキャラの二つ名かサブタイトルっぽい響きでもあるけど──。

「いや、以前ですね、あなたがたと似たような感じでこの国にいらっしゃった方がいましてね。いやいや、あの時も、あんまりにも変わった格好してましてねぇ……。いやあ、ニホン国の服は凄すごいですねぇ。どうしてそんなツルツルでキチキチに作れるのか不思議ですよぅ」

　男はヘラヘラと笑いながらそう語る。

「紡績能力の違いからくる原糸の品質の違いと、織しよつ機きの性能の違いかしらね……」

「紡績とか原糸とか……お前、細かいな」

　さすがに俺も、自分が着ている服をそんなレベルまで考えたことはなかった。

「え？　普通、そのくらいは気にするでしょ？」

「いや、気にしないし」

　俺が即答したら、珠たまがピアノの『ガーン!!』という効果音が聞こえてきそうな顔をした。

　え？　そこでショック受ける!?　言い方まずった!?

　それとも俺も、衣服に使われる生地の素材をもの凄すごく気に掛けてなきゃ駄目だった!?

「まぁ、とにかく。女神の使者と来ちゃあ居ても立ってもいられねぇ。おもてなししなくちゃ。師匠のところの屋や敷しきに案内しますわ」

　空気を読めないのか、読まないのか、男は手招きした。

　これって……付いていって大丈夫なのか？　いや……

「あ、じゃあお願いしますー」

　俺が逡しゆん巡じゆんしている間に、さっさとショックから立ち直った珠たまが気軽に返事をする。

「おい。お前……危機感足らなくない？」

「だって、あんた居るし？　安全保障を条件に入れてあるし？　大体、このまま突っ立ってても、事態は動かず膠こう着ちやくしてるだけだしー？」

「俺をあてにしないで!!　何やっても平均しかでないよ!?」

　迫り来る敵を、ちぎっては投げ、ちぎっては投げ、できるような力はもらっていない。

　だが、珠たまは知らん顔で男の後を付いていく。

　いいのか!?　ホイホイ付いていって!?

「おーい、なにやってんのー？」

　珠たまが勝手にずんずん突き進みながら俺を呼ぶ。

　チクショウめー！　付き合えば良いんだろ、付き合えば!!
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　男が案内したその屋や敷しきは、町の中心の王宮らしき城壁に寄りそうように建てられていた。

　大きくもないが小さくもない、屋や敷しきと呼べるギリギリのサイズというか。

　要するに、微妙なサイズの、少し大きな家。いや、屋や敷しきだった。

「お前……またか。ようもまぁ、見つけてくるなぁ」

　屋や敷しきの主人で男の師匠という親おや父じが、俺たちを見た第一声がこれだった。

　子供が勝手に拾ってきた野の良ら犬いぬを見た親みたいな反応だな……。

「あのう……？」

「おおっと、失礼。俺は王宮の厨ちゆう房ぼうを預かる宮廷料理長のポークルア・コキュースだ。あんたら、英知の女神ペディアの使者だろ？」

「英知かどうかは知りませんけど、まぁ、そうですね」

　珠たまがシレっと本音を混ぜ込んで答えた。

　まぁ、確かに、あの女神を英知って言われると、疑問符が沢山付くよな……

「ハハハ……不服そうだなぁ!!　まぁ、ペディアは光の福音と闇の試練を携えた使者を連れて来るからなぁ!!　たまに大当たりすることもあるが、大概外すからなぁ……」

「外すんですか……」

　珠たまがげんなりとした様子で呟つぶやいた。

　ああ、あの女神は外すのか……やっぱり？

　察するに、俺たちの世界から人を攫さらっては、自分の管轄する世界に放り込んでいたようだ。

　で、世界を引っかき回し……いや、良くしようとして、大失敗。

　何もかも裏目に出るのを繰り返しているようだ。まぁ、予想通り？

「ちょっと前に女神ペディアが遣わした使者がなぁ……これまた大ハズレだったんだ」

　そう言ってから、宮廷料理人の親おや父じはため息混じりにぽつぽつと話し出した。

「そいつは向こうの世界のニホンって国から来た、顔の平たい民族でなぁ……」

　ペディアが連れてきた使者は、日本の料理人だったらしい。

　この国がメシマズだからと言って、その人はニホン食、つまり、日本食を広めたそうだ。

　それが大当たり（親おや父じからしたら大ハズレ）で、下の連中の間で日本食が大流行！

　そのうち、上流階級でも日本食が流行し始めた。

　そして噂うわさを聞きつけたこの国の王様まで『ニホン食を食べてみたい』と言い出したらしい。

　今やこの国の伝統的な料理は駆逐され蔑まれる一方。

　まさに、ペディアの使者はこの国の料理人たちに、闇の試練を与えたもうた、だそうだ。

　最後に親おや父じは「あいつのせいで……！」と、恨みがましく呟つぶやいた。

　あいつって、飛ばされてきた人？　それとも女神？

　とりあえず根に持たれているな……。

「だがなぁ、昔から女神の使者を粗野に扱うと、何もかも闇の試練となるらしいからなぁ」

「あ、俺たちもそこまでノリノリじゃないんで、ご迷惑ならとっとと元の世界に帰ります」

「なに言ってるのよ？　わたしら、まだ何もやってないでしょ？」

「あのなぁ……」

　呆あきれる俺をよそに、宮廷料理人の親おや父じは「ガハハハ」と豪快に笑った。

「あんたらが光の福音か、闇の試練かはわからんが、とにかく世話させてもらうよ！」

　寝床とか食事とかも用意してくれるらしい。

　それはそれでありがたいんだけどな。

　しっかし、ペディア……ほんっとうにこの世界の人たちに信頼されていないな！

「ねぇねぇ、智とも識のりぃ……お世話になろうよぅ？」

　珠たまが俺の袖を引っ張りながらやたら甘ったるい声で、上目遣いに尋ねてきた。

　あざとい。さすが珠たまさんあざとい。

　でも、ウラが見え見えなので、今一つ萌もえられない。次元一つ落として出直してこいよ。

「ここまで来て、今更反対しねぇよ……」

　少々げんなりして言うと、珠たまがすんんごく嬉うれしそうな顔になった。現金だなぁ、こいつ。

「とりあえず、昼飯を用意するが……食うか？」

　この屋や敷しきの主人、宮廷料理人の親おや父じが遠慮がちに俺たちへ声をかけてきた。

　そういや、コンビニでおでんを軽く食っただけで、まだちゃんと昼飯を食ってない。

「あ、よろしくお願いします」

　慌てて俺は返事をした。

　が、宮廷料理人の親おや父じは何か言いにくそうにしている。

「えーと、その。やっぱり、ニホン食が良かったり……するか？」

「え？」

　探るようにそう言われ、俺と珠たまは二人して顔を見合わせた。

「あー、いや、普通にこの国の料理を出してもらったほうが、ありがたいです、けど……？」

　一応、俺はそう尋ねた。

　宮廷料理人と言っていたから、てっきりこの国の料理を出してくれるものだと思っていた。

　大体、先ほどから散々怪しい日本語の看板を見ていたから、ここで出されるニホン料理を食う気になれない。あ、でも。どんな魔改造をされているのか、少しだけ気になるが……

「つまり……この国の料理が食いたいのか？」

　改めて宮廷料理人の親おや父じが尋ねてきた。

　なんでそんなに慎重なんだ？

「ええ、ぜひお願いします！」

　珠たまが念を押すようにそう言った。

　すると、宮廷料理人の親おや父じはこれでもかと言うほど嬉うれしそうに目を輝かせた。

「そーかそーか。食いたいか。わかった！　気合い入れて作るから──おい！」

　横で控えていた弟子に、宮廷料理人の親おや父じは声を掛けた。

「作っている間、お客さんを少々待たせるから、茶を淹いれて差し上げろ！」

「アイアイサー!!」

　それってどこの海賊だよ……

　そんな返事をした弟子は、俺たちを居間へと案内した。

　なんなんだ？　いったいぜんたい。




　結論から言うと、出された料理は旨うまかった。

　すごく旨うまかった。

　いや、本当に、めちゃくちゃ美う味まかった！

　語彙力が下がっておいしいしか言えなくなるくらい。おいしいです。

　どのくらい美う味まかったかって言うと、自慢であるはずの長年溜ため込こんだ調理技法知識フォルダを誇る珠たまが、あっさり撃沈されて立ち直れなくなるほどだ。

　で、どんな料理が出てきたかって言うと──




「食前酒──の代わりに松葉サイダー……」

　珠たまがボソっと呟つぶやいた。

　酒は飲まない、と言ったら出てきたサイダーだ。松葉で作ったらしい。

　あ、俺、前に夏休みの自主研究で作ったわ。

　砂糖水の中に洗った松葉を入れて、夏の太陽に当てると、葉に付いた酵母が発酵して炭酸水になるっていう、あれ。発酵の実験だな。

　俺が作ったのは見事に腐造して、悪臭漂うお腐れ水が出来上がった。

　ガキの頃の適当さがヤバかった。俺にとっては黒歴史だ。

　でも、こちらの人は作り慣れているのか、ほんのり炭酸で、結構、美う味まかった。




「前菜その一──クリームソースかけのカナッペ……」

　輪切りのパンに海え老び味のクリームがかかっている。美う味まい。

　宮廷料理人の親おや父じが言うには、王様の夕飯に出す前菜用に作っていたやつらしい。

　俺たちに出していいのかって聞いたら、「陛下は一人で食い切れんから」だそうだ。

「これ、車くるま海え老びとか甘あま海え老びとかじゃない……」

　珠たまがどんな海え老びだと聞いてみたら、親おや父じがハサミのデカい海え老びを持ってきた。

　てか、ザリガニだし。しかも青い。

　近海で捕れたらしい。そうか、海のザリガニか。

「オマール・ブルー……」

　珠たまが呟つぶやく。そうか、青いザリガニはオマール・ブルーというのか。

「……もしかして、あんた、これ、ザリガニとか思ってない？」

　俺の心を読んだかのようにジト目で珠たまが尋ねてきた。

「え？　海のザリガニだろ？」

　小学生とかの夏休みに、近所の用水路とかドブ川で釣るやつの仲間なんじゃないの？

　適当な棒にたこ糸つけて、スルメとか煮干しとか吊つるしたチープな釣つり竿ざお使って。

　で、狙いは赤いアイツ。そう、アメリカザリガニ。釣るだろ？

「あ──もう！　これだから男子はぁ──!!　ロブスターよ、ロブスター!!」

「あ──ロブスターかぁ」それは知ってる。「あの、ザリガニみたいな海え老びな」

「…………もう、いいわ」

　ガックリ肩を落とし、珠たまは黙って海え老びクリームがかかったパンを食べ始めた。

　あ……なんか、俺、まずいこと言ったか？

　しかし美う味まいな、青いザリガニ。ザリガニ、侮あなどれん。




「前菜その二──天火オーブン焼きココット……」

　これ、食感がサザエなんだよなー。

　俺の親おや父じがつぼ焼きで食っていたのをもらったよ。

「あれ？　でもこのサザエ、海の匂いがしないな……」

「サザエ違う。多分、エスカルゴのオーブン焼きよ……」

　珠たまが説明する。あ、サザエでなくて、カタツムリの方だったか……。

　そういや、同じのがファミレスにあったよ。

　イタリアンで味付けがちょっと違うけどな。

　でも、食感だけならサザエそっくりだ。食感だけだけど。

　王様に献上するワイン用のぶどうの葉で育てたカタツムリだそうだ。

　エシャロットとパセリ、にんにくをみじん切りにする。

　それに塩と香辛料を入れて、　オーブンで焼くらしい。

　エシャロットってなんだよ？　と聞いたら、親おや父じがらっきょうみたいなのを持ってきた。

　エシャロット、生のをちょこっと囓かじってみたら……あ、タマネギっぽい。

　で、カタツムリは焼き過ぎて固くないし、生焼けでもない。

　良いい感じの絶妙な焼き加減っぷりだった。

「ぐにぃ──って嚙かみ応えがたまんないな」

「あんた……どんどん親おや父じ臭くなってない？」

　ん？　そうか？　でも、このぐにぃって感じは好きだけどなぁ。




「一皿目──魚卵のパスタ……」

　珠たまが神妙な顔をして呟つぶやいた。なんだ？　様子が変だ。

　皿には、黄色いつぶつぶの魚の卵が振りかけられたスパゲティが盛られていた。

　味は…………あれ？　この魚の卵、食ったことある。

「スパゲティ・アッラ・ボッタルガ……からすみのパスタだわ……」

　珠たまが顔をヒクヒクとさせた。

　そうそう、からすみ！　ボラの卵を干したあれ。

　これまたすんんんごく高くて、固まりで数千円行っちゃうようなヤツな！

　正月の大人たちの酒盛りで、肴さかなに出てたよ。

　端っこをちょこっと囓かじる程度しか食う分がなくって、食った気しなかったなぁー。

　このスパゲティには山ほどかかってるけどさ。

「たらこスパゲティがコッテリしたみたいな感じだなー。俺は好きだ」

「あんたの基準はたらこか……」

　珠たまが呆あきれたように俺を見る。

　たらこ、駄目なのか？　たらこ、美う味まいだろ？




「二皿目──ステーキ……」

　やや楕だ円えん状の、少し小さ目のステーキに赤いソースがかけられて皿に載っていた。

　ソースは赤ワインっぽい。

　いや、多分、赤ワイン。肉を口に入れると柔らかい。

　けど、少し血生臭いというか。いや、血じゃないな、少し鉄っぽい味だ。

　でも鉄風味でも嫌な感じではない。

　モチモチとしてうま味たっぷりだし、これイケる。

「赤ワインのソースヴアン・ルージユか……あれ、これってヒレ肉テンダーロイン……ていうか、鹿肉ベニソンだというの!?」

　珠たまが仏ふつ語ごと英語をごちゃごちゃにして、料理漫画のゲストキャラみたいな反応をした。

　宮廷料理人の親おや父じが言うには「王様が狩りで仕留めた鹿肉のヒレ」らしい。

「やっぱり鹿──!!　てか、ジビエだし────!!」

　珠たまが驚きよう愕がくの顔をする。

　ジビエかぁ、狩猟肉のオサレな言い方だな。

　しかし、そうか。鹿なら、牛と全然違うよな。で、やっぱりヒレ肉か。

　王様も昔はもっぱらヒレ肉を食べていたらしい。

　でも最近はもも肉の煮込みにハマっているらしく、ヒレは料理人に分け与えたらしい。

　っていうか、ヒレ肉を下々の者にあげてしまうとか。

　王様、太っ腹過ぎるだろ。さすが上流階級。

　うちの親なら「ヒレ？　なにそれ美お味いしいの？」で、問答無用にバラの切り落としだわ。

　しっかし、ソースとの相性は良いいし、焼き加減良いいし、モチモチしてるし、ほんと役得。




　最後の〆に木苺ラズベリーのムース（珠たまは『フランボワーズだ』と言ってた）が出されて……。

「おう、客人。どうだった？」

　宮廷料理人の親おや父じが一仕事終えて、俺たちに尋ねてきた。

「すごく……おいしかったです……」

　デザートを前にして、珠たまはそう答えた。

　俺もそれ以外の感想は出ないわ。

　もっとこう、焼いただけとか、煮ただけとか、味付けは塩をかけただけとか。

　異世界の料理って言われたら、そういう雑なのを想像していた。

　まさか、こんな高級料理って感じのが出てくるとは。

　怪しい日本語の看板を見ていたせいで、この国の料理、相当ナメてた。

　てか、宮廷料理人のおっさん、すげぇ。

　下町臭いしゃべり方をしてたから、疑ってたわ。

　珠たまの方は……黙々と木苺ラズベリーのムースを喰くらっている。しかも、目が据わっている。

　おい、珠たま。怖い顔してデザート喰くうなよ……

　そう言いかけたが、声を掛けちゃいけないオーラをまき散らしていたので黙っていた。
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「あー。かなーり美う味まかったなぁ」

　昼飯を食い終わった俺らは居間のソファでくつろぎながら出された茶を飲んでいた。

　なんていうか、あの飯は、フルコースとか、そういう感じだったよなぁ。

　俺ら高校生じゃ、食いに行けないレストランメニューみたいなのばっかりだ。

　女神被害に遭った俺だが、まぁ飯が美う味まかったから、もういいや。

　俺はそんな気分になっていた。まぁ、飯食っただけで何にもしてないけどな！

　てか、この世界に俺ら、要らなくない？

　別にこれだけ料理が発達してれば、俺たちの出る幕ないでしょ。

　ふと、俺は隣で座っている珠たまを見た。

「……なんでそこでダルい顔してんだよ？」

　隣で座っている珠たまがソファに手をついて凹へこんでいる。

　なんか、ポーズが[image: ]してるし。

「わたしの……長年溜ため込んだ調理技法知識フォルダ……」

　珠たまはげっそりとしながらブツブツ呟つぶやいている。

「……なんか知らんが、察する所、ここの調理技法が、お前の持ってる調理技法知識フォルダなんか必要ないくらい、よくできてたとか、そんな感──」

　言いかけた俺に、[image: ]の字口の珠たまが睨にらんできた。

「明日に使えない無駄知識を知らない人に伝承して無双!!　それでみんなハッピーでチヤホヤされて良い気分!!　それが悪い？　悪いの!?」

「お前本当に正直だな！　いや、まあみんなが喜んでたら、それでいいっちゃいいけどさあ」

　俺もオタだから多少その気持ちはわかるが……

　でもなんだろう、何か引っかかるんだよな。あの親おや父じの顔。

　なんなんだろう？

「いい？　智とも識のり。わたしたちの戦いは、これからよ！」

「なんだよ、その連載漫画の打ち切り最終回みたいなのは？」

「縁起でもないフラグを口にしないでよっ！　本当になったらどーすんのよっ!?」

「お前が建てたフラグだよ！」

　状況的に本当になりかけているところが、困ったところだよなあ。

　まぁ大体、駄女神が悪い。

「──いい？　とにかく、まだまだ序章……これからよ!!」

「お前のその、挫くじけない不屈の精神だけは評価するわ……」

　嫌な予感しかしないけどな……。
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　で、結局、俺らは宮廷料理人のポークルア・コキュース氏の家で世話になることになった。

　俺らの食べっぷりがよっぽど嬉うれしかったのか、食事は出してくれるらしい。寝室も用意してくれるとのこと。至れり尽くせりで、なんか申し訳ない。

　最初は一部屋を二人で使うという話だったが、親おや父じが俺たち二人の様子を見て、

「……二部屋が良さそうだな」と言って、二部屋になった。

「〝男女七歳にして同どう衾きんせず〟当然よね！」と珠たまが鼻息を荒くして力説した。

　自意識過剰……とか言ったら、絶対キレる、多分。

　まあ、一緒の部屋になっちゃったら俺も気まずいんで、これでいいです。

「あんたらの行いが、鬼が出るか蛇が出るかはわからないが、女神の使者の仕事、がんばんなー」

　と、最後に親おや父じに言われた。




「さて、どうする？」

　俺は珠たまに尋ねた。

　食事をとって二時間くらい、俺たちは居間のソファに座って膠こう着ちやく状態だ。

　というのも、珠たまが何やらネチネチ考え込んでしまって、身動きが取れずにいる。

「つーか、今のところ、俺らにできることなんか何にもないんじゃないのか？　ていうか、ぺディアは何がやりたくて呼んだんだ……」

　そこから考えないといけないとは、末期である。

「いえ……何か……何かあるはずよ、何か。こう、どうしようもないトラブルが……」

「しょうもないの間違いだろ」

「誰がうまいこと言えと」

「そんなうまくもねえよ。まあ、個人的には何もないなら、早々に退散を──」

「あのぅ……お客さま？」

　居間の出入り口側から、女の人の声が遠慮がちに俺たちに向かって呼びかけてきた。

　俺と珠たまが振り向くと、そこには俺たちより少し年上くらいの女の人が立っていた。

「あの、もしかして、ニホン国から来たお客さま……ですか？」

「そうです……けど？」

　珠たまは返事をした。

「ああっ、父の弟子たちが噂うわさしてたのは本当だったんですね!!　ああ……あの人と良く似た顔立ちだわ。やっぱりニホン国の人ね……」

　良く似た顔立ち？

「ん？　その、『あの人』って、もしかして、前にここへやってきたって人？」

「ええ、そうです。ニホン国から来られた方。一度、この家でお世話させていただきました」

「へぇ……」

　日本の料理人って人かな……？

　なんか、俺らより年上っぽい感じがする。

「あ、申し遅れました。私、ここの主の娘、パカーナ・コキュースといいます。ペディアから新たに遣わされたんですよね？　その、以前ニホンから来られた方に会っていただきたくて……」

　そうパカーナさんが言った所で、珠たまの目つきが変わった。

　あ、ヤバ……あの目は……

「そう、会って欲しい人がいるのね……わかったわ。喜んで会わせていただくわ」

「んだよ、その、ノリノリの返事は!?」

　うっかり叫んでしまった。

　だって珠たまの奴やつ、水を得た魚の如ごとくすげぇ輝いた目をしている。

　あれは絶対「チャンス到来!?」とか思ってるだろ!!

「だって、やっとチャンス到来じゃん？」

　言っちゃったよ……。

「だから、自分からトラブルに首を突っ込むのはやめろって」

「だって、このお姉さん、人畜無害そうな顔してるし？」

「いやいや、その裏に巨大な犯罪組織とかあったりしたらさぁ──」

「相変わらずチキンというか、石橋を叩たたいて壊して建て直したがるわね……」

「悪いのか!?　橋に爆弾仕掛けられてたら嫌だろ!?　戦車橋くらい持ち込みたいわ!!」

　爆弾仕掛けられた危ない橋を避け、橋の無い場所に橋をかける。災害復旧にも大活躍！

　戦車橋──架橋戦車さん、あると便利。凄すごく助かる。

「確かに戦車橋は悪くないけど。それはいいの。別に戦争してるわけでもなし。事態はまだまだ膠こう着ちやくしたままでしょ？　そこに、会って欲しい人がとか言われたら、行くでしょ、普通」

「いや、行かないし」

「うっ……」

　珠たまが言葉に詰まった。

　え？　なに？　そこでなんで固まる？

　俺は珠たまの顔を窺うかがう。渋い顔だ──怒った？　凹へこませた？

　なんか、俺の方に罪悪感が……

「い、行かないけど。その、このままじっとしててもしゃーないから、付き合いは……」

　そう、俺がうっかり口走った所で、

「よっしゃあ!!」

　と、珠たまがガッツポーズを取った。

　あ、あれ……？　もしかして、俺、ハメられた……？

「智とも識のりあんたチョロすぎでしょ」

「お前なあ……」

「あのぅ……？」

　パカーナさんが無駄に盛り上がっている俺たちにおずおずと話しかけてきた。

「あっ、すいません。行きます、今から一緒に行きますから!!」

　──結局、なし崩しに行くハメになった。

　ああ、付き合うよ、付き合えば良いんだろ!!




　　　６




　宮廷料理人の娘、パカーナさんが案内してくれたのは、街の一角にある、とある店だった。

　看板には真っ当な日本語で『割かつ烹ぽう〝いたま〟』と書かれていた。

　おお、いかにも正統派の日本料理屋の雰囲気。

　戸を叩たたいて「お邪魔しまーす」と言って中に入る。

　するとそこは、カウンターになっている日本の割かつ烹ぽう料理屋そのものの店内だった。

　中では俺たちより年上な、板前の格好をしたお兄さん……。

　ていうかどう見ても本物の板前さんが、何か作業をしていた。

「あー申し訳ないけど、今日は休業日で……って、あれ？　日本の人？」

　俺たちを見た途端、店主にそう言われた。

　あーまぁ、ここじゃ俺たち珍しいよな。

「イタチョー。この方々は、女神から新たに遣わされたニホン国の使者の方ですよ」

「イタチョー？」

　パカーナさんの言葉に俺が首を傾かしげていると、珠たまが肘で突いてきた。

「板いた長ちようよ、板いた長ちよう。店の板前で一番偉い人。つまり料理長」

「お、よく知ってるね。まぁこの店で板前は俺一人なんだけどな」

　肩をすくめながら板長は答えた。珠たまの方はちょっと得意げな顔をしていた。

「俺は板いた間ま。日本では料亭で板前をしていたんだが、女神ペディアに頼まれてこの世界の料理を良くするために派遣されていた。で、君ら。制服着ている所からして、高校生っぽいな」

「あ、はい。俺は櫛くし木き。櫛くし木き智とも識のり。で、こいつは────」

「加か賀が美みです。よろしく」

　珠たまがニッコリ笑って名乗った──俺の肩をがっちりつかみながら。

　俺に下の名を言わせないつもりだ。いや、わかりました。言いません。

　だから放してください。

「この方たち、父の弟子がお連れしてきたようで、うちでお世話することになったようです」

　板長にパカーナさんが俺たちのことを説明する。「あー。なるほど」と板長は頷うなずく。

「あのお弟子さんも仕方ないね……いや、俺も拾ってもらったクチだけどさ」

　そう言いながら板長が頰をボリボリと搔かく。

「あ、そこに座って──パカーナ、お茶をお出しして」

「はいー」

　パカーナさんが明るく返事して椅子に置いてあった前掛けを身に着け、厨ちゆう房ぼうへ入っていく。

　あれ？　もしかして。

「……パカーナさんって、ここで働いてるんですか？」

「あー。なんて言うか、パカーナにはこの店の立ち上げを手伝ってもらったというか……そのままの成り行きで、時々店を手伝ってもらっているっていうか……」

　所々つっかえつつも、板長がはにかみながら答えた。

　へぇ、手伝ってもらってるのかぁ、なるほど。そうなんだ。

　それを聞いて、納得した俺をよそに、何やら不審そうな顔をする。

　なんだ、珠たまのやつ？　今の話に怪しい所ないだろ？

「そういえば、おやっさんのご飯はもう食べさせてもらった？」

　おやっさん？　ああ、宮廷料理人の親おや父じか。

「あ、はい」と一応俺は答えておいた。

「……で、君ら、新たな使者が来たってことは、やっぱり俺は大失敗したってことかな」

　板長は困ったように笑った。確かに街の怪しい看板からして大失敗だけど……

「まぁ、言わんでもすでにわかってしまっているだろうけど。この国で見事におかしな風に日本料理が広がってしまってな……俺も、そう意図していたわけじゃないんだが……」

　板長がため息交じりに語り出した──




　板長は昔、女神ペディアによってこの世界に飛ばされてきたそうだ。

　女神は『この国の食べ物が可哀かわい想そうなので救って欲しい』と、相変わらずの舌足らずの説明不足でお願いされたようだった。

　食べ物が可哀かわい想そう、って、そりゃ意味わかんねーだろ。

　それで途方に暮れて街に立っていた時、宮廷料理人の親おや父じと出会い、女神ペディアの使者、ってことで、手厚くもてなしてもらったそうだ。

　パカーナさんともその時出会ったそうだ。

　そして、彼女にここの料理事情を教えてもらったらしい。

　この国では下流階級、つまり庶民は、飢えてはいないが、あまりに単純で貧相な料理法しかなく、美お味いしい物を食べるということはなかったそうだ。

「ユニオンジャックなあの国と同じね」

「それあの国の人もジョークにしてるけど、笑えないよな……」

　で、まあ。

　それを聞いた板長は、調理法に恵まれない庶民をどうにかしてやりたいと思い立った。

　自分が持てる技術と調理法を伝えることで、彼らに潤いを持たせようとがんばった。

「でも、世の中早々上う手まく行かないものでね……」

　日本料理は一世を風ふう靡びして庶民の間で瞬またたく間まに大流行した。

　けど、調理法を変に解釈した庶民の間で半はん端ぱなニホン食が出回るようになってしまった。

　そのおかしなニホン食は上流階級にまで知られるようになり。

　そしてそこでも流行し、徐々に昔からの調理法を侵食し始めた。

　気付くと、上下階級ともども半はん端ぱな日本食──ニホン食が浸透してしまったそうだ。

　代わりに、この国にあった伝統的な調理法はどんどん衰退していった。

　で、この国の料理人や保守的な人（頑固なおっさんおばさんたち）と、ニホン食にどっぷり浸つかった人たちの間で喧けん嘩かが絶えず、険悪な状態になってしまったらしい。

　でも、板長も最初から日本料理を伝えるつもりはなかったらしい。

「おやっさんは良いい腕してたし、良いいレシピを沢山持ってたんだよな……」

　そう、俺たちが宮廷料理人の親おや父じに食わせてもらった通り、上流階級で食べられていた料理には美う味まいものが沢山あった。

　物は試しに板長は『簡単な調理法なら庶民に教えても良いのでは？』と聞いてみたそうだ。

　ところが料理長の親おや父じに『これは下々の者が食べる物ではない！』と、袖にされたそうだ。

　あー、あの宮廷料理人の親おや父じ、頭凄すごく固そうなおっさんだもんなぁ。

「徒弟制、というのはまぁ日本にもあるけど、どうやらここは弟子が師匠の元で下働きしながら師匠の技を盗み見て覚えるものらしくてね、人に教えるものじゃないらしい。それと、高貴な人にのみ提供する、という意識も高かったみたいでね」

　板長は本当に困った顔をした。そりゃまた意識高い話だなぁ……。

「それで、つい、カッとなってね。うっかり喧けん嘩かを吹っ掛けてしまって……」

　あれ？　なんだか雲行きがおかしい。




『明後日あさつて、朝七時に王宮前広場に来てください。本当の日本食を食べさせてあげますよ』




　板長はそう言い放ったらしい。

　いや、なんか、すげぇイヤな感じの喧けん嘩かの吹っ掛け方だな！

　とにかく、板長は予定の時間に王宮前広場で屋台を出したそうだ。

　約束通りやってきた料理長が、そこで出された串焼きを食べて──

「凄すごい顔されたな、料理長に」

「あの、あれは、多分、美お味いしくて、ぐうの音も出なかったんだと思います……」

　板長の言葉を引き継いだのはパカーナさんだった。

　で、対抗して宮廷料理でも出してくれるかと板長は期待したけど、どうやら親おや父じのプライドが邪魔してできなかったようだ。

　どこまでも意固地なジジィだな……。

　その日、その屋台は大だい繁はん盛じよう。大変、儲もうかったらしい。

　その後、天ぷら、うどん、どら焼き、お好み焼きと、手を変え品を変え、料亭の味から庶民のローカル料理までこなし、ついにこの店を開く軍資金ができるに至ったらしい。

「俺も半ば意地になっていたが……自分が何をしでかしたのか気付くのが、遅かった」

　自分が教えた日本食が広がるほど、この国の料理が廃れて行く。

　それを目まの当あたりにして、板長も心を痛めたらしい。

「しかも、日本食でないものも、日本食と称して出回るようになってしまってな……」

　ああ、うん。『てんブら』『ウどん』『そハ』『ソーメん』な……

「ここの人たちの料理事情をどうにかする、という使命を、俺は遂げられなかった。それでペディアがどういうつもりで君らをここに送り込んできたか知らないが……」

「多分、何も深く考えてないと思います」

　さっきから板長の話を黙って聞いていた珠たまがそう答えた。

　ですよねー。

「まぁ、あの女神なら、そうだろうな……」

　板長が苦笑しながら言った。

　あーあ、やっぱりあの駄女神に関わった人はそう思うか。

　しっかし、ここの国の料理人さんたち、もったいぶり過ぎ。

　半ば、自じ業ごう自じ得とくじゃないか。

「で、どうする？　正直なところ、ここの国の因習みたいな大人の事情がほとんどで、君らだと手に余るような気もするんだが……」

　板長が真剣な大人の顔で、俺たちに尋ねてきた。

「おい、珠たま……」

「珠たまって言うな、加か賀が美み」

　珠たまが即座に返してきた。いや、そうじゃなくて。

「──どう思う？」

「どうって……えっと。多分、多分だけど。これは女神が余計な手出しをしたせいで起こった、料理文化の侵害とかじゃないの……かな？」

　珠たまがとても言いづらそうに答えた。

　だよな、そうなるよな。料理文化の侵害。あるいは、文化汚染だ。

　珠たまが言いづらいのも無理はない。自分もやろうとしていたんだから。

　ていうか、これやっぱぺディアのせいだろ。

　ほのぼの料理ものの主人公だと思った？　残念、料理バトルマンガの主人公を送り込んでました──とか、どう考えても人材選定ミスだ。

「この国ってさ、元々すごく良いい料理も調理法もあったんだよな。単にここの国の庶民だけが取り残されていただけでさ。結局、俺たちは最初から必要なんか──」

「──いえ、それは違います!!」

　黙って成り行きを見守っていたパカーナさんが俺の言葉を遮るように声を上げた。

　俺も珠たまも驚いてパカーナさんの方を見た。板長も目をみはっている。

「……あ、ごめんなさい。でも、必要ないってことはなかったんです」

　俺と珠たまが顔を見合わせる。どういう意味なんだろう？

「──イタチョーが来る前から、上流階級で良いいものが食されていて、下流階級には粗末な調理法しかなかったのは、この国では昔から知られていたんです。ただ、私の子供の頃までは、この国は農地の収穫が乏しくて、特権階級の搾さく取しゆがひどく、庶民は食べられるものを食べるだけの生活を送っていたんです。お腹なかが満たされれば、まだいい。それさえできないこともあった。それで、美お味いしく調理して食べよう、そういう意識も余裕もなかった」

　パカーナさんが板長と俺たちの顔をじっと見た。

「でも、今の陛下が即位されてから、積極的に農地を改革し、収穫を大きく増やして、特権階級の無用な搾さく取しゆもなくしたおかげで、庶民が飢えないようになったんです。でも──」

「──市中に多種多様な食材が出回るようになっても、庶民はそれをどう扱えばいいのかわからない。王侯貴族に仕えている料理人たちは、その調理法を下々の者に教えたがらない。食糧事情がいくらよくなっても、ただ飢えていないだけで、庶民の食事に潤いなどない……」

　パカーナさんの言葉を引き継ぐように、板長が語った。

　珠たまが神妙そうに二人の様子を見ている。

「でも、だからといって、俺の勝手で、料理文化の侵害をしていいはず、なかったんだ」

　板長が厳かに言った。

　それを聞いた瞬間、パカーナさんが傷ついたような顔をしていた……。




　……前回と打って変わって、えらいシリアスになってきたぞ。

　おいぺディア、これ、収拾付くのか？

　と、その時、珠たまが俺の袖を引っ張った。

　何かと思っていると、珠たまは俺にだけ見えるように自分のスマホをそっと差し出した。

　そこには誰にも気付かれない間に珠たまがメモ帳アプリに打ち込んだ文があった。

『あの二人、絶対できてるよね？』

「────!!」

　見た瞬間、うっかり声を上げかけて、なんとか耐えた!!

　こいつ、よりによってこのタイミングに、なんっちゅーこと言い出すんだよ!?

　珠たまの方は澄ました顔をしている。くそぅ、要らんことを……！




　一方、板長とパカーナさんは、真剣な表情で見つめ合っている。

「やっていいことと、わるいことがある。俺がやったのは余計な手出しだ」

「いいえ、そうではないんです!!　　庶民は望んで受け入れてるんです。この国には美お味いしい料理がある。でも、知ってる人がそれを絶対秘密にしたがるのなら無いも同然です。そこに、教えることがやぶさかでないイタチョーが来て、庶民らは本当に感謝してるんです！」

　パカーナさんがそう言った所で、入り口から激しく戸を叩たたく音が響いた。

「おい、てめぇ、いるんだろ！　出やがれ!!」

　入り口から怒鳴り声が響いた。

　声からして、宮廷料理人の親おや父じみたいだ。

　何か、怒鳴り込んできたような感じだ。なんか、すごく嫌な予感────

「戸、開いてますよ。どうぞ」

　物腰の落ち着いた様子で板長が声を上げた。

　凄すごい勢いで戸が開かれた。仁王立ちした宮廷料理人の親おや父じが鼻息も荒く立っている。

「お……お父さん……！」

　パカーナさんが愕がく然ぜんとしている。

　そりゃそうだな。自分の父親が怒鳴り込みに来たんだから。

　宮廷料理人親おや父じは今にも飛びかかりそうな様子でずんずんと店の中に入ってきた。

「コキュース料理長、お久しぶりです」

　とても冷静且かつ紳士的に板長は親おや父じに挨拶をした。

「黙れ!!　貴様、うちの娘を誑たぶらかしたな!!」

　カウンターの板長に向かって親おや父じが叫ぶ。

　え？　なになに？　どういう状況、これ？

「伝統を壊しに来やがった上に、うちの娘に手ぇ出しやがっただと!!　ペディアの使者だから黙って見てたが、もう我慢ならん!!　俺は認めん！　認めんからな!!」

　俺たちがいるにもまるで気付かず、宮廷料理人親おや父じは捲まくし立たてた。

　あ、これダメだ。酔ってるわ。

「違うわ！　お父さん、この人は……」

「うるさい！　お前は黙ってろ!!」

　宮廷親おや父じが一喝する。

　うわ、人の話聞く気、まったくなし？　というか、何？　このお約束？

「おやっさん。この国の伝統料理に関しては、俺は余計なことをしたと思って──」

　板長がなんか言っている。でもこの親おや父じ、今何言っても聞く気ナッシングモードだろ？

「お前はやっぱり闇の試練をもって来やがった悪魔だ!!　その上──」

　俺は隣の珠たまを見た。

『うわ……どうしよう？』みたいな顔をしている。

　だよな。こいつが夢見ていたのは、料理知識をひけらかして良い気分になることだし。

　ここの事情、料理知識無双とか、全然関係ない方向の事態だったし。

　てか、ここに料理知識なんか、これっぽっちも必要ないじゃん!!

「聞いて、お父さん。私たちは……」

　──その上、メロドラマ風に拗こじれている。少し、いやかなり面倒くさい。

　話が明後日あさつての方向に行って、めちゃくちゃめんどくさくなってきたんですけど……。
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《おっそーい！　まだ、仕事終わってないんですかぁぁぁ？》

　そのとき。突然、俺の頭に聞き覚えのある声が響いた。

　女神が突如として後光を照り輝かせながら、ふわふわと店内に降臨する。

　かなり強い光を放っていたのに、親おや父じや板長にはそれが見えないのか、ペディアの降臨に気付いていない。相変わらずワイワイガヤガヤ言い争っている。

　器用な芸だな。もうずっと俺たちに見えない状態になっててくれないかな？

「あれ、ペディア。何しに来たの？」

　いきなりの女神登場で、珠たまが目を白黒させる。

　本当、何しに来やがった、この駄女神。

「仕事が遅いから催促しにきたんですよぉ。もう！　何やってるんですかぁ!!」

「はぁぁ？」

　珠たまがおかしな声を上げる。

　いや、この反応は当然だ。だってまだ一日しか経たってねぇよ。

「って、わたしの持ってる知識が今のところ全然必要ないし、今、事情がわかったばっかなのよ。それでサクサク話が進むわけないでしょ！　もうちょっと待っててよ!!」

「ちょ……おま……。もしかしてまだ諦めてない……？」

「え？　当然でしょう？」

　珠たまが『何言っているの？』みたいな顔をして返してきた。

　知識無双ができないとわかって、それでもまだ諦めないその不屈の心は感心するわ。

　しかし、俺たち二人以外は相変わらず女神降臨に気付いていない。声も聞こえないのか？

「えー。でも、私だって暇じゃないんですよぅ」

　何か、ペディアが図ずう々ずうしいことを言っている。

「……今、珠たまの話、聞いてたか？　事情を知ったばかりだって」

「あっ。事情を察したのなら、すぐにでも片付けちゃってください」

　ペディアは無遠慮に無茶な要求を突きつける。

　この瞬間、俺のイライラのゲージが急激に上昇した。

「──おい。ペディア」

「はぃ？」

　ペディアがきょとんとして俺の方を見る。

「お前、さっきから態度がデカいな？　頼んだのはお前だろ？　珠たまはともかく俺は『やる』とは一言もいってない。でも、珠たまがやる気満々だったし、一人で勝手に行かせるのはいくら何でも俺が無責任過ぎるから付き合ったわけ──わかる？」

「ええ、わかってます。だから、一度引き受けたことはきちんと最後までやっていただかないと。契約は、信頼が大事です」

　キリッ!!　としてペディアが言い切った。あぁ？

「おい、こら、ペディア!!　よっく聞け。俺はやるって言ってねぇっつーてんだろ！　大体、別に生きるか死ぬかじゃないし、食いもんあるし、飢えてないし、拗こじれてるのは大体中の人たちも悪い所があったし、これ、無理に俺らがどうこうしようするもんじゃなくて、自分らの自浄作用でがんばれ物件だろ？　てか、今絶賛メロドラマ風に拗こじれてる最中だし、そーゆーのに付き合いたくないっつーか、放置しても事態はそんなに深刻になりそうもないし、てか、俺ら要るの？　要らんだろ？　だから俺はなぁ──」

　と、俺が言いかけた所で、ペディアが涙目になっているのに気付いた。は？

「ああああ……そんなに怒らないでくださぁぁい!!」

　涙目の困り顔で腰も低く、尻をふりふりしながら俺を見つめている。

「ごめんなさい!!　調子に乗りましたぁ!!　逃げないで！　怒らないで！　最後まで、どうかどうか、この通り、お願いです、助けてくださぁぁぁい!!」

　と捲まくし立たてながら、ペディアは尻丸出しでスライディング高速土下座をした。

　おい！　さっきまでの図ずう々ずうしい態度はどこ行った？

　なんでそこで何もかも打ち捨てて、華麗に土下座スタイルなんだよ!?

　てか、ここは飯屋だぞ、飯屋！　何、ケツ出してんだよ!?　ＴＰＯをわきまえろよ!!

　それとも、神の世界では最低限の躾しつけとかされてねーのかよ!?




　その時、外野では「生意気な!!」という親おや父じの声と「お父さん、まず話を……」という涙ながらのパカーナさんの説得と「……」板長は黙して語らないモードに入っているようだ。

　修羅場だ。ベタな修羅場になってる。

「ねぇ、智とも識のりぃ……」

　珠たまが不安そうな目で俺をじっと見つめている。いや、そんな目で見られましても。

「えっ」

　これ、どうにかすんの……俺が？

「パカーナさん、泣いてるよ……どうにかできない、かな？」

　いやそれはさすがに……。

「お父さんやめてぇぇぇぇ!!」

　俺が物おじしてる間に、今度はパカーナさんの叫び声が響き渡った。

　どうやら親おや父じが板長に殴りかかろうとしたらしい。

　親おや父じの腰にしがみついてパカーナさんが必死に止めようとしている。

　板長の方は逃げようとせず、真正面に親おや父じを見据えたまま、黙って立っている。

「俺は許さん!!　許さんぞぉぉ!!」飛び交う怒号。

「もうやめてぇぇ」と響く悲鳴。

「…………」黙したまま突っ立っている板長。

「おねがいしますぅぅ」

　もはや、状況がわけわからぬカオスになっていた。

「と、智とも識のり、まずいわ、止めなきゃ……!!」

　俺の腕をしがみつくようにつかんで、珠たまが必死に訴える。

　止める？　何を？　女神か？　料理人の娘さんか？　あの親おや父じか？　それとも板長!?

　もう何が何だかわからず──。




　ついに俺の中の何かが臨界を突破した。




「だーうっせぇぇ!!　どいつもこいつも!!」

　俺はまず、床に這はいつくばる女神を指さす！

「おい、お前！　だいたいお前が全部悪いんだろ！　このケツ邪神!!」

　次に何か、親おや父じが来てからやたら静かな板長！

「板長!!　もっとそこの糞くそジジィに言うことあるだろ!?　なに、黙って立ってんだ!!　男は黙して語らないってかぁ!?」

　それからビックリした顔でこっちを見ている宮廷料理人の娘！

「泣いて頼んで聞くジジィでなけりゃあフライパンでぶん殴って説得しろよ!!　そんくらいやんなきゃ聞きゃしねーだろ、この石頭ジジィはよ!?」

　そして──そこの宮廷料理人ジジィ！

「なーにが伝統を壊しただ!!　美う味まいメシは特権階級だけの秘密にしてた、どケチ料理人のクセに!!　そんなに秘密にするのが大事か？　そんなに日本食が流は行やるのが悪いか？　どうなんだよ!?　ジジィ!!」

　最後に──今は俺の方を目を丸くして見ている全員に向かって叫んだ。

「許ゆるさんだの認めたくないだの、文化侵害したの、しゃらくせぇ！　全部まとめて勝負して決着つけろよ!!　ここのメシも日本食も、みんなが美う味まいって言えば、それが正義だろぉぉぉ!!」

　溜たまりに溜たまった鬱憤が爆発するかの如ごとく、一気に言いたいことが叫び声で出てきた。

　俺、何やってるんですかね？

　周りが静まりかえる。

　むしゃくしゃしてやった。反省はしていない。




「ああ、そうか……」

　宮廷料理人の親おや父じが呟つぶやいた。

　何か納得しているように頷うなずいている──なんだ？

「──あの時の、勝負の続きだ……。白黒つけるために勝負、いいな？」

　親おや父じが板長を睨にらみながら言う。

「我々だけでなく、食する者ら全てに、是非を問うつもり、ですか？」

　板長が親おや父じを真まっ直すぐ見据えながら答えた。

「当然だ。では、この勝負。国王陛下にもご臨席頂いて、陛下の御前にて行う──」

　板長を見据える親おや父じが言葉を改めて言った。

　そして、親おや父じは返事を待たず、そのまま踵きびすを返かえして店を出た。

　あ、あれ……？　なんか知らんが……料理勝負することになった？

「ちょっと……智とも識のり。あんた……」

　珠たまが何かを言いかけた。何か、恐ろしい物を見るような目だ。

「あ、いや……」

　焦あせる。すげー焦あせる。いや、俺の一言で？　マジ？

　そして気が付くと、ペディアは居なくなっていた。

　あ、逃げやがった。

「しかし、俺はもうあんなことは……」

　板長が呟つぶやく。いや、もうあの親おや父じの中で勝負は決定事項みたいだったし。

　もうここまできたら、毒を食らわばナントカ──

「出た方が、良いいと思いますよ……」

　俺はそう進言した。

　板長が厳しい顔をする。

　てか、もう吹っ掛けて煽あおる以外の道が残されていなかった。

「やったことの責任は、取るべきだと思います」

　もっともらしく言ってみた。もちろん、俺自身が言ったことの責任は丸投げだ。

　板長が真剣な眼まな差ざしになる。あ、乗り気？

　もう、どうにでもな～れ。

　そうして、勝負の話はあれよあれよと進んでいった。
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「えー皆様ようこそお集まりいただきましたあ！　ニホン食vs現地料理の頂上決戦がついに開催！　頂上を手にするは伝統の宮廷料理か!?　それとも神の力でもたらされた異世界・ニホンの料理なのか!?」

　即席のメガホンをもってノリノリで喋しやべる珠たまの声が響く──。

　あれから一週間。

　宮廷料理人の親おや父じの伝つ手てで王様臨席の下、日本食vs現地食の料理大会をすることになった。

　話を聞いた王様は「何やら美う味まそうで面白そうな話よのう」と、ずいぶんと乗り気だったらしく、王宮前広場で庶民の見物客を呼んでの一大お祭り騒ぎとなった。

　えらいことになってしまった……。

　と思ったけど、後の祭り。

　料理大会には板長と親おや父じ以外にも一般参加が認められた。

　王様が庶民の食事も食べてみたいとの要望からだ。

　そして、幾人かの応募があった。この人たち、何を出すんだろう？

　そして女神ペディアからの使者、ということで、俺たちは味見ついでの審査員に抜ばつ擢てきされた。

　座るは王様と同じ特別審査席。あ、これ椅子すごいふかふか。

「ほうほう。ぬしらがペディアの使者か……まぁ、よしなに頼むぞ」

　王様が気さくに俺たちに声を掛けてきた。偉い人だ。うう、緊張する……。

「まさか、勝負する側でなくて審査員になるなんて……あれかしら？　後から出てきた料理が勝利するってパターンでＯ・Ｋ？」

「いや……出てきた順番で優劣決めんなよ。美う味まいと思った方を選ぶだろ、普通」

「でも、後から出した料理の方が美お味いしいし、それが勝つでしょ、普通」

「お前……料理対決漫画のノリで適当に選ぶのだけは止めろよ。いや、頼むから！」

「冗談よ。あんたこそ、こないだのを見てると心配なんだけど……」

　う、確かに。ちゃんと審査できるのか、心配になってきた……。




　まず一戦目。小麦粉の団子の料理が出てきた。

「ダンプリングね。穀物の粉を練った団子や餃子ギヨーザみたいなのを茹ゆでたり揚げたりする料理」




　宮廷料理人の親おや父じが出したのは、四隅がぎざぎざになったワンタンみたいなものに、赤い挽ひき肉にく入りのソースをかけたものだった。

「マウルタッシェかラビオリかな？　生地がパスタで具入りで、ワンタンとか餃子ギヨーザみたいな感じのあれね。あ、これ、ラグーソース仕じ立たてだ。中は香草入りチーズかぁ」

　珠たまが解説してくれた。

　やっぱり洋風ワンタンか餃子ギヨーザみたいなもんか。

　見た目がぎざぎざワンタンで、食ってみるとミートソーススパゲティな感じだ。

「うーん。二種類のチーズを合わせて、爽やかな香草が味を引き立ててる。いいわーこれ」

　王様は「ふむ。食い慣れた味よのぅ」だった。まぁ宮廷料理人の料理だし？

　しかし、これってチーズ味のワンタン型ミートソーススパゲティなんだよなぁ。




　板長が出したのは、丼に色々な具と小麦粉団子が入った──あ、知ってる。すいとんだ。

「すまし汁仕じ立たてのすいとんだ。あー出だ汁しは鰹かつお節ぶしっぽい。この世界にもあるんだー。もしかして、わざわざ作ったのかしら？　あら？　手て捻びねりした団子、小麦とよもぎの二種類あるわ。あっ！　人にん参じんが花と星とハートに切り抜いてある!?　いやーん。これかわいいー」

　なんか、珠たまが別のことで盛り上がっているが、気にしないでおこう。

　王様の方は「ほう。変わった味付けよのう……しかし、旨うまい」と感心していた。

　俺は食い慣れた味だなーと思いながら、ずるずると汁を啜すすった。




　一般参加者からは、捏こねた小麦粉を小判型にして茹ゆでたもの──というか茹ゆでただけ？

　これは『ソーメん』というニホン食らしい。ああ、あの、街の看板の……。

　どーんと、小判型の小麦粉団子を茹ゆでただけの物が、ただただ皿に載っていた。

「味……付いてない。ソースとかも……ない。マジこれだけ……？」

　目の前の小麦粉団子を見つめながら俺はたじろぐ。隣を見ると、珠たまの方も困惑している。

「多分、クネーデルとか……ニョッキとか……。でも、普通、スープに入れたり、ソースを掛けたり、ほかの物と煮込んだり、肉魚料理の付け合わせにしたり……」

　いったい何がどう伝われば、そんな謎料理になるのだろう？

　王様は「ソースはないのか……？」と、眉を寄せていた。当然か。




　勝負は板長と親おや父じが残り、一般参加者は落ちた。

『ソーメん』には「味付けくらいしろ」との評だった。当然か……。




　二戦目は焼き物料理だった。




　宮廷料理人の親おや父じは、串だ。ぶつ切りの肉を刺して焼いている。

「串焼きの肉シシカバブ……？」

　串焼きの肉に、スパイスが掛かっている──

　けど、あれ？　あんまり食べたことない肉だ。

　美う味まいことは美う味まいけど、少しだけクセのある味がする。

「これ……牛じゃないわよね。鴨かも？　羊？　山や羊ぎ？　上う手まく臭みを消してて分からないわ」

　どうやら珠たまもわからないらしく、首を傾かしげている。

　まぁ、俺らの人生経験では、そんなに食べ比べしていないしな。

「ほう。成羊マトンか。しかも、相当年老いたのを使っているな。調理が難しいのを敢あえて選ぶとは、ようやりおるわい……」

　よくそこまで……王様、凄すごい。なんか凄すごい。俺、全然わかんなかったよ!!




　板長が串に刺した焼きたてほやほやの魚の塩焼きを持ってきた。

「これは……鮎あゆの塩焼き!?」

　あ、本当だ。鮎あゆの塩焼きだ。というか、ここは異世界だから『鮎あゆと良く似た魚』か？

「化粧塩で綺き麗れいに整えられたひれ、まるで泳いでいるかのように打たれた串。外は焦がし過ぎず、でもパリッとしてて、でも中はパサつかずにふんわり。これは、プロの仕事だわ!!」

　……なんか、珠たまが興奮気味だ。もしかして、鮎あゆの塩焼き、好きだったのか？

「でも、蓼たで酢すは──蓼たで酢す、あるし!!　この世界で蓼たでを探し出してきたというの……!?」

　かんっっぜんに、料理対決漫画のノリだ……。

　王様の方はというと「簡素な調理法で上う手まくやりおる……」とまんざらでもない様子だ。




　一般参加者は、何かサイコロステーキみたいなのを出してきた。

『にっくころガし』という料理らしい……あれって、煮っ転がしじゃなかったんだ。

「豚っぽい……でも、味がねぇ……」

　塩も胡こ椒しようも掛かっていない。

　ただただ焼いただけの豚のサイコロステーキだった。

「しかも、焼き過ぎて固い……」

　珠たまが不満そうに言う。そうだよな。外が黒焦げだもんな。

　王様も渋い顔だ。「歯と歯の間に挟まりそうよな……」ああ、それは同意する。




　勝負の結果──。

　一般参加者の『にっくころガし』は「焼き過ぎだ」の評だった。

　あと、『にっくころガし』には「塩くらい用意しろ」と俺は寸評しておいた。




　結局、最後に残ったのは板長と宮廷料理人の親おや父じだった。

　親おや父じは板長を睨にらみつけ、板長は真まっ直すぐ親おや父じを見つめている。

　そして、最後の料理。煮込み料理────




　宮廷料理人の親おや父じが勿もつ体たいぶったように深皿を持ってきた。

　何か見た目が、ビーフシチューか、煮込みハンバーグみたいな料理だ……

「……もしかして、蒸し煮ブレゼ？」

　皿を前に、珠たまが気難しい顔をして呟つぶやいた。

「ブレゼ？　なんだそれ？」

「うーん。説明するのが難しい……んだけど。素材がひたひたになる程度の水分で半分茹ゆでて、半分はオーブンとかでじっくり蒸し煮する料理。智とも識のりでもわかるような料理でたとえるなら、東坡煮トンポーロウかなぁ？　ほらぁ？　前に中華街で食べたでしょ？　割包グアバオ……中華バーガーで」

「あ、露天売りの！　中に豚のよーく煮込んだのが入ってた、あれな!!」

　東坡煮トンポーロウ。店の人が言っていた。

　皮付き豚バラ肉を、揚げたり、煮たり、蒸したり。

　特別な技術とか要らないみたいだから俺でもできそうなんだけど、工程を聞いているだけで、ものすごく時間と手間がかかるっていうのが分かる。

「東坡煮トンポーロウとは全然違うけど、煮たり蒸したり加熱工程をいくつかするのは同じ。時間がかかるのも同じ。ただこっちはプロでも火加減とタイミングが難しそうよ。密閉した鍋で肉の食感を落とさずに味を浸しみ込ませ、シチューみたいによく煮えた状態にするとかなんとか……」

　シチューみたいに煮えた状態にするけど、食感を落とさず……？

　ん。悪い、わからん。

　とりあえず、一口食ってみた。

　牛のバラ肉？　味はビーフシチューっぽいんだが……

「お、なんかトロンとして柔らかいのに、ザクっと微妙な歯ごたえ残してるな」

　なんか、バラ肉の脂身と赤身の境界線までトロンとしているのに、ザクっと来る。

「仔牛の出汁フオン・ド・ボーをしっかり使ってるわよね……余計な雑味はみんな取り除いてあるわ。味もしっかり浸しみてて、良いい感じ……」

　おう。俺にはそこまではわからんが、このザクっトロっコテっとしてるのは好きだ。

「お前さ？　作り方知ってんなら、ちょっと作ってくんない？」

「嫌よ。というか、無理よ。修業して試行錯誤を繰り返してやっと作れる料理よ？」

　いきなりお断りされた。惜しい。でも、それだけ難しいのか、これ。

　ふと、俺は隣の王様を見た──あれ、一口食って、なんか微妙な顔をしている。

　不ま味ずかった？　いや、そんなことないと思うんだけど……

　もしかして、晩ばん餐さん会で散々食って、食い飽きた料理とか──なのか？




　次は板長の番だった。

　皿に千切りにした山盛りキャベツっぽいのに、パン粉で揚げた小判型の……

「──とんかつ？」

　切り分けられていたので、一口食った。

　うん。とんかつ。何がどう味わってもとんかつ。ちゃんとソースも掛かってるし。

「ウスターソースが自家製だわ……」

　驚きを隠せない様子で珠たまが呟つぶやいている。

　というか、ソースって自家製できるんだ……。工場でしか作れないと思ってた。

「でも、これ、正確には和食……ではないわよね？」

　珠たまが眉をひそめて呟つぶやく。え？　それ、どういう意味だ？

「あ、そちらのとんかつはパンに挟んでお召し上がりになっても美お味いしいですよ？」

　と板長に薦められ、王様はとんかつサンドっぽく挟んでさっそく食べ始めた。

「ふむ。これはカリッとしてふわっとして、良いい感じに揚がっておる。パンとの相性も抜群だ。だが、良く似た料理ならこの国にもある。それにこれは、煮込み料理ではないのぅ」

　と、王様に言われて気付いた。そういえば煮込みじゃない。揚げ物だ。

「そのとんかつは本来、主菜──と言いたい所ですが、まぁ今回の場合は副菜です。添え物と思ってください。主菜はこちらになります」

　そういって板長が深皿をもってやってきた。

　皿一杯に入っている、煮えた野菜と肉の──固まり？

　皮を剝むいただけの人にん参じんやたまねぎ、かぶ、その他が、まんま、どっかーんと盛られていた。

　肉なんかスーパーで固まりになって売っているのをぶった切って放り込んだみたいだ。

「え……？　ちょ……これ……もしかして、pot-au-feuポトフ？」

　珠たまが啞あ然ぜんとしている。ポトフ？　珠たまがここ来る前に作りたいとか言っていたアレ？

　一緒に小皿を持ってきたけど、その中には粗あら挽びきのマスタードが入っているみたいだ。

「煮付けとか、煮含めとか、炊き合わせとかでなくて……、pot-au-feuポトフ？」

　珠たまがナイフとフォークで一口大に切り取って食べる。

「──うん。やっぱりポトフ。おでんでなくて、ポトフ」

　よくポトフって洋風おでんとか言われるけど、なんか、匂いというか味というか、セロリとか月げつ桂けい樹じゆの葉なんか入っているもんな。そこんところがヨーロッパ、って感じだ。

　俺も、会席料理に出そうな凝った煮物料理でも出てくるかと思っていたからビックリだわ。

　王様も、なんかちょっとたまげている。あ、でも、ちゃんと食べている。

「まさかの洋物……って、あれ？」

　ふと見ると、料理と俺たちの様子を見ていた宮廷料理人の親おや父じが、ワナワナしている……。

「おい、ニホンの料理人。お前……なんてものを陛下にお出しするんだ……？」

　宮廷料理人の親おや父じ、一応、王様の前だから精一杯言葉使いに気を使っているみたいだけれど、なんかすげぇ怒ってる……なんで？

「これは俺がこの国で食べた中で、一番美お味いしかった料理ですよ？」

　板長が顔色を変えずに親おや父じに返した。親おや父じの顔が真っ赤になった。あ、やば、怒ってる。

「なにいってやがる!?　これは出だ汁しを取った出で涸がらしだ!!」

　は？　出で涸がらし？　俺が首を傾かしげていると、横から珠たまが小突いて耳打ちした。

「あれよ。ポトフって、ポタージュとかのスープの出だ汁しを取り出すための過程よ。本格的な料理だと汁だけ使うの。ご家庭やまかないとかじゃないと、具の方は食べないわ」

　へぇ、つまり、出だ汁し取った後の煮干しとか昆布とかみたいなもんか。

「──ふむ。しかし、ワシは嫌いではないのぅ……」

　突然、王様がぼそりと呟つぶやいた。

　あれ？　もしかして王様にウケてる？

　それを聞いた親おや父じが矢も楯たても堪たまらない様子で口を開いた。

「陛下、それはまかないです！　陛下がお口にするようなものではありません!!」

「ほう、まかないとな？　つまり、おぬしらはワシの知らぬ所でかように良いいものを食べておったのか……。おっ？　もしや、この横の小皿のは付けても良いのか？」

　そう言いながら、王様は小皿に盛ってあった粗あら挽びきマスタードを付けて食べる。

　そして、今度はパンに汁を浸しみ込ませて王様、食べているし。

　宮廷料理人の親おや父じはそんな様子を、口をぽかーんとして見ていた。




　全て食べ終わった。

　俺たちは食事の〆に出された茶を飲む。

「……これさ、どう思う？　どっちが良かったと思う？」

「さぁ……？　十中八九、宮廷料理人の親おや父じじゃね？」

　そう。宮廷料理人親おや父じの方が凝ってたし美う味まかった。これは間違いない。

　板長の出した料理は凝っていないし、誰でも作れる。

　だってポトフって、野菜と肉と香草を放り込んで水で煮るだけっていうし。

　あと、とんかつは美う味まかったけど、採点対象にならないよな。

　王様も、この国にも似たような料理があるって言ってたし。

　それに、煮込み料理で勝負って言ってるのに出しても意味がない。

　ただ──ちょっと気になるのが、王様の反応だった。

「うーん」とか「むーん」とか唸うなりながら、何か考え込んでいるし。
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　そして、それぞれ判定を出す時間が来た。

　俺たち審査員席の前で、板長と宮廷料理人の親おや父じの二人がマジな顔して立っている。

「俺……僕は、宮廷料理人の……えっと、コキュース料理長かと思います」

「わたしも、料理長だと思います」

　珠たまも同意する。そうだよなぁ。親おや父じの作った方が、味も染しみていて、コッテリサックリ美う味まいし、いかにも『歴戦の料理人でーす』って感じで凝っている作り方だったしな。

　俺たち二人の感想を聞いて、宮廷料理人の親おや父じは隣に立つ板長をギロリと睨にらんだ。

　親おや父じの目は『それ見てみろ!!』と言っているみたいだった。

　まぁ、うん。

　認めたくないんだけど、でも歴然としてるんだよなぁ。出来上がりが。

　そして、王様の方だが──なんか、腕を組んで難しい顔をしている。

　なんだ……？

　王様はうんうん唸うなりながら、少し考え、そしてようやく口を開いた。

「料理としての完成度はコキュース料理長なのは間違いないん……だが、ワシとしては、それ、そこのイタチョー氏の方が良かった」

　宮廷料理人の親おや父じは驚きで目を見張る。

　珠たまの方も「えーうそなんでぇ？」みたいな顔をして首をひねる。

　まぁ二人の気持ちはわからなくもない。

　ただ王様、さっきから反応が怪しかったから「もしかしたら？」とかは少し思っていた。

　しかし……いったい何が王様にウケたんだ？

「ワシも歳としでのぅ……くどいものより、あっさりしたものが最近の好みなのだよ。典医にも脂物は控えろと言われておるでの。ただ、まぁ、客人らは若いから、あの味の方が良かったようではあったし、料理長も、もっとも良いい料理を出そうという意志はわかった」

　あっ……。確かに王様、初老、って感じで結構いい歳としだ。

　くどいものを食べるのはちーっとしんどいかも？

「しかし、陛下。こやつの出した料理には揚げ物が……」

「ああ、あれか。カリっと揚がっておって、そこまで胃にもたれなんだ。ただ、料理長のはの。元の肉が脂身が多くての……揚げ物よりもよほど胃に来る」

　あ、うん……親おや父じのあれ、バラ肉で半分近く脂身だったからな。

　俺には凄すごく美う味まかったけど、王様の歳としだと、とんかつよりキツイかも。

「料理長の作ったあの料理が手間暇掛かって、美う味まいのはわかっておった。しかしのぅ。食べる者の中に、そういう、くどいものを控えている者もいる、というのを考えに入れて、作ってもらいたかったのもあるのだよ」

　チラリと王様が宮廷料理人の親おや父じを見る。

「まぁ、結構前から『くどいのは控えよ』と言っておったはずなのだがな……」

　宮廷料理人の親おや父じの顔が引きつる。

　あっ、もしかして、すごくいいものを出そうと思って、王様の言葉を綺き麗れいに忘れてた？

「とはいえ、イタチョーであったか？」

「……はい」

「ぬしも、本気で勝つ気はなかったのではないのか？」

　はい？　珠たまと俺は顔を見合わせ、そして板長の方を見る。

　板長は深く息を吸って、ため息のように吐き出した。

「ええ。今回のこの料理大会、多くの人に本物の日本料理と、この国本来の料理を知っていただく良いい機会だと思ってましたから、別に勝とうとは思っておりませんでした」

「なるほどのぅ……」

　王様がフフンと鼻を鳴らして笑う。

「しかしだ。一般参加者のあの料理はいったい何であったのかの？　あれもニホン食か？」

　あ、ああ……あの、『ソーメん』と『にっくころガし』ね。

「いや、王様。あれ、日本料理じゃないですし」

「む？　そうであるのか？」

　王様が俺に尋ね返した。俺は首を縦に振った。

　うん。だって、そうめんでも煮っ転がしでもないだろ、あれ。

「陛下、あれは、この国の者が元々あった料理に日本の料理名を付けているものですよ。本当の日本の料理もそこそこ出回ってるんですが、そうでもないのも多くて……」

　あれかな？　今、日本食がこの国で流は行やっているから、料理屋さんとかがその人気にあやかって日本の料理名付けちゃってる、とかいう感じの。まぁ、めっちゃ詐称だけど!!

　それで美お味いしけりゃいいんだけどなあ……カリフォルニアロールとか、俺好きだし。

　あれじゃあちょっと、良しとは言えないよな。

「一般庶民の料理はあんな感じです。だから、この大会を通じて、日本食も、この国の料理も、より本格的でより良いい料理が知られればと思いましたが……」

　そう言って、板長が視線だけで隣に立っている宮廷料理人の親おや父じを見る。

　宮廷料理人の親おや父じがブスっとしている。

　何か、納得いかない様子だ。

「ほう、なるほどな。ワシも庶民の食糧事情はだいぶ改善したと自負しておったが、あれはよろしくないのう……ほれ、そこの料理長！」

「──はいぃっ!?」

　急に王様に声を掛けられ、宮廷料理人の親おや父じがビックリ驚いて裏返った声で返事する。

「ほれ、宮中の料理の中に庶民でも作れるようなのがあるであろう？　それらをまとめて一般庶民に対し、周知広布しようぞ」

「な、なんですとー？　いや、陛下。あれは宮中秘蔵の……」

　王様は呆あきれたような顔をした。

「なにを言っておる？　減るものでもあるまいし。ワシは一向に構わぬ。難しくないものならば、ケチケチせずに公開すればよかろうに──なんだ？　コキュース、その顔は？」

　宮廷料理人の親おや父じがあんぐり口を開けて固まっている。

　特権階級だけの秘匿だったらしいからなぁ。宮廷料理。

　親おや父じにとっては、庶民が食うもんじゃない！　みたいな認識だったみたいだし。

　それをあっさり王様が公開しろ、とか言っちゃって。

　親おや父じ、それまで積み上げてきた何かが崩れちゃった、みたいな感じになっている。

「で、イタチョーよ。一つ聞きたいのだが」

「はい、なんでしょうか？」

「なにゆえ、あのような料理を最後に出したのだ？　お主勝つ気がなくとも、もっと他にあったであろう？」

　王様が尋ねた。確かに。なんでポトフなんだろう？

　別に、日本のおでんとかでも良かったんじゃない？

「あれは、自分がこの国にやってきて、コキュース料理長に最初に食べさせてもらったものです。まかないでしたが、右も左もわからずにここへ来た自分にとって、凄すごく美お味いしかったのを憶おぼえてます。多分、陛下はお召し上がりになったことがないと思いまして……」

「ほぉ。なるほど。思い出の味か。しかして、あの揚げ物はどういう心なのだ？」

　王様が興味深げに板長に尋ねる。

　あ、とんかつ……ていうか、なんでとんかつ？

「あれは、元々日本食ではないんです。日本という国以外のところから伝わったものが、独自に変化を遂げたものです」

　板長が説明する。あれ？　とんかつって日本食じゃないの？

「ああうん。そうよねー。とんかつって、元はコートレットだものね」

　珠たまがうんうんと納得したように頷うなずく。

「つか、コートレットって言葉、聞いたことがあるような気もするけど……なんだっけ？」

　俺は珠たまに尋ねた。そう、料理は食い専で、ちょっと疎うとい。

「カツレツ、って知ってるでしょ？」

「ああうん」

　あのトンカツみたいなヤツな。

「逆よ、逆。あっちが元で、本来は『コートレット』っていうフランス料理なの。肉に衣をまぶして焼いたり揚げ焼きしたり。『とんかつ』は作り方や材料を日本人好みに改良して、似て異なる料理にしたって感じ。凄すごく日本に馴な染じんじゃって、気付かない人もわりと多いけどね。というかもうほとんど日本料理」

　へぇ、なるほど。大衆向き日本食とか思って食べていたけど、そうなんだ。

　珠たまが「良く似た亜種がドイツ料理のシュニッツェルとかねー」と付け加えた。

「『日本食』だって別にはじめからあったわけじゃないのよね。調味料とか食材の加工とか、色々な国の料理から影響を受けて成立したのよ。そっかそっか、だから板長が必要以上に自分を責めることに違和感あったのかー」

　珠たまが何か納得している……が、俺にはよくわからない。

「よく考えてみたら、日本食も色々な国の料理の影響を受けている──それに気付いたんだ。料理文化の侵害などと言っていたら、あらゆる国の料理が発展してきた経緯と伝統を、否定することになるからね」

　しみじみ語る板長を、俺はボケーっとして眺めていた。

　なんか知らんが、何でも美う味まけりゃ正義ってこと？

「あらゆる文化と技術の伝でん播ぱと発展は、まぁ、そんなものなのかものぅ」

　王様が苦笑いをして、板長と宮廷料理人の親おや父じを見比べた。

　宮廷料理人の親おや父じがはっとした顔で、板長を見た。

　板長は、なにか吹っ切れた顔をしていた。

「イタチョー！」

　甲高い声が大会会場に響き渡る。

　少し離れた場所で見守っていたパカーナさんが、板長の側に駆け寄った。

　手と手を握り合っている。うわ、ベタだ。ベタな展開だ。

[image: ]

　宮廷料理人の親おや父じはというと、完全に取り残されている。

　凄すごく苦い顔してんな、親おや父じ。

　あ、パカーナさん泣いてる。親おや父じも貰もらい泣なきしてる。

　……あの顔が見られたんだから、まあ、いいか。




　そして、宮廷料理人の親おや父じ以上に取り残されていた俺たちはというと──

「話がまとまったみたいだけど……って、あれ？　よく考えたらわたしたち、何にもしてないよね？」

　珠たまが呆ぼう然ぜんと一連の流れを見ながら呟つぶやいた。

　うん、多分、俺ら、最初から全然必要なかったかも。

　でも、まあ。

「美う味まいが正義だったんだから、いいんじゃね？」

　一応、俺はそう返しておいた。
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　その後、王様の指示で宮廷料理の中で庶民に作れそうなレシピを記載した小冊子『あなたの家でも作れる宮廷料理』という本が出版されることになった。

　後にこの本が貸本屋や図書館で引っ張りだこの大ヒットをしたらしい。

　大会を通じて街に出回る日本食が実は日本食でないのも多く混じっている、というのが庶民に周知され、徐々に正しいレシピが出回るようになったとか。

　王様はいくつかの日本食を食べて「たまにはイタチョーを呼んで食わせてもらいたいものだ」と、度々板長を呼んで日本食を作ってもらうことになったらしい。

　板長はその後、宮廷料理人の親おや父じの娘、パカーナさんと結婚することになったそうだ。

　じゃあ、板長はあの頑固親おや父じに認められたのかといえば、別にそうでもなく、親おや父じは対抗心剝むき出だしで「ニホン食を上回る、更なる極みの料理を作ってやるわ!!」と張り切っている。




　──という、その後の諸もろ々もろの出来事を教えてくれたのは、微妙に外した人材を派遣してあの国を混乱させた元凶、駄女神ペディアだった。

　この世界に戻ってきた俺たちが忘れた頃にいきなり降臨して、その後がどうなったかというのを、さも自分の手柄のように得意げにベラベラと話してくれた。

『良かったですぅ──』

　ペディアは反省の欠片かけらもなく、ホクホクとしながら語った。




　そして、俺たちはというと。

　料理大会が終わって話がまとまった頃に、突然、元の世界のコンビニ前に戻された。

　あの女神、異世界に飛ばすのも突然だけど、戻すのも突然なんだな！

　辺りは暗くなっている。時計を見たら十八時。

　親には学校帰りに寄り道して帰ってきた、で通じる時間だったけど……微妙だ。




「──結局、わたしの調理技法知識フォルダは圧倒的火力不足で無双ならず、か……」

　ほぼひけらかす必要がなかったことに、珠たまはため息を吐く。

　でも、俺の知らん料理の解説にはなっていた。えらいえらい。

「まぁ、美う味まいもん食えたから良しと……」

　そう言いかけて俺は黙り込んだ。

　いやだって疲れたし。美う味まかったけど、疲れたし!!

　あの駄女神、なんで俺たちを飛ばしたのかと、小一時間、問いただしたい！

「知識フォルダー────あー、もういいわ……」

　呻うめくように珠たまが呟つぶやき、項垂うなだれる。こっちも相当来ているよな……

「しゃーない。あれは駄目神なんだからさ……」

　俺がそう言うと、雲の隙間から光が俺らの下に射さしてきた。

《駄目神じゃないもん！》

　なぜかお告げの如ごとく、心に直接女神の声が響き渡った。

「なんだよ、聞き耳立ててたのかよ!?　もうお前はこっちくんな！　バーカ!!」

　その声は、秋の夜空に空むなしく響き渡った──
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『──あのさあ、もうちょっと真面目にレベル上げしないの？』

　飛ばされてきたメッセージに『俺はヌルく遊ぶ派なんだよ』と返した。すると。

『平常通り乙』

　と珠たまの返信も秒で返ってきた。めちゃくちゃ早い。

　あらかじめ、どう答えられるのかを予測していたんじゃないかってくらいだ。

　まあ、期間だけ考えると腐れ縁レベルの長さだから、そう不思議でもないけど。

　俺と幼おさななじみの珠たまは、ここ一ヶ月ほどオンラインゲームを一緒にやっていた。

　ここのところお互いに異世界に呼ばれたりしていくうちに、なんとなくＲＰＧ話になって、なんとなく珠たまがプレイし始めたＭＭＯに参加することになっていた……んだけど。

　微妙にプレイスタイルが嚙かみ合あわないんだ。

　まあ、そりゃそうだよな、

　プレイ開始当初こそ、パーティー組んで地道にレベル上げとかやっていたけど、お互いにリアルで他にやることもあるわけで、いつも一緒ってわけにもいかない。

　となると、時間が合う人とパーティーを組んで遊ぶことが多くなっていくわけで。

　リアル生活で遅れたという言い訳なんか許さない！　と、レベル上げに専念するため、とにかくプレイ中は周回とかしまくっているガチ勢な珠たまと。

　珠たまと合わない時間にレベル差作るとなんか言われそうだから、ほどほどにメインクエストとは関わりなく街をふらついたりして、適当に遊んでいるエンジョイ勢な俺と。

　いつの間にやら、わかりあえない派閥にわかれてしまった俺たちだった。

　もっとも珠たまやこのゲームが長いフレンドに言わせると、ＭＭＯのガチ勢というのはリアルの事情なんかお構いなしにプレイに没頭しているような廃人連中のことだ……そうで。

　それに比べて学校に行ったり宿題やったりリア友と遊びにいったりしている珠たまは、ガチ勢というにはまだまだ甘い……とかなんとか。

　なにそれこわい。

　珠たまは遅れを取り戻すために真剣になっているけど、そこまで真剣にならなくてもいいんじゃないかな？

　俺の場合はリア友はいるが、その都合よりゲームの方を若干優先させてはいる。

　しかし結局、俺よりプレイ時間の少ない珠たまに合わせるためにゆるふわプレイに徹してたら、いつの間にか周回プレイとかがすっかり苦痛になってしまった。

　これはこれでダメな状態な気もするけど。

　ともあれ今の俺の目標は、そのうちに辺境に牧場を作ることだ。

『なんで牧場？』

『なんでって……癒やされるじゃないか』

　動物の動画とか見るの好きなんだよ。

『癒やされるの？　ていうか、あんたそんなに日常に疲れてるの？　大して友達いないのに』

『いきなり火の玉ストレート投げてくんなよお前！』

　いいのか!?　泣いちゃうぞ俺！

『まあいいけどー。それならそれで、お金必要なんじゃないの？』

　おっしゃる通り。

　だからこそ、今もこうして資金稼ぎ＆珠たまに付き合ってのレベル上げ目的で、久々に二人でモンスター退治にきているわけだ。

『けどまあ、別に焦あせっているわけでもないからな。その内できたらいいや、くらいの勢いで』

『そんなんだと、いつまでたっても資金貯たまらないでしょ』

『真面目だなあ珠たま』

『珠たま言うな。加か賀が美みって言え』

　その割に、アバターが猫耳の「たま」なのはなんなの？　自虐ネタ？

　ＭＭＯは自由度が高い。むしろ自由しかない。定期的に開催されるクエストは参加するのもしないのも自由だし。

　プレイヤーは変なチートツールを使ったりトラブルを起こしたりしなければ運営から怒られることも基本ない。

　しかし。やるからには徹底的にやるというのが珠たまだ。

　今まで俺のプレイスタイルに口出しはしてこなかったが、あまりにもぬるくだるだるにやっているのはイラっときていたらしく……。

『目標を立てたなら、ちゃんとそれに向かってプランを設計しなさいよ』

　おい、めちゃめちゃ真面目な説教が出たぞ。ゲームなのに。

『あんたが牧場を作りたいっていうのなら応援してあげるから、まず資金稼ぎを──』

　そんなところから始まって、バトルしながらチャットの会話が続く。俺は珠たまほどバトルを頑張ろうという気がしないので、どうしても珠たまの言いっぱなしになってしまう。

　そんな俺のことはおかまいなしで、珠たまはさらにヒートアップしていった。

『はあ？　なんでこんな牛って高いのよ！』

『これ結構課金しないと駄目じゃないの!?』

　お前みたいなカンのいい幼おさななじみは嫌いだよ。

　珠たまの言う通り、ＭＭＯにとってはマネーイズタイム。何をやるにしても、とにかく金と時間が必要になる。時間を圧縮しようとするとさらに金が必要になる。

　まあ別に無課金勢でも時間さえかければ、そんなに大した負担もなく同じことができるんだけどね。それは珠たまもわかっているはずなんだが……。

　珠たまさん、せっかちだからなあ。

　でも、俺だって真面目にやってなくもないんだし。

『ねえ智とも識のり。あんた、もうちょっと真面目にやんなさいよ！』

　おう。わざわざご忠告ありがとう。しかし、だな？

『真面目にやってるぞ？　もの凄く堅実で確実に、疲れないように！』

　そもそもからして、ゲームの楽しみ方は人それぞれだからなあ。

『真剣になってるからより楽しくなれるんじゃないの！　もっと熱くなりなさいよ！』

『熱すぎるだろ』

『でも──』

　そんなこんなで言い合いは続いた。

　その間も律りち儀ぎにバトルは続けてたし、わりと珠たまに合わせてると思うよ？　俺。

　二人してレベルが一つ上がる頃には、話している内容はいつの間にか「攻略に専念するか」「スローライフするか」の二者択一になっていた。

　いやいや、こんな数々のパーティーやギルドを解散に追い込んだ宗派争いなんか、結論出るわけないだろ。

　予想通りというか、俺と珠たまならいつも通りというか……。

　とにかくレベル上げ用の周回プレイとともに議論も続き、明日は日曜日だし、これは徹夜も必至かなと思いかけた頃に。

「ちょーどよかった」

　そんな、聞き覚えのありすぎる声が聞こえて。

　俺たちは、いつも通りに異世界にやってきていたわけだ。
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「……ちょうどいいって、どういうこと？」

　もはや、俺も珠たまもこの女神ペディアに唐突に召喚されたところでなんの驚きもない。

　召喚された場所は草原だったが、珠たまは軽く見渡してから自分の衣装が変わっているのにも特に何か疑問そうにするでもなく、さっさと女神に質問した。

　いや、やっぱその順応性はおかしい気がするぞ。

　俺の部屋着どこ行ったの？

「あのですね。お二人がさっきまでされていたゲーム、ありますよね？　この世界はあのゲームによく似た世界なんです。むしろ、ほぼそっくりというか」

「──はあ？」

　ゲームとそっくりな世界？

　なんだそれは……いや、ある意味定番ではあるけど、改めてそう言われてみると、なんというか、意味がわからん。

「なんでゲームとそっくりな異世界が存在するのかは、まあ聞いても無駄だし聞かないけど」

「はい！」

　皮肉だったのに元気いっぱいに答えられて、あからさまに顔をしかめる珠たま。

　俺も多分、似たような顔をしていたと思う。

　……そう言い切られてもアレだが……しかしまあ、ここで下手に詳細聞いて、今まででてこなかったような設定を後付けされても困るし……。

　まあいいか、ほっとこう。

「──で、今回は、何が起きたの？　ちょうどいいとかなんとか言ってたけど」

　俺と同じ結論に達したらしい珠たまの言葉で心配なことが再燃したのか、ペディアはいつも通りに切迫した涙目になった。

「あ、それ！　それなんですー！　さっきまでお二人がしていたようなことが、問題になってまして！」

　何？　何の話？

　俺たちがしていたって……ゲームの中で経験値稼ぎしながらチャットしてただけだけど。

「じゃなくて、会話の内容についてでしょ？」

　珠たまに意外と冷静に突っ込まれた。

「会話の内容は……確か、メインクエ進めるか、スローライフを満喫かっていう……？」

「そう！　そう！　それです！」

　女神はぐぐっとそこで溜ためて。

「勇者パーティーが結成されたのに、なんでかみんな田舎に行っちゃうんですぅぅぅ！」

　………………何それ？




　女神ペディアの話をまとめると。

　この世界は何百年か前に魔神王テヘペロスだかなんだかいうのが現れたことによって、生態系が壊されて魔物が人を襲うようになり、妖精が人と関わるようになって、あとまあ色々とあって物騒な世界になっているのだとかなんとか。

　……ほぼほぼ、俺たちがやってたゲームと同じだった。

　なんでそんな世界があるのかというのはやっぱり意味不明だったが、珠たまは「そういうものだと思うしかないんでしょ？」と割り切ったことを宣のたまってくれたので、俺もそれに倣ならう。

　そういうものならね。仕方ないよね。

　とはいえ、まったく同じというわけでもなく、この世界にはコンシューマＰＲＧでいうところの勇者──選ばれし者が存在していた。

「そういう特殊な職業、という解釈でいいの？」

「そんな感じです。それ以外はほぼゲームに準拠した職業です」

「準拠言うな」

　完全に設定じゃねえか。

　何ど処こまで本気なのかわからんが、まあとにかく女神ペディアが言うには、この世界にはＭＭＯ版にはいない職業「勇者」があって、その勇者になるのは、俺たちの世界から異世界に転生した者たちなのだとか。

「転生……転移ではなくて、転生、そういうのもあるんだな」

「はい。おなじみの、智とも識のりさんの考えているまさにそれです」

　おなじみとか言ったかお前。

　そりゃ確かに、色々な意味でそうだけど、今までそんなの出てこなかったじゃねーか。

　あっさり設定追加しやがったぞ、こいつ……。

　珠たまは落ち着いていた。

「まあ、いちいち引っかかると話が進まないし。そういうもんだと思っときなさい」

「お前、本当割り切り早いな……」

　俺はついていけません。

　いやまあ、今まで出てこなかっただけなんだろうけど。

「それが、さっきの話にどう繫つながるの？　勇者パーティーが結成されたのにって」

「ああっ、それなんですけど……こないだ派遣した勇者パーティー、どういうわけか人が定着しないんですよッ」

　定着しない？　なんでだよ。

「つ［人選ミス］」

「つ［女神のメガネが曇ってる］」

「同じ意味じゃないですかぁ！　違いますー！　人材は合ってるはずなんですよぉ」

　涙目になって言う女神。

「まあ、原因がわかればわたしらに泣きついたりもしないでしょうけど……」

「またどーせ、自分で墓穴掘って自分で埋まってるんだろ……」

「ひーん」

「……まあまあ、話してみなさいよ。ほら、鼻拭いて」




　女神ペディアが言うには、勇者パーティーはいくつかあるのだけど、一番有望だったはずのパーティーが、異常にメンバーの定着率が悪いのだとか。

「みんな途中でドロップアウトしちゃうんですよぉ！　それでなんか田舎生活とか始めちゃって！　意味不明です！」

　ああ、そういう風に繫つながるわけか。

　しかしなんだ？　今回のはまた変な話だなあ。

『勇者パーティーにひとが定着しなさすぎる問題』か。

　聞いてる限りだと、なんというか……。

「それ、今流は行やってる、スローライフものじゃないの？」

　あ、そのまんま言いやがった。

「そうかもしれません」

　おい、そこ肯定するの？

　女神ペディアはそこから突然、ゲザッっと土下座した。

「とにかくそういうわけで、お二人にはその、この原因を究明して解決してほしいんです！」

　毎度毎度、お気軽に土下座しやがる……。

　当然のことながら、女神ペディアのこの土下座アタックと、いやいやながらも内心そこそこ乗り気になっている珠たまの前では、俺に「だが断る」なんて選択肢が出てくるはずもなく。

　選択ウインドウが表示されるなら、そこにはきっと「はい」と「Yes」しかないんだろうな。

　おい神様、ちゃんとデバッグしろよ。

　とはいえ、まあ。

「わかったわかった」

　そういうことになった。
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　それで女神ペディアの導きによって勇者の仲間として旅立った俺たちだけど、とりあえずはその勇者の元仲間という人に会いに行くことになった。

　徒歩で。

　二日くらいかかるとか。

　オイオイオイ、俺ら死んだわ。

　ってか冗談じゃないぞ。この世界、魔物とか跋ばつ扈こするＲＰＧ系世界なんじゃ!?

「あ、お二人とも、ゲームをコンバートで転生する形で今回は来ていただいてますから」

「コンバート!?」

「さっきまで使用していたキャラの能力で戦えます」

「そういう設定、いつできたんだ!?」

「この世界では、特別に、そういうことが、できるんです」

　お前……。散々チート能力付与とか出し渋ったくせに、今回はそれかよ!?

「あー、なるほど。それでこの格好なんだ。あのキャラ、リアルにするとこんな感じの服になるんだ……すごいリアル！」

　珠たまさん、あんた順応早すぎない？　あと語彙力。

　とはいえ、俺の方もゲームキャラの能力が使えるといわれると、困惑よりも先にわくわくしてしまうというのは否定できない。

　色々と試して剣から斬撃波？　みたいなのが出てきた時は感動ものだった。

　珠たまも俺も大はしゃぎで草原で技を使いまくった。

　やばいこれ超楽しい。

　でも、その結果。

「まさか、レベル上げを直接、物理でするハメになるだなんて思ってなかったわね」

「まったくだ」

　レベルアップを知らせるファンファーレが鳴り、ステータスウインドウが空中に表示された。

　本当にゲームそのまんまだった。ていうかゲームそのものじゃないのこれ？

　まあ、楽しいしもうなんでもいいか。それにしても。

「よくできてるよなあ」

「ね」

　この時点では、俺たちにも余裕があった。

　というか、この最初の旅に関して言えば、終始余裕だった。

「いやー、楽しすぎるだろこの世界」

「ほんとほんと。野営も簡単で料理もスキル習得制で何でも調理できるっていう世界観が、こんなに便利だなんて。なんていうか……なんていうか、あれよ、ちょう！　たのしい！」

　おい、語彙力仕事しろ。

　とはいえ、俺も似たようなもんだった。

　何回か異世界に来ている俺たちだけど、こんなあからさまにＲＰＧっぽい剣と魔法のファンタジー世界は初めてで、しかもこうして変な能力がついてるってのはもしかして、ものすごいレアなのかもしれない。

　夢にまで見た異世界チート！　これは楽しむしかないって。

「ま、これがこの世界の平均的な職業ってことを考えたら、そんなにチートでもないんだろうけどね」

「それな」

　人間は贅ぜい沢たくだ。異世界の平均的な異能を楽しんだら、もっとこう「全人類の中で俺だけなぜか全魔法に適性９９９９９９でカンスト」とか、そういうのが欲しくなる生き物なのである。

「あー今すぐ全スキルマスタークラスにならないかなあ」

「業が深すぎるだろお前」

　五千兆円欲しい画像じゃないんだから、思ってもそのまま口に出すなよ。

　そこまでやらなくても、現実世界ではできないことがなんの努力もしないでできる、使えるってのは十分にチートだろうって思うんだけど。

「何を言うの智とも識のり、それは違うわ！」

「な、なんだよその口調」

「これはわたしたちが育て上げてきたキャラの力よ……チートなんかじゃない」

「お、おう。そうだな」

　珠たまは幾度かももう忘れたモンスターとの遭遇戦を鼻歌交じりでさっくり終わらせながら、俺に語りかけてくる。

　言行不一致もはなはだしい。

「……ああ！　もっと真剣にやっていたら、もっと強いスキルを身に付けていられたのに……」

　お前、そのキャラまだ続けんの？　ああ、でも。

「そういわれると確かに、俺ももっとレベル上げとかやっとけばよかったって思うな」

「でしょー？　やっぱり、ゲームは真剣にやるべきなのよ！　わかった？」

「死体蹴りしないでくれよ……はいはい、何でも知ってる珠たまさんすごいすごい」

「何でもは知らないわよ」

「それ以上言うなよ？　絶対だぞ？」

　そんなふうに言いながらも、やっぱり俺たちは顔を見合わせ笑いあっていた。

　ああ、本当楽しい。

　端はなから失敗している異世界を何とかする……とか、理不尽だと思っていたけど、こういうボーナスがあるならたまにならやっていいなって思う。もちろん命がかかるようなバトルはごめんだけど、今のところは俺たちが育て上げていたキャラたちの力で余裕で勝てるし。

　ああ、うん。

　わかってる。

　どうせ後々、ろくな展開にならないってのは予測済みだ。

　だけどまあ、そういうのも織り込み済みで──。

　二日ほどの冒険の旅を思う存分満喫した俺と珠たまは、一番手近な元勇者パーティーメンバーの戦士職で今は村の薬師をやっているハリオンさんの家を訪ねたのだった。




　　　４




　ハリオン・レグネードという人物は、勇者パーティーの中でも屈指の実力者で、比較的長くパーティーで勇者を補佐していた人物──だった。

　冒険者現役時代は身の丈程度の短槍使いで、対人、対モンスター戦闘でも隙なくそつなくこなし、その上でサブスキルともいうような補助系の技能まで持っている。

　パーティーに一人いたらすげえ便利なタイプの人だ。

「だから元戦士なのに薬師なんてやってるんだ」

「まあ、スローライフとなったら薬師とか治療術師だものね」

　なんの話だよ。いや、わかるけど。

「女神検索情報だと、鍛冶スキルとか料理スキルもあるみたいね。その中で薬師を選んだのは、元手が比較的にかからなくて、かつ目立たないように地味な生活をするのならそういう職業が好ましい……という選択なんでしょうね」

　なるほど……　そういわれると、とても合理的な気がする。

　やっぱり、いろいろと考えられているんだなあ。

　それでまあ、村についてから俺たちが真っ先にやったことは、女神情報には書かれていないハリオン氏の人物を調べるため、村人から話を聞くということだった。

　直接話を聞いても答えてくれないかもしれないし、とにかく情報はあるにこしたことはない。

　それでまあ、色々と聞いてみたんだけど……。

　これが結構、難航した。

　当たり前の話で、ゲームなら通りがかりに話しかければそれなりのリアクションはあるし、なにか答えてくれるものだけど、ここはゲームそっくりの世界ではあっても、住んでいる人ひと達たちは当たり前だけど生きた本物の人間なんだよな。

　見慣れないよそ者からフレンドリーに話しかけてこられても、ＮＰＣと違って簡単に受けごたえしてくれるはずもない。




「え？　ハリオン？　そんな人知らないよ！　あんたら誰!?」

「あ、すみません……失礼します……」




「……（無言の圧力）」

「いや、あの、ごめんなさい……」




　……こんな嫌なリアルいらない。

　普通のオタク×２にはハードルが高すぎる。

　さっきみたいに反応してくれるならまだいい方。

　結局半日くらい声をかけてまわって、大半に無視された。

　一番役に立った情報が、恐こわそうなおじさんの「ハリオン？　あの薬師はそんな名前じゃない」だっていうんだから、状況をお察しいただきたい。




「……やっとね……」

「ああ……めちゃめちゃしんどかったな、精神的な意味で」

　なんとか住居を突きとめた俺たちは、遠くからハリオン氏の生活を観察していた。

　と言っても、田舎生活をしている人間の活動なんだから単調なものだった。

　ハリオン氏と思おぼしき人が、村外れにある小さな一軒家を修理して作った『薬屋』で店番をしながら、すぐ裏手にある十坪くらいの家庭菜園で時折に水をやったり雑草を抜いたりしに行っている。

　扉とかを開けっ放しにしているのは、貴重なものが店の中にないからだろうか。

　不用心だなあ。そのへんはさすがにファンタジー世界……っていうか、田舎っぽい。

　菜園には野菜のようなものも見えたが、主に薬草を作っているというのはすぐにわかった。

　何本か抜いて店の中に持ち込むと、その場で煎じたりしているのが外側から見えたからだ。

　それから日が沈むまでに店番をやっていて、客はほとんどこなかった。

　ちゃんとやっていけてるのかな……。

　いや、俺が心配することじゃないけど。

　ハリオン氏は「今日はここまで」と扉を閉めると、菜園から薬草を採取して裏口と菜園をいったりきたりし出した。どうやら仕事の本番はここかららしい。

　多分、本格的な調合を行うところが奥にあるのかなというのは珠たまの推測。

　それが終わったら薪をガンガンと割り出した。これもまた手慣れたものだった。

　どうもこの世界にも風ふ呂ろの習慣があるらしく、その薪で風ふ呂ろの湯を炊くつもりなんだろう。
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　俺たちはこれで彼の仕事が終わったということにして、一旦、村で宿をとることにした。

「とりあえず、わかったことは三つ」

「ふむ？」

　村で数少ない宿屋兼酒場の一階のテーブル席で相向かいに座り、珠たまは情報を整理する。

「ひとつめ、ハリオンさんはこの村では別の名前を名乗っている」

「まあ、元冒険者のハリオンって有名人らしいからな」

　スローライフものの定番ね、と付け加える珠たま。

　そうだけど、それは別にいわなくていいじゃないか。

「ふたつめ。ハリオンさんはそれなりに慕われている」

「優秀な元冒険者で薬師で性格もいいなんて人だから、そりゃ村人にも慕われるだろうな」

　これで田舎の村にありがちな、閉鎖的な人間関係に追い詰められている……とかいう展開は本当に本気で誰得なんで、勘弁して欲しい。そんなでなくて、本当によかった。

「それからみっつめ──」

「うん」

「田舎のスローライフってのも、やっぱり大変だってことね」

「ああ……それは思ったな」

　小説で読んでる分には、薬師とか医者とか治療術師とか、冒険するよりは楽そう、とか思ってたけど、実際見てみたら全然そんなことなかった。なめてました。すいません。

　菜園の管理も大変そうだし、そのコストにみあった収入があればいいんだけど。

「見てる限り、そんなに客も入ってこなかったけど……」

「村の人ひと達たちに慕われる程度には、売れてるんじゃない？」

　そりゃあ、そうだろうけどさ。

「けどまあ、開けっ放しで問題ないくらいには客もこないと考えたほうがいいのかしらね。薬草を管理するのも一人でやれる程度の規模ってのもあるだろうけど、店番を置かないのは人件費の都合かしら」

「世知辛いなあ……」

「まあ、これがお約束の展開なら、そのうち昔の仲間とか過去を知る誰かとかがやってきて、仲良く同居生活が始まるんだけど。奴隷になっている女の子を救うとかでも可よ」

「ああ、そういうの……まあ、あるといいな」

　この世界、あのゲームと同じ設定なら奴隷制とかない世界観だけど。

「それはさておき、よ。やっぱり、田舎生活だろうとも、むしろ、だからこそ真剣に真面目にやんないといけないって思うのよ」

「そうだなあ……」

　スローライフって言うとのんきな生活ってなイメージがわくけど。

　確かにそういう部分もあるだろうけど、それは都会の生活との対比みたいなもので、実際はどこでどんな生活をするにしたって、それなりの苦労がついてまわる。

　当たり前の話だった。

「ゲームだったら、簡単なんだけどな」

「ゲームならね。究極、牧場作ろうとなんだろうと、利益を出す必要ないものね」

　だよなあ。

「あと、牛とか羊だって、ただ草を食べさせればいいってだけじゃないものね。生き物を管理するって大変なのよね。食肉にするのも簡単じゃないし」

「ゲームだったら、簡単なんだけどな……って、いかん。せっかくゲームっぽい世界に入ったはずなのに、湿っぽい話になってきた」

「ゲームっぽい世界だったら気楽だと思った？」

　残念！　生活はリアルそのものでした！　って、やめよう。それ以上いけない。

「思ってたスローライフ世界じゃなくて残念だったわね」

「まあ、こうやって目の前で田舎生活を見たらさあ……」

　ぶっちゃけめちゃくちゃ大変そうなんだもん。

「まあ、何週間か、何日か、ちょっと滞在するくらいだったらいいんでしょうけどね」

　ちょっと見学（？）しただけでも、基本的に肉体労働だってのがわかる。店番半分の薬屋さんであんなのだ。

　農家の人ひと達たちとか本当に大変だと思う。

「まあ、わたしたちの世界だと機械化が進んでいるから、あんたがイメージするほどのものじゃないと思うけどね。この世界だって、案外魔法でどうにかしているかもしれないわよ？　……あああと、よっつめ」

「おい」

　何？　まさかのときのスペイン裁判？

「今、気付いたのよ」

「ああ、そう。それで、なんだ？」

　珠たまは周囲を窺うかがうような様子で続ける。

「わかったことというか、今まさにわかったことだけど……そんな村人に慕われている人のことを嗅ぎ回っていたら──あ、う」

　どうしたの？

「……御注進にいく人間の一人や二人くらいいるわよねってこと……」

　そりゃそうだが、なんでそんなビビってんの、珠たまさん？

「……そういうことは、聞き回る前に気付いておくべきだったな」

　…………。

　頭上からかかった声に、恐る恐る振り返る。

　小さなあごひげを生やした、さっぱりした風貌のおっさんがそこに怖い顔をして立っていた。

　例のハリオン氏だった。

　しまった。

「俺たちのことを聞いて回っているという話だが──お前たち、何者だ？」

　小さく、低くくぐもった声だった。ヤバイ。怒ってる……!?

　下手なことを言えば、殺されるんじゃないか？　いや、いきなりそんなことをされるはずもないはず……だけど、この世界は剣と魔法の異世界だし……。

　正直、迂う闊かつすぎた。どういう事情があって勇者パーティーを抜けたのかはわからないにせよ、こうして田舎で隠れ住んでいるという以上、人に知られたくないと思っているのは当然じゃないか……！

　いい人だっていう事前情報もあてにならない。どんな人だって身の回りをこそこそ探られたら不快になる。

　緊張で顔いっぱいに汗が浮かぶのがわかる。

　ぶっちゃけこの世界にきて、初めてモンスターと戦ったときより、ずっと怖い。

　珠たまはというと、予期せぬ事態に遭遇して、完全に凍り付いているのがわかった。

　車の前に飛び出した猫みたいになってる──まずい。

　この状況は俺でも焦るけど……仕方ない。

　俺は一息にカップの中身をぐいと呷あおると、テーブルの上においた。

「……俺たちは、勇者パーティーの調査をしている」

　ストレートに言った。この期に及んで誤魔化しは効かないだろ？

「勇者パーティー……だと？　それは、王国から、あるいは神殿からか……もしや、勇者殿から直接頼まれて……」

　今度は、ハリオンさんの方が緊張と恐怖に襲われているようだった。

　よし、ちょっと気楽になった。

　ハリオンさんはやがて周囲を見渡してから「あんたたち、二人だけか？」と聞いてくる。

「ここに来ているのはな」

　俺はカップを持ち上げてカウンター席へ向いた。

「おっちゃーん、ミルクをもういっぱい」

　そう明るい声で注文する。

　ちなみに、珠たまのカップに入っているのもミルクだ。

　冒険者の宿で飲む酒というのにも憧れていたんだけど、ここの宿に入る前にペディア（音声出演）に「未成年はアルコール類の摂取は禁止ですから」と申し渡されていた。

　困ったことがあれば異世界に高校生を召喚する横紙破りをやらかすくせに、なんでそんなところはお硬いのか……融通が利きかないクソ女神だな。

「ここに来ているのは、ということは……当然、他にも仲間はいるということか」

「いるよ。当然だろ？」

　とっさに言ってみた。

　他の仲間ってのが、あのペディアなのがなんともいえないが。

　とはいえ仲間が他にいるとなれば、ここで俺たちを始末したところで意味はない。

　ハリオンさんも、俺たちを消せば逃亡するのに時間は稼げるかもしれないが、今すぐこの場でなんてのはさすがにできないだろう。

　珠は相手の様子が変わったことで多少、落ち着いたようだ。今は肩の力が抜けている。

　ハリオン氏は少し思案顔をしてから俺の後ろから隣の席に移動して、俺たちと同じテーブルについた。

「……最初に言っておくが、俺はもう、あのパーティーには帰らないぞ」

　断固たる意思を感じさせる声と口調だった。

　あ、どう頼んでもダメなやつだこれ。

　それこそあの駄目女神がケツのはみ出る土下座をしようとも決意を翻ひるがえすことはないだろう、そう思わせるものだった。いや、俺もあの土下座で心が変わったこととかないけどさ。

　俺は鷹おう揚ように頷うなずいてみせた。

「俺たちは、ただの調査だから」

「何ど処こから来た？」

　ハリオンさんは、そう言ってからこちらもカウンターに「ジンジャーエールを」と注文する。

「改めてよく見れば、駆け出しの冒険者装備だな。いいところ、レベル10とか、そこらだろう。その程度の者に調査をさせるとは思えない」

　うわ、ちょっと見ただけでそんなことまでわかるのか!?

　さすがに勇者パーティーに長年いたという、熟練の冒険者というだけある。

　ちなみに俺がレベル11で、珠たまが９だ。

　なんだかんだ、プレイ時間の長さがレベルの高さに比例するのがＭＭＯＲＰＧというもので、俺は基本的にエンジョイ勢で珠たまのレベル上げに付き合う以外はクエストに参加しないけど、それでもフレンドに頼まれてちょっとモンスター退治に行くことがないでもなく……。

　その結果として珠たまより高いレベルになっていたわけだ。

　もしかしたら、珠たまが真剣にレベル上げしろとかそういうことを言うのには、そういう理由もあるかもしれない。

　負けず嫌いだからなあ、珠たまさん。

「レベル11だと、調査には足りないか？」

「俺がどういう理由でパーティーから抜けて、王国にも帰らずに隠いん遁とん生活をしているかはわからんだろうが、もしも何やらよからぬことを考えている可能性を考慮すれば、最低限、レベル70以上の人間を派遣するだろう」

　最低限で70？

　すげえな。この人、一体どれくらい強いんだ!?

　レベル70って、ゲームと同じ基準なら、職業と装備次第でソロでレッドドラゴンとか狩れちゃうレベルだぞ。

　相当にやり込んでないと到達できないレベルじゃないか。

　いやま、ゲームの方ならサービス開始から長いから、わりと80くらいの連中がゴロゴロいたりもするけど。

　女神情報ではハリオン氏は確か82とかあったけど、それはパーティーから抜けたばかりのことで、だいぶん前のことだ。

　今はもっとレベルを上げてたとしてもなんら不思議ではない。

「──それで、何ど処こから派遣されてきた？　どういうルートで俺の居場所を突き止めた？」

　そうだよね。それ気になるよね。

　名前を変えて、過去もなかったことにして隠れて住んでいるんだもの。

　なのに調査されてしかも見つかったとなったら、どういう事情があるとか確認したくなるのが人情だろう。もしもこの村から立ち去るにしても、そういうことを知っておかないとまた同じように見つかるかもしれないんだし。

　……なんか、素直に謝った方がいい気がしてきた。

　けど、どう説明したものか。

　俺たちがこの村にハリオンさんがいることを知っていたのは、女神ペディアのよくわからん能力で居場所が特定できたというだけだ。

『この村にいるらしいんですよ』

　としか説明しなかったから、もしかしたら能力とか関係なくて別のルートがあるのかもしれないけど、今それを確認することなんてできやしない。

　なにか適当な噓うそをいうべきか？

　だけど、この人、凄すごい観察眼がある人だもんな……すぐに見抜かれるんじゃないか？

　俺がそう迷ったが、もういまさらだ。

「女神ペディアから──で、通じるか？」

「女神ペディア！　あの暗黒の創造神ペディアか！」

　……えっ？
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　何？

　暗黒で創造神？

　なんか変じゃない？

　あの女神ペディアにおかしな異名がつけられているのは今更だが、なんか腑ふに落ちない。

「……お前たちも知っているはずだ。この世界を創造した偉大なる一柱にして、暗黒を司つかさどる女神ペディアのことを」

　いえ、全然知りません。

「わたしたちが知ってるのは、叡えい智ち……知識……豆知識を司つかさどるとか？」

　珠たまはなにかうんざりしてる口調だった。

「叡えい智ちに、知識か。確かに全知にしてこの世界に騒乱を巻き起こす女神であるから、叡えい智ちの女神と言えなくもないが……」

「……どういうことだ？」

　つい、目の前のハリオンさんの言葉を聞いて珠たまに聞いてしまった。

「……多分だけど。ぺディアがこの世界に送り込んできた勇者候補……もしかしたら他の転生者たちに、知識で無双するタイプはあんまりいなかったってことじゃない？　または、こんな力こそパワーな世界だと、上う手まく知識を活いかせなかったか──そんなところか」

「ああ、なるほど」

「……それか、場当たり的に適当な人間を送り込んでいるだけ、とか……」

「うわあ……」

　けど、そういわれても否定し切れない。迷惑すぎるけど、いかにもありそう。

　どうせ、検索で引っかかった奴やつを放り込んでるだけなんだし。

「もしや、お前たちも勇者殿と同じく女神の意を受けし者なのか？」

　俺たちのやりとりからそこまで察したらしく、ハリオンさんは驚きと、そして何ど処こか同情するような顔をした。

「それならば、俺がここにいることを知ることができたのも理解できる……」

「まあ……女神は知識は司つかさどっていても、全知ってほどではないみたいだから、あなたがどういう理由で勇者パーティーを抜けたのか、そういうことまでは把握していないそうだけど」

　だから、調査にきたのだと告げると。

　ハリオンさんは、それこそ深刻そうに苦悩に顔を歪ゆがませ、ちょうど届いたジンジャーエールのカップを手にとってひとあおぎに飲み干した。

　そして立ち上がり。

「それについては、話したくない」

「あの、ハリオンさん？」

「──この村では、オリオンで通っている。勇者殿から以前に伺ったが、弓の名手なんだそうだな。その名にあやかった」

　あんた槍やり使づかいだったんじゃないの？

　そういうツッコミをする余裕もなく、ハリオンことオリオンさんは、俺たちのテーブルから離れてカウンターに向かった。

「ここは俺が払っておくよ。だから、もうここには来るな。冒険者であっても、子供がくるようなところじゃないしな。酒場のない宿がこの村に一軒ある。そこで駄目なら、俺の家に泊めてやるさ」

　もちろん、パーティーを離れた理由は話さないがな……そう言い残して立ち去っていく。

　……こういう時に考えるのは場違いだろうとは思うけど。

　俺も珠たまも、その振る舞いの様になっているのを見送りつつ、ついつい。

「「かっこいい……」」

　なんて口にしていた。




「──どう思う？」

　風ふ呂ろから上がって部屋に入るなり、珠たまにそう言われた。

　ハリオンさんの忠告通り、この村にもう一軒だけある宿屋に部屋が二つ空いていたのでそちらに泊まることにした俺たちは、さっさと風ふ呂ろに入って、俺の部屋で会議をすることにした。

　会議と言っても、立ちっぱなしでちょっと話す程度のことだけど。

　ちょっといいにおいとか、思ってないですけど。ほんとだよ。ほんとほんと。

「どうって、ハリオンさんのことだよな？」

「他にないでしょ？　実際会ってみた印象は？」

「……なんつーか、渋くて、いかにも有能そうな人で、実際に有能なんだろうな。多分、女神情報に載っているのは全部本当だと思う」

　それくらいの見当は俺にだってつく。

　つまりは数々のスキルを有する高レベル冒険者で、勇者パーティーでも初期メンバーで長く務めていた……人望も実力もあるという、非の打ち所がないというおじさんだ。

　完全にイケオジである。下手したら惚ほれてしまうわ。

「そんなおじさまがパーティーを抜けてこんなところで隠居している理由……これがスローライフものなら、勇者パーティーのレベルについていけなくなったからとか──」

「それはないと思う」

　この世界がゲームと何ど処こまで同じなのかはわからないけど、同じとすると、82というのはかなり高い。それにジョブの違いによってレベル上げが困難になるというのもなかったはず。

「勇者と引き離すために、パーティーの誰かに嫌がらせされたとか？」

「追放な。そういうパターンもあるか。けど女神情報だと、初期メンバーどころか今まで一人も定着していないんだろ？」

　となると、勇者自身に問題があると考えるのが妥当かな？

　そういうと、珠たまは笑う。

「わかんないわよ？　もしかしたらハリオンおじさま、『実力以上にメンバーとの調整能力とか事務能力に優れている』なんてタイプかもしれないわよ。その調整がなくなったせいで、ハリオンおじさまを追い出した者も含めてパーティーが大混乱、とかだったりして」

「まあ、そういうのもあるよな……けど女神情報だと、ハリオンさんが在籍していた頃から出入りが激しかったみたいだぞ」

　あとなんだよ、おじさまって。俺も呼ぼうかな。

　珠たまは「そうなのよねえ」と首をひねる。

「あと、それと、おじさまを追い出した誰かがいたというのもなさそうね。おじさまがいなくなった後も入れ替わりが激しくて、その、さっきもあんたがいったけど、誰も定着していないのよねえ」

「そうなるとやっぱり、問題はおじさまの方じゃなくて、勇者──ってことになるか？」

「……ま、念のために可能性を潰していったけど、やっぱりそう考えた方がいいのかしらね」

　だけど問題って言ってもなあ。

　自分で言い出しといてなんだけど、あまりにも漠然としすぎてるよな。

「えーと……勇者の性格が悪くてついていけなくなったとか？」

「それが一番ありそうだけど」

　なにせあの知識だけしかない女神ペディアに選ばれた人物だぞ。

　とんでもない奴やつかもしれない。

　……こういうと盛大なブーメランになりかねないが、あの女神の選考基準はよくわからないし、絶対問題がある気がする。

　珠たまも同意しながら、「ただ……」と腕を組んで眉根を寄せた。

「だけど、今の名前は勇者から聞いた話が元ネタなんだって言ってたわよ」

「あ────そうか」

　オリオンはギリシャ神話に登場する狩人かりゆうどで、星座にもなっている。俺だって知っている。

　なんで槍やり使づかいなのにその名前を名乗っているのかは……まあ、単に元の名前と似ているからくらいの理由かもしれない。だが。

　それが嫌いな相手から聞いたことなら、名前を名乗るごとにその人物のことを思い出してしまうだろうなって思う。嫌いな相手に、そんなことするか？

「勇者殿、なんて言ってたし、やっぱり嫌っていないと考えた方がいいと思う」

　微妙に自信なさげではあるけど、まあ大体同意だ。

　俺もなんとなくだがハリオンさんの心情は把握できている。

　しかし実力が足りないのでもなく、誰か嫌なやつがいるのでもなく、勇者自身には嫌われる要素もない？

「最後のは保留だけどね」

「保留か」

「わたしの見立てが間違っているかもしれないわけだし……」




《何やってるんですかあ!?》




　天井から声がふりかかったかと思うと、女神ペディアが現れた。

　なんかもう慣れてきたな。

「せっかく会うことができたんですから！　ちゃんと理由とか問いただしましょうよ！　こんなところでうだうだ話し合っているより、それが一番確実！　です！」

「ぐぬぬ……」

　珍しく正論だ。

　この女神に正論を言われてやり込められるとか、絶対ありえないと思っていたのに……！

　なんかすげェ悔しい……！

　珠たまはだけど、盛大にため息いきを吐いた。

「じゃああんたが聞いてきなさいよ」

　それもそうだった。

「ええ……それは禁則事項なので」

「都合いいわねえ。あのね、気軽にいってくれるけど、あのハリオンおじさま、かなりの冒険者だったんでしょ？」

「そうですよー」

「実力も人格も兼ね備えた冒険者だったなんて人だから、メンタルもかなり強いわよね、そんな人があんな辛つらそうな顔をして言いたくないっていうからには、簡単には口を割ってくれないと思うんだけど？」

　それはたしかに、そうだ。

「それもそうですけど……」

　そっちもあっさり認めちゃいますか。お前何しに出てきたんだ。

「確かに、ペディアの言う通り、うだうだ考えるよりも直接話を聞いた方が早いけど、言いたくないって決めている人がちゃんと話してくれるかっていうとなあ」

　俺も何か意見を言いたかったが、特に何も浮かばないので、二人の言葉をまとめてそれらしく現状を整理した風に言ってみた。

　言われたことを反復するだけでも、なんかそれっぽく聞こえるよな。

「まあ、ここで考えても答えは出ないのも確かだし、明日改めてハリオンおじさまの家を訪ねることにして……近所に、他の元メンバーとかいないの？」

　そうだ。ハリオン氏がだめだった時のことは考えておかないといけない。

　女神ペディアは少し考えるようにして。

「いますよ。ここから半日歩いたところから川を下って船便で三時間でつく小さな町があって、そこに二人。そこから馬車で三日でつく集落に一人。そこから──」

「ちょっと待って、マップ出して確認するから」

　珠たまはそう言ってウインドウを空中で表示させ、「ここからこうで、こう……」と確認していく。

　慣れてきたけど、これも便利だよな……いや、別にスマホがあればできるか。

　あー、この村もそうだけど、次の町もその次の集落も、ゲームで一度も来たことないな。

「どこもかなり田舎ね」

「だーかーらー、みんな田舎にこもってスローライフしちゃうんですって！」

　ぷんぷん、と偉そうに言う女神ペディア。

　そりゃ確かに、最初にそう聞いていたけど、こうして地図で確認すると、本当に辺境っていうか、田舎というにふさわしいところばかりだな。

　次の町が一番マシだけど、それでもかなり小さい。

　ペディアの補足によると、故郷に帰ったという人間もいないではないけど、大方がこうやって田舎に引きこもってしまっているのだとか。

「どういうことなのかしらね。みんな冒険者をやめて田舎暮らし始めちゃうだなんてね」

「ですから、それが知りたいんですよぉ！」

「そうなんだけど……」

　いつになく歯切れが悪いというか、なんだか珠たまは今日、この村でハリオンさんと話してから、少し様子が変だ。なんだかいつもと違って乗り気じゃなさそうに見える。

「なんだかね、嫌な予感がするのよね……」

　奇遇だな。

　俺もだよ。
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「──勇者殿は、何も悪くない」

　翌日の朝、近所の店で適当に手土産を買ってからハリオンさんこと薬師オリオンさんの店に二人で向かった。

　待ち構えるように開店準備をしていたので、挨拶をしてからそこそこに俺たちの推理というか、妄想？

　まあなんでもいいや。とにかく考えたことを話してみた。

　つまり、勇者になにか問題があるからパーティーが維持できなくなった、あるいは離脱したんじゃないかって。

　それに対しての答えが今のだ。

「勇者殿は、本当に、何も、悪くない……」

　改めて、言葉を区切り区切り、嚙かみしめるように再び言うハリオンさん。

　なんかすいません。

「悪くない、ですか……」

　珠たまは顔をしかめた。何か考えているんだろうけど、何を考えているかわからない。いや多分、頭の中に浮かんでいるのは今まで読んできたこの手の話のあらすじなんだろうと思う。

　この手の話は結構流は行やっては沈み、また流は行やってを繰り返して、バリエーションはいくつもあるのだけど、どうにもこうにも、それの中でハリオンさんの場合に該当するものがあるとも思えなかった。

「本当に、これだけは誤解しないで欲しい。勇者殿は悪くない。彼は自分の使命を果たすために、全力を尽くしている立派な、尊敬できる人だ。俺以外の者たちも、みんなそういうだろう。彼は、何も悪くないのだと」

　繰り返し、勇者殿は悪くないというハリオンさん。

　おいおい、なんだか、洗脳されている人みたいなこと言い出したぞ……。

「では、言い方を変えます」と珠たまは前置きしてから。

「悪くないのに、パーティーは維持できない……それはつまり、問題はあるってことですか？」

「それは────」

　ハリオン氏は瞠どう目もくし、それから力なく首を振った。

「俺の口からは、これ以上は言えない」

「そうですか」

　あんまりにも力なくうなだれている様子に、珠たまもこれ以上追及する気にはなれなかったらしい。俺も、そうだ。これ以上なにかを問いただすのは酷だろうって思うよ。

　しかし、そうなると、俺たちはこれからどうすればいいのか。

「とりあえず、次の町にいきましょうか」

「それしかない、よなあ」

「……そうか。って、待ってくれ。お前たち二人はこの村に昨日着いたんだよな？」

　ハリオンさんに尋ねられて「そうですがなにか？」と珠たまはそっけなく答える。とっとと次の町に行かねばと気が急せいているのがありありとわかる。

　切り替え早いなあ……。

　こいつはとにかく、目的を据えるとそこまで全力で向かっていく猪ちよ突とつ猛進さがあるのだ。場合によっては空回りしているけど。

　それに今回は、こいつなりの優しさかもしれない。

　だが、ハリオン氏はそんな俺たちを他よ所そに、焦あせった顔で言った。

「いくらなんでも、それは強行軍すぎないか？」

「そう言われると……」

「そんな気も、するけど……」

　俺たちは顔を見合わせた。

　実際のところ、俺たちはそんなに疲労を感じていない。

　そんなにどころか、ほとんど感じてない。

　慣れない徒歩での旅、しかもモンスターといつ遭遇するかわからない状態で、野宿を二日という、考えるほどに最悪のコンディションだが、どうにもこの身体からだはゲームキャラがコンバートされたものだけあって、疲労というのがないっぽい。

　パラメーターにそういう項目がないといえばそれまでだが、どうにもリアルとも微妙に違う……冒険をしているというリアリティがあまり感じられない、そんな感じだった。

　いつもの異世界転移と違うからなのか、そこらあたりはよくわからない。

　女神ペディアに質問してまたなんか変な設定を後付けされても、その……困るしな。

「もう一日くらい休んでいった方がいいと思うが……俺のところなら、何日でも泊まっていけばいいぞ」

　その申し出はありがたいけど。

　丁寧に頭を下げて、断った。

　俺たちにも、女神からの使命があるから──と言うと、ハリオンさんは「そうか」と深く息を吐いて納得してくれた。

「もしもまた、ここに寄ることがあれば、何日でも泊まってくれても構わないんだよ」

　最後には優しい声で、そう申し出てくれた。

　いい人だなあ……やっぱり、この人に問題があるわけないよなあ。

「とにかく、情報を集めないとね」

　そういうわけで、珠たまと俺は村を離れて次の町に向かったのだが──




　結論から言うと、川べりの町に住む元冒険者で召喚術師と魔術師だった、鍛冶屋を営む二人の少女、リリとシスティーナはハリオンさんとまったく同じ反応だった。

「……勇者様は、何も悪くありません」

「ない。ないよ。勇者サマは何も悪くない。ないから」

　ちなみに経理と鍛冶の実務をそれぞれ担当しているそうだ。

　二人の答えに俺たちは顔を見合わせ、仕方なく次の集落に向かった。




　小さな小さな集落で治療術師を営んでいるのは元冒険者で聖人（！）のコーラル師。ハーフエルフで神官で中性という、色んな意味で属性過多な人だったが。

「勇者は、悪くない……」

「………………」

「………………」

　なんだか、気持ち悪くなってきたぞ!?




　その次は草原に一軒家を建てて山や羊ぎを飼いながら畑を耕している、元冒険者で戦士だったロード・バリオル。ロードというだけあって元々は王族だったそうだ。

「勇者は、何も、悪く、ない」

「………………」

「………………」

　次行こうか、次。
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　……その後は、敢あえて語らない方がいいかもしれない。

　俺たちは結局その後、十三人の元勇者パーティーの元冒険者たちを訪ねたが、全員が全員、ほぼ同じ反応だった。

　元の職業も、性別も、種族さえも違うっていうのに、揃そろっていうことは同じ。

「勇者は悪くない」

　だ。

　なんぞこれ!?

　気持ち悪いを通り越して怖くなってきたわ！　マジで！

「なんなのよ！　なんなのよ！　なんなのよみんな！」

　さすがに珠たまも切れた。

　むしろ、今回はよく我慢してたなあって感じではあったが。

　南部辺境にいる元冒険者たちはわりと近い距離に住んでいたということもあって、ついつい回れるだけ回ってしまったが、全員が全員こんなだとは思ってなかったんだろう。

　ペディアが、いい加減にじれったそうな顔をして、嫌味な口調でいってくれた。

「北部辺境に、まだ七人いますけど」

「──もういいわ」

　珠たまの声は据わっていた。

「もう我慢できないわ！　その問題の、勇者サマとやらに直接会って話聞いてみようじゃないの！」

「そうですねー。いい加減、お二人のレベルも30超えちゃいましたしね。勇者パーティーに入りたいっていえば、入れてくれると思いますよ」

　あ、このくらいのレベルで入れるんだ。

　わりとハードル低いんだな。

　俺たちの旅も結構長くなって、次第にストレスが溜たまりまくった珠たまはついには自分からモンスターの群れを狩り出すようになり、いつの間にか結構レベルが上がっていた。

　この世界のモンスターはゲームみたいに消えたりはしないけど、それでも倒されたらたまに口からアイテムをドロップすることもあり、ダブったら町でそれを売ったりして、そのお金で装備もいつの間にか充実してきてもいる。

　なんだかんだ言って、冒険を楽しんでいる俺たちである。

　それでもレベル30……俺たちのやってたゲームでは、まだ中堅になったかな？　程度だから、勇者パーティーなんて大仰なものに加われるとも思っていなかったが。

「以前はレベル50以上って縛りをかけてたんですけど、次々とパーティーから人がいなくなっちゃうんでハードル下げたんですよ」

「えー……」

　それはそれで、なんだか不安になるな。

「まあこの勇者は、人手が足りない分を一人でどうにか補えるくらい強いんですけどね」

　ドヤアと胸を張る女神。

「なんであんたがそんなにエラそうにするのよ」

「えー、だって、私が派遣した勇者ですしー。私が選んだ勇者が活躍しているってことは、つまりは私が活躍しているようなものでしょー？」

「師の師なら師も同然とか、そんな感じだな……」

　俺が呆あきれて言うと、女神はこちらも不思議そうな顔をした。
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「前から思っていたんですが、智とも識のりさん、たまにネタが古くないですか……？」

　ほっとけよ！

　っていうか、わかるのかよ！　わかるのか！　そりゃ知識の女神だもんな！

「アホなこと言ってないで、とにかく、さっさとその勇者サマとやらの元へと案内しなさいよこの駄女神おっぱい」

　女神よりさらに偉そうに、珠たまは言った。

「あの、その、私一応えらい女神ですから、もうちょっと手心というか……」

「きつくしないと覚えないでしょ！」

　お前らもいい加減、古いじゃねーか。

　そんなアホなことを言い合いながら、さらに一週間ほど旅をして、問題の勇者に会うことになった俺たちだったが──。
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「おおおおおおおッッッ」

　勇者ヤブキが大剣を持って右回りに一回転すると光の刃が全方向に広がり、周囲10メートルのモンスターが全部吹き飛んだ。

　小さいのも大きいのもお構いなしだ。

　さらにそれを二回、三回と繰り返しながら前へと進んでいく。

　次々モンスターは倒されていく。五分もしないうちに、何百といたモンスターの大群は蹴散らされ、ほとんどが戦闘不能のその手前の状態になっていた。

「なんじゃこりゃあ!?」

　それを見ていた珠たまが叫んだが、その気持はわかる。

　とてもわかる。

　それでも俺が無言だったのは、吹き飛ばされたモンスターに押し潰されていたからだが。

　つまりは叫ぶ余裕がなかったんだ。

　いや本当、誰か助けて……。

　俺たちの前で一通りのモンスターを蹴散らかした勇者ヤブキは、何事もなかったかのように俺たちの前までやってくると。

「さあ、打ち合わせ通りにとどめを刺していってくれ」

「あ、はい」

　珠たまは緊張していたが、無理もない話だ。

　たった今目の前で起きた壮絶な光景を見せられ、それですぐにメンタル立て直すとかそりゃ無理ってもんだ。

「智とも識のりくんは、そこか」

　あ、見つけてくれた。

　勇者ヤブキは棒立ちの姿勢のまま、手のひらをぽんと俺を下敷きにしているサイ型のモンスターに当てた。

　それだけで、ものすごい勢いでモンスターは弾はじけて地平線の果てまで転がっていった。

　なんだこれ。

「ああ、これ？　勇者専用スキルの『DRAGONモード』。使用時に筋力×レベルで攻撃力を上げることができるんだ」

「えー……」

　チートすぎませんかそれ？

　というかもはやチート通り越してインチキなんじゃないか……。

「さ、今のうちに、モンスターたちにとどめを刺すんだ。そうすれば経験値が入る。これだけいれば、君たちのレベルも二つくらいあがるだろう」

「あ、はい」

　珠たまと同じ言葉を出して、いそいそと悶もん絶ぜつしているモンスターたちにぷちぷちととどめを刺していく俺、そして珠たま。

　完全に作業ゲーである。

　うわあ……珠たま、もうすでに目が濁っている……死んだ魚の目になってるぞおい……。

　俺も多分、傍はたから見たらそんな感じになっているのではないかと思うが。

「どうしてこうなった」

　思わず、口にしていた。




　まず最初に言っておくと、勇者ヤブキという人物は普通にいい人だった。

　女神ペディアが「紹介してあげますから」と偉そうに言って、俺たち二人を彼に引き合わせてくれた。じゃあ初めからそうしてくれたらいいじゃん……。

　ヤブキは青を基調にした鎧よろいを装備した二十代後半の日本人で、なかなか整った顔立ちだった。

　俺たちと出会った時も仲間と一緒にモンスター狩りに行った帰りだったらしく、仲間になりたいという俺たちの話を聞いて「なるほど」と気軽に頷うなずいてくれた。

　レベルと職業を告げた時にヤブキは「少し、低いな」と眉をひそめたが。

　これは断られるかなと思ってから。

「じゃあ、明日からしばらくレベル上げに行こうか」

　…………その言葉を聞いた時に、ヤブキの仲間である僧侶と戦士と魔法使いが、揃そろってすげえ嫌な顔をしていた。

　なんかスイマセン……。

　でも、よく考えてみれば、なんでこんな顔をしているんだろうか。よくわからない。

　レベル上げるためには経験値稼げるモンスターと戦わないといけないが、その時に高レベルのプレイヤーが一緒にいてくれるとありがたいものだ。

　この勇者がどういう問題を抱えているのかは会ったばかりでわからないが、少なくとも低レベルの仲間のために時間を割いてくれるというのは、なかなかポイント高いなあと俺は思ったものだけど。

　今のところ、僧侶と戦士と魔法使いの方が悪者で、勇者が正義に見える。

　珠たまも異存はなかったらしく。

「ようし、早くレベル上げて憧れのあのスキルを身に付けるのよ！　目にもの見せちゃる！」

　などと乗り気だった。会うまでは疑ってたのに、ほんと現金なやつだなあ。

「あ、その前に」

　そこで、勇者は俺たちに尋ねた。

「君たち、学生だよね？」

「あ────」

　同じ日本人であるということはペディアの紹介で知っていたことだろうけど、改めてそう言われるとドキっとするな。

　体感時間ではもう何日も学校行ってなかったし、これは怒られるんじゃ……。

　そう思ったが。

「本当に僕たちのギルドに入るというのなら、まず学校辞めてね」

「えっ」

「えっ」

「高レベルになればなるほど、レベル上げって大変になるんだよね。君たちには、仲間のレベル上げをまず手伝えるレベルにまでなって欲しい」

　それは、まあ、ごもっともだが……。

「そのための時間とノルマがあるから。ちょっと学校通っている暇とかなくなるんだよね」

「えっ」

「えっ」

　いやいやいや。

　なんかこう、理解しちゃいけないけど、理解しかけてるぞ俺。

　勇者さまの、ヤバさってやつを……。

「あの、その……俺たち、今は学校、通ってないですし……」

　この世界に転生？　しているわけだし。

　使命だかなんだかが果たせたら、元の世界の元の時間に戻れるので、あんまり時間の経過を気にする必要もないわけであるが、思えば結構長いことこっちにきてるな。

　授業内容、忘れたかも……。

　だがヤブキは俺の言葉を聞いて、にっこりと満面の笑みを浮かべた。

「そうかー。すでに覚悟はできているわけだ」

「え、ええ……」

　なんだろう？　なんなんだろう？　なんか違和感があるぞ？

　困惑している俺たちの前で、ヤブキは一転して真剣な顔をした。

「ゲームはな、遊びじゃないんだ……」

　いや、その、どっかで聞いたようなこと言われましても、その。

「まあ、社会的に死ぬかもしれないが、それ以上に大切なものが、ここにはある。一緒に、戦おう。そしてこのゲームで伝説を残そうぜ」

　───────。

　なんだかよくわかんないが。

　俺たち二人は、ヤブキの言葉の勢いに飲まれて、うんうんと何度も大きく頷うなずいていた。
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　それでこうして、翌日に俺たちのレベル上げのためのモンスター狩りにきたわけだが。

　最初は目を疑ったね。

　目の前にあるのは、軽く三桁はあるモンスターたちが闊かつ歩ぽしている草原。

　ここはゲームでは近くまで来たことがある。経験値は高いけどかなり強いモンスターたちが群れで出てくる、上級者用の狩場だ。二次元上の配置を三次元にして配置すると、視覚的にはこうなるわけか……。

「あいつら、棲すみ分わけとかどうしているのかしらね」

　そんなことを言いながら、珠たまはわくわくどきどきを隠せないって顔をしていた。

　こいつにとっては憧れの狩場だ。

　俺たちがゲームで戦った頃ではここではよほどの強いフレンドがいないと生きて帰るのが精一杯って場所だったものな。

　手っ取り早くレベル上げできるのに手が出せない状況は、やっぱりストレスだったんだろう。

　今の俺たちなら、二人でどうにかこうにかやっていけるはずだ。

　少しベテランのフレンドがいうには、レベル50を超えると、ここで一日狩り続けてもそんなにレベル上がらないって話だったけど。

　まあ勇者さまが一緒にいてくれるなら、まあまあ安全に戦えるはず──

　と思ってたら。

　勇者ヤブキは「僕が倒した奴やつらのとどめを刺していってくれ」と言い残し、いきなり群れの中に飛び込んでの連続高火力スキルでの攻撃！

　ええ……。

　俺たちは、視界に入るモンスターたちの尽ことごとくが倒されていくのを呆ぼう然ぜんと見送るしかなく。

　そうして倒れたモンスターたちをちまちまととどめを刺していくと、レベルアップのファンファーレが鳴った。

　うわあ。

　……なんも嬉うれしくねーよ。

　そりゃね、とどめ刺したら経験値が入るシステムだけどさ……なんでこの世界までそうなっているのかっていうのは、もうどうでもいいとして、とにかくそうなっているんだけど。

　瀕ひん死しのモンスターにとどめを刺すのは今まで何回もやったけど。

　そりゃそうだけどさ！

　この惨状は正直、どういったらいいんだろう。モンスターにとどめを刺した時の、あの断末魔と痙けい攣れんを平然と見ていられるのは、戦闘時に脳汁がでてるからだなあって実感できる。

　勇者パーティーの先輩のメンバーもうんざりとした顔でモンスターをほどほどにスタンさせる程度の攻撃をしているのが見えたが、なるほど、こんなの目まの当あたりにしてたらレベル上げとか聞くだけで嫌になるわな……。

　勇者ヤブキは俺たちがすべてのモンスターを殺すのを確認してからおもむろに。

「さて、場所移動してからもう一回だ」

「えっ」と珠たま。

　俺はもう無反応です。ただのしかばねのようだ。

　珠たまはそれでも、濁った目のままで顔を上げて、俺を見て、それからヤブキを見る。

「今日のうちに、レベルをあと５くらいは上げておきたいな。そうだな……これをあと三回くらいすればいけるだろう」

　勘弁してくれ。




　……正直、この時点でかなりうんざりとしていた俺たちではあるが、レベルが急激に上がると使用できるスキルも増えていて、宿に帰る前にそれを確認すると、かなり凄すごい技が使えた。

「これは……」

「かなり、いける……！」

　やっぱり現金なもので珠たまは、

「もう少しレベル上げしたら、憧れてたあのスキルが使えるかも」

　と急に乗り気になった。

　いいけどさー。なんか、さすがにちょっと現金すぎない？　珠たまさん。

「あんただって、さっき使った技出せた時は嬉うれしそうな顔していたじゃないの」

「まあな」

　そう言いながらも、珠たまがちょっと後ろめたそうなのは何な故ぜだろう。

　ともかく。勇者の調査はするにしても……しばらく一緒に行動してみようと改めて決めた。

　もちろん……。

　それは効率的に力を手に入れられるのならば、という思惑あってのものだ。

　急激にレベルが上がる、新しい力を身に付けるというのはそれほどに人の心を蝕むしばむのだ。




　念ねんの為ため、言い訳みたいだけど。

　この時点で、俺は勇者の問題については一応のあたりをつけていた。それはパーティーから立ち去った者たちは、勇者とのレベルの差に絶望した、というものだ。

　こんな勇者なんて特殊なジョブのデタラメな力を日常的に目まの当あたりにしていたら、通常職の人間はどんなにレベルを上げても絶望してしまうんだろうなあって。

　そしてそれなら「勇者は悪くない」という一連の証言にも合致する。

　恐らくこれで正解だ、と思いつつも珠たまに確認はとらなかった。

　俺が考えている程度のことなら、こいつもきっと考えているはずだから。




　そうして二日目になり──




「メテオ・ストライク！」

「パニッシャー・フィスト！」

　な、なんじゃこりゃあああああ!?

　現役の勇者パーティー最前線にいる魔法使いと僧侶の二人が使う技に、俺たちは驚きよう愕がくした。

　一言の呪文と共に虚こ空くうから巨大な隕いん石せきを召喚してぶつけ、巨大な光の巨人を顕現させてその腕で大地を薙なぎ払はらう。

　この二人の魔法は、勇者の使う『DRAGONモード』だかなんだかいうのにも遜色がない、とんでもない技だった。

「凄すごい……あの上級スキル、ビジュアルにするとこんなになっちゃうんだ……」

　珠たまは呆ぼう然ぜんと言った。

　そうなのか。これ、通常職のスキルでもこれだけできるのか。

　うーん、軌道修正。

　勇者との力の差に絶望してパーティーを去ったというのは、なしだな。

　これだけのことができるのだから、劣っているにしても絶望するってことはないだろう。

　さすがに勇者と違って連続使用はできないし、威力も勇者の最大攻撃ほどではないみたいではある。

「これ……わたしもレベル上げたら、使えるのよね……」

　心なしか、うっとりとした顔で呟つぶやく珠たまを見て、俺はなんだか不安になった。

　だが、何も言えなかった。

　俺もその気持ちが痛いほどわかったからだ。

　そうしてレベル上げに専念することにした。

　倒れているだけのモンスターのとどめを刺すのにも、もはや躊ちゆう躇ちよがなくなっていた。

　俺たちにもあの力が使える……！

　それが原動力になっていった。




　そうして、さらに日は過ぎて──




「今日から三徹して、レアアイテムが出るまでここで交代で狩りな」

「了解です！」

「オケです！」

「三徹してでなかったら場所を変える。出るまで狩るぞ！」

「おー！」

[image: ]

「今日は新人のレベル上げに付き合ってくれ」

「了解！」

「オケ！」




　…………そんな日々が続いた。




　　　11




　さすがにね、二週間くらいそんなのが続いてたら、おかしいなとか感じは始めますよ？

　俺も珠たまも最初は急激なレベル向上と、強力なスキルの取得に目がくらんでいましたよ？

　それは認めるけど。

　でも、一週間が過ぎたくらいでレベル80になり、そこから頭打ちになった。レベルがなかなか上がらなくなったのだ。

　こうなると周回プレイを延々と繰り返すばかりになり、なんだかうんざりもしてくる。

「真剣にやんなさいよ」

　と俺に言ってくる珠たまも、何ど処こかおざなりだ。

　ああ、いつもの珠たまさんが戻ってきたぞ。久しぶり。

　軽く剣を振るうだけですげえ衝撃波が出て、モンスターの群れがまとめて吹き飛ぶが、これももう何万回と見た光景だけあって、さすがに見慣れたものだ。

　もはやなんの感慨も覚えない。

「へいへい」

「ああ。いつもの智とも識のりが戻ってきたわね。久しぶり」

　おんなじこと思ってたのか、珠たま。

「よいしょっと」

　俺も剣を地面に突き刺すと、目の前の一つ目巨人が地面から出た光の柱に吞のまれた。

　こうなると、本当ただの作業だよなあ……。

「仕方ないでしょ。レベリングは結局、地道に時間をどれだけかけるかってことで……」

　そこまで言ってから、珠たまははたと気付いたように黙り込んだ。

　どうした？

「…………これ、ゲームじゃない、のよね？」

「おいおい、何を今更──…………いま、さら……」

　動きを止めた俺たちにモンスターたちが殺到してくるが、俺たちの今のレベルなら、ここの狩場の連中にやられるようなことはまずない。

　適当に応じながら、「もしかして」と呟つぶやく珠たまを見ながら、俺も色々と思い返していた。

「そういえば、俺たちがパーティーに入ってからでも、何人もやめたよな」

「…………うん」

　その時に理由を聞けばよかったのだが、いつもそれを知るのは去った後だ。

　勇者ヤブキから狩場に行く前に「あいつは事情があって去った」というのを軽く聞くのがいつものことだった。

　なんか今回も話を聞くチャンスがなかったねー、なんてのんきに珠たまと話してたものだが……。

「もしかしてだけど、ちょっと思うことがあるんだけど」

　珠たまは剣を振りながら。

「冒険者のみんながみんな、ゲームと同じことができるから錯覚していたけど……もしかして。この『一日ですぐ回復する身体からだ』って、ゲームキャラをコンバートした転生者限定のチート、なんじゃないの？」

「あー……」

　……あまりに基本的すぎて、逆に気付かなかった。

　そういえば、ハリオンさんとか、強行軍で疲れているだろうって言ってたもんなあ。

　そうすると、なんか色々と腑ふに落ちることがある。

　俺たちが毎日毎日、周回プレイのノリで勇者に言われてレベル上げしていってるのって、微妙にリアリティがないし、ちょっとしたストレス程度にしかならないけれど。

　モンスターと毎日毎日戦っているリアルの世界の住人からしたら、それはストレスどころじゃないはずだ。

　そりゃそうだよな。間違ったら死ぬんだもん。

　そう思えば、毎日毎時間、徹夜で交代のレベル上げの周回プレイとかしてれば、そりゃあ嫌になって仕方がない。

「なんでこんなことに、俺たち、気付かなかったんだ……？」

「この身体からだだと、なーんかやってることにリアリティがないのよね……だから、ゲームやってる感覚に近くなってたんだと思う」

　こんな技も出るし、と珠たまはひょいっと斬撃を飛ばした。

　遠くの大岩が一撃で木こつ端ぱ微み塵じんになった。

「たしかにな。こんなのが出せるのに、現実だと思えるはずもないよなあ」

　俺がそうぼやくと、珠たまはぎろり、と俺の方を見た。

「今、あんたなんて言った？」

「いや、だから、こんなのが出せるのに、現実と思えるはずもないって……」

「──そう。そうね。リアリティがないっていうのも、さっきわたしが言ったことよね……」

　珠たまは立ち尽くし、そこから大空めがけて叫ぶ。

「ペディア！　出てきなさい！」

「はいはーい！」

　虚こ空くうからふわりと現れて着地した女神ペディアは、ずいぶんと嬉うれしそうな顔をしていた。

「なんです？　とうとう、勇者パーティーにひとが定着しない問題、その理由がわかったんですか？」

「わかったけど、一つ質問があるわ。答えてくれる？」

「質問、ですか？　まあ、私に解わかる範囲のことなら、なんでも──」

　珠たまは一度深呼吸してから。

「勇者ヤブキは生前どういう生活をしていて、どういう死因で転生したの？」

　二つあんじゃねーか。

　俺のツッコミは聞こえなかったのか、女神ペディアは「はあ……？」と不思議なことを聞かれたというような顔をしてから。

「言うなれば、過労死に近いですかね」

　過労死……まあそれもあるあるなパターンだよな。でもなんだ？　その遠回しな言い方。

　だが、珠たまはさらに突っ込んだ。

「何をやってて、過労死したの？」

「ネトゲですけど？」

「──ただのゲーム廃人じゃねえか！」

　よくよく話を聞いてみると。

「一日二十一時間、ネトゲ三昧の生活でしたね。ゲーム中に食事して、寝る時もその場で、部屋から出入りするのはトイレの時だけ。最後はそれもペットボト……」

　いや、もういいよぺディア。よくわかったから。

　睡眠時間三時間か。すげぇな。

「そして死因はプレイの最中の心筋梗塞です。享年二十六歳でした」

　若いが、そりゃまあ、そういう生活続けてたら、そうなっても仕方がないよな！

　珠たまはぶんぶんと頭を振った。

「ねえ……あのさ、勇者ヤブキって、もしかして。あのひと。自分が死んだことに気付いてないんじゃないの？」

「え────」

　女神ペディアも一瞬驚いたが、すぐに「またまたあ。ありえませんよお」と笑った。

「ちゃんと死んだ時、この世界に転生するって旨むね、きちんと伝えたんですよぉ」

　誰が？

「もちろん、私です」

「…………」

「…………」

　俺たちの沈黙の眼まな差ざしに、さすがに耐え切れなくなったのか「けどぉ」と涙目で主張する。

「ちゃんと！　マニュアル通りにしたんですぅ！　死んだ理由とかも告げて、ゲーム中に転生すること、ゲームによく似た世界に転生すること、あとえーと、ゲームのキャラの能力がそのまま使えること！　ちゃんと事前説明事項は網羅しました！」

「……それを、あんたがやったんでしょ？」

「きちんと伝えたんですよぉ、信じてください！　みーん」

　あ、泣き出した。

　珠たまはため息いきを吐いて。

「まあ、あんたがちゃんと伝えようとしたのは信じるわ」

「珠たまさぁん！」

「まあ、あんたなんも考えてないし」

「ひどい！」

「まあ、とにかく伝えたのよね。だけど、多分、ちゃんと伝わらなかったんでしょうね」

「珠たまさぁん!?」

　すがりつく女神から目を逸そらし、珠たまは告げた。

「あの勇者ヤブキ、この世界を夢かなにかだと思ってるんじゃないかしら」

「夢？」

「普通に考えて、ゲームそっくりの異世界に転生するとか、そんなこと自称女神に言われて、そのまま信じるはずないでしょ？」

　こいつ、異世界転生のタブー中のタブーに、いとも簡単に触れやがった……！




「ここが異世界？」

　果たして、勇者ヤブキは珠たまの推理通りの反応を示した。

　つまり、「こいつは何を言っているんだ？」みたいな顔をした。

「そういう設定──だよな」

「…………あ、はい」

「あ、すまない。そういうロールプレイを僕は否定しているわけじゃないんだ」

「…………」

　心底からすまなそうに謝られた。

　色々と話してみたが、やっぱり珠たまの考えた通り、彼はこの世界がゲームそっくりの異世界に入り込んでいるという設定の、そういう夢なのだと思い込んでいた。

　そりゃあ、そうなるよなあ。

　ただでさえ、ペディアみたいなわけわかんないのに転生だとか告げられたり、ゲームそっくりの異世界だとか言われて、それ信じろっていうのが無理だわ……。

　なんとなく信じちゃう、俺たちの方がよっぽどゲーム脳だった。

　で、そうは言っても根は常識人だったヤブキはこの世界が夢だと思ってて、だけどゲームだから、いつものノリで、クエストを進めていたと。

　そうなのか。

　そういうことなのか。

　そうすると、出会う人間はみんななりまりのロールプレイしているとか思ってたわけか？

「だからまあ、それでパーティーに人が定着しなかったんでしょうね……」

　疲れたように、珠たまが言う。

　勇者ヤブキのプレイ方針──あえてこう書く──は、明らかに廃人仕様だった。

　目的のためならとにかく時間をかけ、地道に、目的を果たせるまで、とにかくやり込む。

　そんなのに、まともな人間がついていけるはずがない……。

「そういう理由か……」

　レベルの差についていけないというのは、ある意味で正解だった。

　勇者ヤブキは、廃人プレイヤーだったノリのまま、この世界でパーティー組んでたんだ。

　その戦う様は、恐ろしく熱心であるように見えたに違いなく、この世界の元からの住人の冒険者たちにとっては、尊敬すべきものであったんだろう……とは、想像にかたくない。

　いや、ゲーム廃人だけども。

　で、大半の人はそれでもついていけなくなって、パーティーを離れるしかなかった。

　なんとかついてきていた高レベル冒険者たちは、それなりに人格も優れている人ばかりだったんだろうな。尊敬している相手である勇者のことを悪く言いたくもないし、逃げ出した自分を恥じる気持ちもある。

　だから、田舎に身を隠し、決して理由を述べようとしなかった。

　──そういう、ことなんだろう。

　去っていった人たちに直接聞いてみないと確認できないが、恐らく、こういうことであるなあと思わせる説得力があった。

　宿の一室で珠たまと俺の推理を聞いていた女神ペディアは、「えーと」としばらく考えてから。

「どうしましょうか？」

「……えー、いや……どうにも、ならないんじゃない？」

「そんなぁ!?」

　いやだって、勇者サマ、この世界を夢だと思ってるんだぞ。

　自分が死んだってことにも気付いてなくて。

　夢じゃなくて、もう自分が死んでいるってこと、信じさせるのなんて無理じゃね？

　そう言っても、女神ペディアは納得してくれなかった。

「どうするんですか!?　あとちょっとで魔王テヘペロスを倒せるまでのレベルに達する直前にまで来ているのに、肝心の勇者がこんな、この世界を夢だと思っているなんて……！」

　そう言われましても。

　というか、そうか、勇者も地道にレベル上げてたんだな。

　廃人プレイで、今はどんだけなんだろう？　１００とか超えているのかな？

　珠たまは「ふーん？」と言って。

「それならもう、ほっといてもいいんじゃない？」

「はい────？」

　なんてこというの、俺の幼おさななじみ。

　前提から全部ぶち壊しに来たぞ？

「いやだって、わたしたち、あくまでもパーティーにメンバーがいつかない原因の調査に来ているのであって、それで別に、勇者に現実を知らせるためでも、魔王を倒させることでも、なかったわけでしょ？　別に、このままでよくない？」

　そりゃそうだけど──いや、それで、いいのか……？

「魔王が倒されるまで、あなたたち帰れないんですよ!?」

「その設定、いつついたんだよ！」

　もう気軽に設定の後付けとかやめて欲しいな！

　珠たまは腕を組んでいて。

「まあ、勇者が魔王を倒せるまであと少しなんだから、それまでこの世界でゆっくりしててもいいんじゃないの？」

「え？」

「ここ来たばっかの時に言った『ゲームは真剣にやるべき』は撤回するわ……。これ、実際、やってみて、全然、向かないって、思い知ったわ……」

「はぁ？　なんだよ、それ？」

　俺は呆あきれたようにぼやいてしまった。いや、珠たまの言いたいことはわかるけどさ。

　勇者ヤブキは真剣にやっていた。廃人仕様になるほど。

　でも、あの人、徹底して詰めてやることそのものが、凄く楽しかったんだろうなー。

　一緒に戦ってる間、勇者ヤブキはすんんげぇ、輝いていた。

　チートなくらい強かったし、この人をゲームで見かけたら、きっとトップランカーだ。

　その熱心さと徹底的にやる真剣さに、畏怖と尊敬の目で見ていたよ。

　だから、一緒にパーティーを組んだことのある人たちの気持ちもわかる。

　ただ……誰もついて行けなかった。ただそれだけ。

「わたし、死んじゃうほど切り詰められないわ……だから、前言撤回。スローライフ組に鞍替えする────いいでしょ？」

　珠たまは苦笑いした。ホント、仕方ないやつだな。

「──ま、とりあえず、羊でも飼ってみるか？」

　俺は笑ってそう返してやった。
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　俺たちは、勇者パーティーから離れてハリオンさんを訪ねた。

　辺境スローライフを楽しむにしても、よくわからないので、隠居の先輩に色々教わろうと思ったからだ。いつ泊まりにきてもいいといってくれてたしな。

　ハリオン氏は、勇者に出会い、そして一緒に戦ってみた珠たまと俺の言葉を聞いてから、暫く黙り込み、そして考えに考え、言った。

「俺は、今でも、彼の熱心な戦いぶりを尊敬しているんだ──」

　少しの間、ハリオン氏は俺たちに簡単だけど、牧場経営の方法とかを教えてくれた。

　そして、ある日、ハリオン氏は戦いの旅に出ると言い出した。

「このままでは一生、悔いが残る。今更許してもらえると思えないが、せめて、最後の戦いくらいは勇者様と共に戦いたい」

　ハリオン氏は決意を新たにそう言った。

　多分、勇者ヤブキは受け入れてくれると思いますよ……だっていい人だったし。

「女神がお前たちを元の世界に帰す日まで、その家を好きに使っていい」

　旅立つ日、ハリオン氏にそう言われた。その言葉に甘えさせてもらって、勇者が魔王を倒す日まで、この家に住みながら、俺と珠たまは近くの牧場で牧場経営をすることにした。

　始めて一週間は楽しかった。

　でも、十日過ぎたころくらいから──しんどくなってきた。

「……さすがに見てて飽きるな」

「……世話も思ったより大変だものね」

　いや、魔法使うから楽なハズなんだが……羊の連中、生きてるからな。そりゃもう、逃走するわ、あっちこっち歩き回って小屋に戻らないわ、嚙かみ付いてくるわ、散々だ。

　やっぱり俺、スローライフなめてた。すいません。

　──とか思っていたら、牧場経営二週間くらい経たった頃にペディアが突然やってきた。

「勇者ヤブキ一行が、魔王テヘペロスを倒したですぅぅ」

　早っ!?　いや、さすが勇者ヤブキだし、スゲーし、助かったけど！




　そして、俺たちは元の世界の、そう、自宅の部屋の、ＰＣの前に戻された。

『リアルゲーム異世界……楽しかったけど……しんどかったわ……』

　珠たまがチャットで呟つぶやく。そうだな、俺らに、廃人プレイとか無理。あ、スローライフも。

『あーところでさ…………今からこのＭＭＯの続き、やるか？』

『…………ごめん、智とも識のり。しばらくはいいやー、っていうか────寝てもいい？』

　奇遇だな、珠たま。俺も今、そう思ったよ……。
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　俺おれ達たちは今、どこかの異世界のとある丘の上にいる。

　いや、正確に言えば、丘というよりは、でっかい一枚岩の上だ。

「こんなところに連れてきて、なにがあるんだ？」

「これからいくさが始まるでゴザルよ……」

　そう答えるのは、忍者装束に身を包んだ怪しげな人物。

　俺同様伏せた姿勢のゴザル氏がそう指差した先には、なだらかに続く草原。

　そこにちょこまかと動き回る人の群れが二つ。

　ざっと数百メートルほどの距離を空けて相対していた。

「ほっほう、野戦ね!?　野戦なのね!?　さてどんな陣形かしら！　鶴かく翼よく？　魚ぎよ鱗りん？　はたまた偃えん月げつかなー？」

「うーん、みんなバラバラに集まってるだけに見えますねぇ」

　俺の肩越しに覗のぞき込こんできたのは、なんか日本語でおｋな言葉を話していた珠たまと、いつでも迷惑な這はい寄よる混乱・駄女神ペディアだ。

　つーかお前ら、尖とがった岩場に直接寝そべるのが嫌だからって俺に乘るな。

　そこそこ重い。あと耳元で騒ぐな、うるさい。

　あ、でも、おっぱいは柔らかいです。本当にありがとうございます。

「あててんですよ？」

「お前、知恵で役立たないからって性的サービスに打って出るとは……！」

　汚いさすが女神きたない。もっとお願いします。

　ていうか、隣の珠たまさんを見習えよ。おっぱいとか全然気にせず戦場分析してるから。

　こいつ、ホント目先に楽しいことがあると脇が甘くなるな……。

「初動はどうするのかしら！　定番なら弓矢の打ち合いからの騎馬突撃とか？　ああ、魔法のある世界なんだから、最初は遠距離からの攻撃魔法かしら！　ねえねえ智とも識のり、どう思う!?」

「どう思うもなにも、お前話聞いてたか？　この世界は今──」

　そう俺が珠たまに言い聞かせようとしてたところで、動きがあった。

　右側の陣営から、でかいトカゲみたいな獣に乗った騎士っぽいのと、それに従う何人かの兵士が進み出てきていた。

『やあやあ！　我わが輩はいこそはあの名高きラタック帝国騎士団に──』

　ゴツい装備で身を固めた騎士が、平安末期か鎌倉時代の武士のように名乗りを上げた。結構遠いのによくここまで聞こえるなと思ったら、魔法で声を大きくしているらしい。

　しかし、その名乗りの最中、別陣営の方からいくつもの派手な炸さく裂れつ音が響いた。

「ア痛っ！　コラ貴様ら！　耳にはしていたが、まさか本当に名乗りの最中に手を出してくるとは、なんたる礼儀知らず！　痛っ！　ええい！　引くぞッ！　こんな奴やつら相手にまともにいくさ作法など守っていられるか！」

　とかいって、あっさり引いていく騎士団。

　あれは、どう見ても……。

「銃、だよな？」

「であります。とは言っても前装式の単発小銃、いわゆる火縄銃でゴザルが」

「あれ？　でも今の鎧よろい着てた人って弾当たったっぽいのに平気じゃなかった？　火縄銃って口径が大きいから、単純な殺傷能力だけなら、最新の銃と比べても遜色ないはずなのに」

「あれ？　そうなのか？　詳しいな、珠たま。最新式の方が全然すごいのかと」

「何しろ弾が大粒だからね」

「はーなるほど。まあお前は小粒だけ……いててててて耳を嚙かむな耳を！」

　真っ赤になってキレてくる、野の良ら猫ねこ状態な珠たまさんはさておき。

　それが確かなら、ちょっと今の状況はおかしい。

　銃弾は飛んでいたものの、鎧よろいにあたって火花を散らしていただけ。

　今も左側の陣営からは、逃げ戻る騎士に向かって銃声が散発的に轟とどろいている。

　が、弾が届いていないのか、相手陣営の手前で小さく土煙を上げるだけだった。

[image: ]

「おかしいな。結構当たってたように見えたけど」

「ああ、それは簡単な話でござる。高位の魔法使いである帝国貴族は──」

「あ、なんかキラキラ光ってない？」

　ゴザル氏が説明しようとするのとほぼ同時に、戦場を見ていた珠たまが声をあげた。

　さきほどの騎士を中心とした軍勢のまわりをうっすらと光の粒が覆っている。輝きを帯びた軍勢には倒れる兵士もなく、弾丸をものともしないで、突っ込んでゆく。

　なんともないぜ、って感じだ。

「あのように、魔法障壁を張ることができるのでゴザル……」

「こいつぁすげえや」

　銃弾をほぼ完全に防いでるぞ。チート過ぎないかアレ。

　待ち受ける側はあっという間に銃なんか使う余地がない距離にまで詰められ、乱戦みたいになり始めていた。

「おおう、全然ダメだな」

「うまくいかないもんねえ……」

「ここぞという時に、集中して一斉に運用するようにと口を酸すっぱくして言い聞かせていたのでありますが……。軍略という概念を一部の者しか理解してない現状では、如何いかんともし難がたいのでゴザルなぁ」

　たはー、と鉢金をたたく忍者。

　愉快すぎるだろ、この絵面。まあまあ重要なこと言われてるはずなのに、あんまり頭に入ってこねえ……。まあ、いいか。ん？　隣がなんか静かだな、と思ったら。

「こ、こんなんじゃ、わたしの兵ひよう法ほうフォルダが火を吹けないじゃない……」

「そ、それは私のせいじゃないですよ？」

　一人がっかりした珠たまが、ペディアに慰められていた。

　いつもはだいたいペディアのせいだが、コレに関してはほんま知らんがなである。

「これが、現状でござるよ。帝国と周辺諸国のミリタリー・バランスを均衡させようとした結果が、ご覧の有あり様さまでござる。魔法障壁をあれだけ展開してしまえば、確かに銃弾は防げるのでありますが、攻撃魔法は使えないでゴザル。それだけが救いでござるかなぁ……」

　そして、忍者装束が天を仰いだ。

「もう、にんともかんとも」

　この世界に派遣された前任者──通称ゴザル氏が嘆きたくなるのも、わかる気がする。
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「痛てて……。藪やぶに落っこちるとかついてねえ……ん？」

　いつも通りどこかの異世界に転移してきた俺たちが、最初に耳にし、目にしたのは。

「い、いきなり現れたぞ！」

「て、転移魔法だ！　高位魔法使いだぞ！」

「転移魔法!?　皇族レベルだ！　なんとしても捕らえろ！　最悪殺しても構わん！」

「転移魔法なんて大魔法を使ったあとだ！　今なら反撃も来ないはずだ！　恐れるな！」

　自分が藪やぶの中に落っこちて枝をボキボキと折った音と、剣が抜き放たれる音。そして臨戦態勢をとった、鎧よろい兜かぶとフル装備の剣を構えた兵隊っぽい人たちの姿だった。

「にゃっ！　な、なになに？　どうなってんの!?」

「ふええええ？　森の中!?　出現位置ずれちゃってます！」

　ですよねー。そんなこったろうと思ったよクソ女神！

　幸いにしてある程度の距離がある上に、鬱うつ蒼そうと樹き々ぎが生い茂る森の中。あちらは重そうな鎧よろいに色々と装備を携えている。

　となれば、打つ手はひとつ。

「逃げるぞ！　駄女神！」

「は、はい!?」

「現在位置と本来の目的地、あと逃げやすいルート！　調べろ！」

　駄女神知識神の権けん能のうをたまには有効に働かせろ！

「はいいいい！　えーと、あっちです！」

「珠たま！」

「らじゃッ！」

「ふええええ？　待ってくださいよう！」

　すぐさま駆け出した俺と珠たまに少々遅れてペディアもとてとてと追いかけてくる。

　フリフリの服とでかい胸と尻が重そう……っていうかどんくさすぎる上に目立ちすぎる。

　もうこれ動く的だよこいつ。早く何とか──あ。

　いいこと思いついた。

（やるぞ？）

（よしきた！）

　さすがは幼なじみ。俺のアイコンタクトを正確に解釈した珠たまは、目の前に立っている樹きを、俺とはちょうど逆方向に避けて──

「ぴゃああああ！」

　後には、頭をぶつけてすっころんだ駄女神が残った。

「痛っ！　ひどいっ！　なにするんですかッ！」

「囮おとりに決まってんだろバカ！」

　毎度毎度とんでもない目に遭わせやがって、今回はいきなり問答無用で剣を抜いて向かってくる兵士の目の前とか！　殺し間に送り込む気満々か!?

「ごめんなさいごめんなさいおいてかないでくださいぃぃぃ！」

　そんな駄女神を尻目にして。

　俺らは必死に追いかけてくる兵士を引き離そうと、走り続けたのだった。




　全身武器防具でフル装備の兵士相手なら、走って逃げるくらい簡単でしょ？

　そう思っていた頃が俺にもありました。

「も、だめ。限界」

「珠たま、お前息上がるの早す、ぎ。いや、俺も人のこと、言えんけど」

　息も絶え絶えに、そう言って。

　いつの間にやら追いついてきて、俺と珠たまの前でうろちょろするペディアに視線を向けた。

「えー、珠たまさんもうはしれないんですかあー？　情けないですねぇ」

　エラそうに言ってるけどお前、矢刺さってるぞ。

「こ、この駄女神……ムカつくっ！」

「落ち着け、今はそれどころじゃない。おいペディア、追手との距離、到着時刻、検索」

「えーと。５３９メートルです。このままの速度差だと６分20秒で接触しますね」

「速えよ！」

「鍛えてますからねえ……」

　このままではじきにとっ捕まってしまう。

　そしてさっきの言葉を思い出すと、俺たちは完全に敵と思われている。

　中世レベルの軍隊に、捕虜に対するまっとうな待遇は望めないだろう。

　倫理観？　何それ食べられる？　みたいな感じ。

　と言うことは、だ。

　そこまで考えて俺は珠たまとペディアを見る。

　こういう状況で女性が捕まった場合、どんな扱いをされるかは──。

「くっころとか言ってるレベルじゃねえんだよなぁ……」

「何がですか？」

「その無駄な知識から『海賊』『綺き麗れいなままだよ』でググれ」

「はい？　────珠たまさん！　死んでもいいから死ぬ気で走りましょう！　死にたくなるくらいの目に遭うくらいなら今のうちに死ぬほど走って逃げたほうがいいですよ絶対！」

　しばし目を閉じていたペディアが、くわっと目を見開いたかと思えば珠たまの手を引いて先を急ごうとし始めた。さもありなん。

「はぁ？　何言ってんの？　このわたしが諦めるわけないでしょ!?」

「だったらもっと速く走ってくださいよぉ！　智とも識のりさんもぉ！」

　とは言っても、お前神様と違って人間には生理的な限界というものが存在してだな。

　正直に言おう、体育の時間に１５００メートル走をノンストップで完走したことなんて無い俺がよく頑張ったよレベルだ。

「もっと運動しておくべきだったな……」

　半ば諦め混じりに、迫りくる兵士の姿を確認しようと振り向いた。

「こんな所で兵士に追われているとは、何をしでかしたのでゴザルか？」

「ヒッ!?」

「だ、誰だ！」

「ごめんなさいごめんなさい捕まえても顔の形が変わるぐらい××たり歯を全部××たり指を×××××たりしないでください！　なんでもしますから」

　ねえペディア、そのピー音、どうやって出してるの？　こんな状況で無駄に芸が細かい奴やつ。

「いや、別に捕まえる気は無いであります。というか、あれに追われているのであれば、自動的に拙者と同じ陣営ということになるのでゴザルが」

　……ゴザル？

　落ち着いて相手を見てみると。

　年齢不詳の声で言ったのは、どう見ても怪しさ大爆発な、頭の先から爪先まで、これ全身ザ・ニンジャ！　と主張しているかのような忍び装束で身を包んだ人物だった。

　いともたやすく世界観ブレイクしすぎだろ。

　どう反応していいかわからん。

「……どっちの陣営とか言われても、いきなり追いかけられてワケわかってないんですが」

「ふうむ。とりあえず助けるとするでありますか……。とっ捕まってあれやこれやされてしまったと聞いた日には、拙者の精神に多大なストレスが生じるであろうことは事理明白でゴザルからな」

　肩をすくめた忍者さんは、懐ふところから何やら怪しい球体をいくつか取り出したかと思うと。

「風向きは、よし、でゴザルな」

　ぼそっと呟つぶやいたその次の瞬間には、それを追手とは若干違う方向へと放り投げていた。

　そして小さな破裂音が聞こえたあと、しばらくすると。

「あ、追手がバタバタ倒れましたね。これはアレですね、状況ガス！　っていう奴やつです！」

　違うぞペディアさん。その掛け声は訓練中にいきなりガスマスク装着させる時の号令な。

　ツッコむのも面倒くさいんでほっとくが、とりあえず。

「助かった、ってことでいいのか？」

　俺は、目の前に立つ忍者装束の人物に、頭を下げた。

「ありがとう。俺は櫛くし木き智とも識のり。こいつは加か賀が美み珠たま、そっちのバカはペディアだ」

「拙者は……訳あっていまは名乗れないであります。申し訳ないでゴザル」

「えーと、じゃあゴザル氏うじとでも呼ばせてもらうわ。ありがとうね、ゴザル氏うじ」

「どうもありがとうございました、ゴザルさん。このご恩はしばらくは忘れません」

　仮にも命の恩人に気やすすぎないか、珠たまさん。

　あとしばらくしたら忘れるのかペディア知識神。何でもするとは何だったのか。

「別にそれでいいでありますが……。ひとまず移動する、ということで良いでゴザルか？」

「お願いします、できるだけ安全で落ち着けるところならさらに助かります」

　仮称ゴザル氏も、珠たまたちの対応に覆面の下で戸惑った顔をしていることが口窺うかがえた。

　そして、程なくして俺たちは、ゴザル氏の案内で魔導帝国に足を踏み入れることとなった。




「ここは拙者が懇意にしている宿であります。気兼ねなくお過ごしくだされでござる」

「うわ、高そう。え、いいの？」

「お金とか大丈夫なのか？」

「うわあ、広いです。この部屋数、これがいわゆるすいーとるーむって奴やつですね？」

　ゴザル氏に連れてこられたのは、魔導帝国領の外縁部に位置しているメジッドという城塞都市の中心部にある、結構高級そうな宿だった。

「ここ数年、この宿の一室を拙者ずっと借り上げているので結構無理が利きくでござる。まずは湯浴みでもして、それから食事でも、どうでゴザルか？」
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「豪華すぎる。もう風ふ呂ろじゃなくプールだこれ。ローマ風ぶ呂ろってのか？　こういうの」

「うわ……湯気で霞かすんで向こうの端が見えないじゃない」

「いいですねえお風ふ呂ろ。神の世界でもお風ふ呂ろは大人気ですから」

「まあ、ここはメジッド城下の風ふ呂ろ屋の中でも一、二を争う勢いで金がかかってるからな。まあ楽しんでくれ」

　案内されて風ふ呂ろに着くと、案内人だろう、薄い浴衣ゆかただかバスローブみたいな服を着たおっさんが待ってた。湯浴み着らしい。そして、俺らも同じのを着せられて、いざ入浴となったわけだが。

「それはそれとして……こ、混浴なんだ？」

「そうみたいですねぇ。まあ日本の銭湯も昔は混浴だったそうじゃないですか」

「それ江戸時代とかでしょうに……昔すぎるわ」

　更衣室から出ると、珠たまたちが居た。

　湯船までの通路は共通かぁ、どこで男湯と女湯に分かれるのかなー。

　などと思っていたら、そのまま湯船のある場所にたどり着いてしまった。

　ええ……混浴だよ、どうしよう。

「ん？　どうしたお前ら。──ああ、入浴のしきたりを知らんのか？　先まずはだな」

　おっさんは、銭湯の壁に貼ってあるような入浴のお作法を実演しながら話してくれた。

　そして「じゃあゆっくりしてってくれ」と言うと、俺らが着ているのよりも派手な湯浴み着と、ヴェールで顔を隠した何人かの女性が現れて、おっさん共々湯煙の奥に消えていった。

「……なあ、アレってあの、背中流してくれるヤツ？」

　どう見ても背中を流してくれるってだけには見えなかったが……。それに俺らにはそう言う役目の人、来ないし。

　いや、自分で洗えるけどね！　ちょっとね！　気になるじゃん。

「女の人だから、湯ゆ女なって言うんじゃないの？」

「ちょっと調べましょうか？」

「しらべんでいい。さっさと身体からだ洗ってのんびりお湯に浸つかろうぜ」

「良いいけど、洗ってる時はあっち向いててよね！」

「わあかってるよ！」

　おっさん、正直ちょっと羨ましいです。

　珠たまたちは普通に身体からだを洗う役目の人だと思ってるみたいだが……そっとしとこう。

　あまり深く追及せずに、俺らは身体からだを洗い出した。

「ちょっと！　こっち見ないでよ！」

「ご、ごめん！」

　流石さすがに珠たまは湯浴み着を脱がずに洗っているようだったが──ペディアはといえば。

　すっぽんぽんである。

「女神だから恥ずかしくないもん」

「うるせえよ」

　湯船のそばで座り込んで、泡まみれになって珠たまに向かって泡とか吹き付けて遊んでる。

　その泡のせいで大事なところは隠れてたよ！　ちっなんだよ使えねえな。

「あーさっぱりした。やっぱ魔法で綺き麗れいにするのとは違うわよね」

「ですねぇ。何ていうんでしょう、風ふ情ぜいとかいうのも大事ですよねぇ」

　そんなことを言い合いながら、俺おれ達たちは湯船に身体からだを沈ませた。

「[image: ]～！　染しみるなぁ……」

「おっさん臭いわねぇ……[image: あ]～生き返るぅ」

　ばばくさ！　とは思ったが口には出さない。俺も成長するのだ。

　それにしても、さっき湯浴み着が濡ぬれたせいで、身体からだに張り付いて色々とヤバかったのが、今度は湯に浸つかったせいで裾とか襟元とかが、ふわふわと揺れたりめくれ上がったりして、色々と妄想が捗はかどってしまう。

　本当にありがとうございます。

　それは嬉うれしい。嬉うれしいが、今は拙まずい。静まれ俺！　今燃え上がってしまうと珠たまに八分の五くらい殺されてしまう。

「しかしペディアのおっぱい、でたらめに大おっきいわね。これ、何カップになるのかしら」

「おっきいでしょう？　裏山ですか？　妬みで女神がころせたら！　とか思います？」

「いや別に。わたしはトータルバランスで黄金比狙ってるし」

　やめてそんな話聞かせないで。

　駄女神は正直、おっぱいとお尻に関しては一級品だ。

　思春期の高校生男子は基本的におっぱいマイスターでお尻スキーなので。

　耳を塞いでも聞こえてしまうのだ。

　これはいかん、別のことを考えて気を紛らわせるしか……。

　いかん、ちょっとのぼせてきた。

　少し水でも、と思って立ち上がり、湯船から出たところで。

　床に大量に残されていた泡で足が滑った。

　くっそ、駄女神が遊んでたやつか！　とだけ思考できたが、対処する間もなく硬い石の床に頭を打ちつける羽目に──ならなかった。

「大丈夫でｇ──すか？」

　ヴェールを被かぶった、湯浴み着を来た女性に身体からだを支えられていた。

「あ、ありがとうございます、助かりました」

「いえ、お気になさらず。足元にはお気をつけくださいね」

　大人の女性！　圧倒的大人感！

　口元だけしか見えなかったけど、絶対に美人だろあれ。しかも身体からだの方だって湯浴み着の胸の部分を押し上げて凄すごいことになってたし。

　とにもかくにも湯に浸つかりながら、ゆったりとした気分を取り戻した俺たちだった。




　お風呂から上がって。いつの間にか自分も入っていたらしいゴザル氏との食事の時間だ。

　食事をしながら、俺はゴザル氏とごくごく平凡な会話を続けていた。つもりだった。

「それで、お三方はこの世界に何しに来たでゴザルか？」

「ああ、そこの駄女神の尻拭いに──!?」

　ゴザル氏がさらりと口にした問いかけに、思わずそう答えてしまっていた。

　引きつる頰を気にしないように、ゴザル氏に視線を向ける。

　ゴザル氏は相も変わらず忍者装束のまま食事をしていて、その表情はわからない。

　眼めの前まえに置かれている皿の中身は間違いなく減っているが、どうやって飯食ってんだ。

　いやそれはどうでもいい。ちょっと知りたいが。

「ああ、別に取って食おうとかそう言うことはないでありますから、心配せずにいてくれて大丈夫であります。カマをかけたようで申し訳ないでありますが、拙者も絶対の自信がなかったのでござる。ですが、そちらのお二方はとうに気がついていたようでござるな」

「マジで？」

「何よ、智とも識のりってば。こんな異世界で忍者姿とか転生したんじゃなかったら何だって言うのよ。逆にソレが聞きたいわ」

　うわめっちゃムカつく。何そのドヤ顔。

「ですよねぇ。というか、私の場合は覚えていただけですし」

　命を助けてもらった恩をしばらくしたら忘れるくせに!?　と言うか覚えてるって……ああ、そりゃ、そうか。

「お久しぶりでありますな、女神様」

　そう言って、ゴザル氏は顔を覆う布をずらしてみせた。

　するとそこには、憎たらしいほどにイケメンな、というよりも美形な素顔があった。

「私的にはつい最近なんですけどね。ゴザルさん主観だと、二～三十年と言うところですか」

　あのなあ。そういうのは、わかったその時点で言えよ！
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　ということで俺たちは、実際の戦場を偵察するために行動を共にすることになったわけだ。

　しかし、実際見ると本当になんなんだこの馬鹿らしい状況はと思わざるを得ない。

　お互い決定打の欠ける攻撃で消耗しているだけの戦闘は、やがて体力の尽きた者たちや戦意の失うせた者たちが離脱していき、なし崩し状態で両者撤退という結末を迎えていた。

「これはダメだな」

「駄目でござろう？」

　俺の呟つぶやきに、ゴザル氏はため息とともにそう吐き出した。

「何が駄目なの？」

　きょとんとした顔で聞く珠たまは……戦術は知ってても、政治や経済を含めた戦略とか、その周辺はあんまり得意じゃないらしい。まあ……補給とか兵へい站たんとか、地味だからなあ……。

　興味ない知識フォルダは空からな珠たまさんである。

　まあいい、最初から話そう。

「色々と、だよ。帝国の最大戦力が皇帝だったってのは聞いたろ？」

「うん。この国って王様が一番の大魔法使いなんでしょ？」

「大魔法使い、だった、な。あと、王様じゃなくて皇帝なんだっけ？」

　この世界には魔法が存在する。いわゆるひとつの剣と魔法のファンタジー世界だ。

　そしてファンタジー世界らしく、さまざまな種族や魔獣が存在し、人類の領域はいくつかある大陸のうちの一つ、その更に一部に押し込められている、というのが現実だそうだ。

　そんな人の領域を支配する国で最大版図を誇るのが、魔導帝国ラタック。

「──で、ゴザル。最大の魔法の使い手である皇帝を頂点とした支配体制で、その圧倒的武力で周辺の小国家群をもその属国として版図に加えたのでゴザルが……」

「でもでもー、それじゃあ帝国の人だけが得しちゃうじゃないですか。それじゃ駄目ですよねって思ってぇ、魔法を使えない人たちでも戦えるようにって……」

「ゴザル氏を送り込んだわけか」

「そうなんですよう」

　要は、ミリタリー・バランスの話だったわけだ。

　また面倒なことを……。

　聞いたところ、この世界の人間は、魔法が使える者とそうでない者がはっきりと分かれているそうだ。魔法が使えるからこそ王であり貴族であると認められるってことだな。

「あ、最初に魔法が使えるようになった人って、神代竜エンシェント・ドラゴンと戦って認められたからだそうです。よく死ななかったなって、ご褒ほう美びに魔法使えるようにしてもらったそうですよ？」

　へえ。王権神授説ならぬ竜授説ってことか。

　ともあれ、魔法が使えるというのは、戦いにおいて圧倒的なアドバンテージになる。

「そこで某それがしが、魔法が使えなくとも魔法使いに対抗できるだけの手段を広めたのであります。残念ながら戦力的拮きつ抗こうとまでは行きませぬが、帝国一強状態は崩せずとも、小国が連合を組めば帝国の無理な要求に対しての牽けん制せいぐらいはできる、そのくらいにまでは持っていける……けど戦争にはならないくらいの、微妙なバランスを保てればと思ったのでゴザルが……」

「で、それが」

「皇帝の急な崩御で、目算が全てぱあであります」

　最強の魔法使いだった皇帝が亡くなったことで、状況は変わって──。

　現在帝国を中心としたこの国家群は、崩壊の危機を迎えていた。

　一気に崩れてしまうと言うわけではないだろうが、ギリギリのバランスを保つはずだった軍事力は大きく小国の連合に傾いたわけだ。

「帝国の軍事力とはすなわち魔法、それは皇帝を筆頭にした各王族貴族らの序列に比例しているのでござる」

　高い魔法能力による攻撃、防御、その他た諸もろ々もろ。

　その全てが王侯貴族ら一部の高位魔法使いの手に頼っている。

　ところが現在、皇帝が亡なくなり、帝国は絶賛跡目争いの最中らしい。

「帝国側は派閥ごとに分かれて次期皇帝の即位を巡って対立中でゴザル。周辺諸国が反旗を翻ひるがえしたと言っても所詮は魔法の使えぬ民ばかりと、あからさまに見下しているでござるよ……」

「じゃあ、周辺諸国としてはいま攻め込まずにいつ攻めるんだって状態なわけか……」

「そうでござるな。もっとも、今は先ほど見た通り、どちらも決め手に欠ける状態になっているわけでござるが……」

「あれ？　それだったら、ゴザル氏が最初に考えてたことと一緒なんじゃない？　バランス、取れてるじゃない」

　きょとんとして尋ねる珠たま。考え方がバトル上等すぎるよ珠たまさん。

　……いや、そうでもないか。さっきののんびりした戦いを見ていたら、そんなに緊張感が出てこないのも、わからんではない。

　でもなあ、そういう問題じゃないんだよなあ、たぶん。

「そうでござる」

　と、俺の視線が意味するところに応えるように、ゴザル氏が言った。

「今は練れていないとはいえ、周辺諸国は徐々に戦い方を工夫しているでござる。それに」

「でも、それでも国内で揉めてる帝国軍とどっこいどっこいなんでしょ？　皇帝さえ決まっちゃえば、やっぱり帝国有利なんじゃない」

「ですですー。まったくー、早く皇帝が決まってくれたらいいんですけどねえ。そしたらミリタリー無双で戦力を拮きつ抗こうさせる話に戻せるのにー」

　ああ、こいつらやっぱり、わかってない。

　そうじゃないんだよ。これは。

　この戦争はきっと、始まっちゃったら終わりなんだよ。

「今更皇帝が決まったとしても、動き出した流れを堰せき止とめることはできても、もとに戻すことはできないでゴザルよ」

「え？」

「どういうことです？」

「……検索。『ラタック　反乱　罰則』」

「えーと、だいたい死刑ですね。単に力関係による命令に従った場合でも、奴隷落ちです」

　それを聞いて、やっと理解が追いついたのか珠たまがあーあー言い出した。

　なんだかんだ、頭はいい珠たまさんである。

「わかっちゃった……。やばいよ、智とも識のり。駄目だこの国、早くなんとかしないと……」

　だからさっきからそう言ってるんだけどな。

「そこにいる元凶がまだ理解してないけど」

　駄女神が一人、というか一柱か。まだわかってないのだろう、首を傾かしげてこっちを見ている。

「知ってるけど何にも理解してないお前に嚙かみ砕くだいて説明してやろう」

「は、はい。よろしくおねがいします！」

「今そこで戦闘してた連中は、周辺諸国の人たちだ。でも大半が軍人じゃない、一般人からの徴兵ってやつ……そうだよな？　たぶん」

「あ、はい。そうですね、専業軍人みたいなのはほぼいませんから、この世界」

　だよなあ。普通のおっさんっぽい人が大量にいたしな。戦国時代以前の日本だって、農家の次男三男がいくさに駆り出されてたって話だし、この世界も似たような状況だろう。

　それを踏まえて、だ。

「農家の人手が今現在戦場にいます。そして、これからぐっだぐだの戦争に突入して、そのあとどっちが勝つにしても負けた方は何らかのペナルティを背負うわけだ」

「はい、そうですね。敗戦側は身みの代しろ金きんを取れる身分の人でもない限りだいたい奴隷として売られちゃいます」

「どこに売るんだ？」

「え？　そりゃあ自国内で欲しがるトコとか、あるでしょうし？」

「そうだな。で、だ。大黒柱が抜けた農家の人たちは、仕事の手が足りると思うか？」

「え──」

　駄女神の動きが止まった。

　どこからか知らんが、知識を引っ張り出して来るのに手間取っている時の状態だ。

「あの、智とも識のりさん」

　再起動したな、どうした？

「検索しました。次の作付けが始まるまでに丸く収めないと、飢き饉きんが発生する可能性が大です。帝国全体の食料自給率は百％をこえていますが、それは周辺諸国を合わせてのもので、というかむしろ周辺諸国があって初めて全体の食料自給率が百を超えます」

　なんだかんだ言いつつ、帝国があるからこそ社会が回る面もあったわけだ。

　一部地域が不作や饑饉になっただけなら、帝国はそこに手を差し伸べることができる。

　そして通常なら、それぞれの地域で発生する格差を平均化するということも可能だ。

　だからこそ、そのバランスを崩す訳にはいかない。

　いまは収穫も終わって手が空いているからと農民も参加したんだろうけど、このままじゃグダグダの膠こう着ちやく状態に突入するのが目に見えている。

　そこで「そろそろ農繁期なんで一回帰りますね」なんて話が通用するわけがない。

「この世界、他の地域から食料輸入するとかってのは……」

「獣人やらエルフ、ドワーフらの国々とは交易こそ成り立っているでありますが、食料の融通なんて聞いたことがないでござるな。嗜し好こう品や工芸品、そんな物ぐらいであります」

　うん、放ほっといたら詰む可能性が高い。

　ちゃんと農家が仕事してやっと食べられてる、って地域もあるだろう。

　農作業がまともにできなかったら、どれくらい食料自給率が維持できるんだろう？

「すいませんわかりません。未来知識は権能管轄外なんです」

「こう、知識っていうか過去データから未来予測とかできないのか？」

　知識だけは豊富なんだから、ちょっとくらい頑張ったらできるようになるとか。

「そう言われましても、私の知識はアカシックレコード的なところからの引用みたいなもので、それにしたって現時点でのことしか閲覧できないんですよう」

「ほんとはお前ってば知識の神というよりも検索の神じゃねえのか？」

「うう、否定できるだけの言葉が見つかりません……」

「それはさておき、どうしよっか。わたしたちに何ができるのかって話なんだけど」

　見かねたからか、珠たまが話を切り替えてきた。助かる。

　俺たちにできることと言ったら、駄女神から知識を引き出して使うことくらいだ。

「そのためには、まずは情報を集めねばイカンでござるな。女神様は周辺諸国の知識を得ることは出来るのでござるか？」

「えっと、えっと、面積とか気候とか、そういうのだったらいけます」

「欲しいのは内部事情でありますが……」

「ごめんなさい、そういうのはちょっと……」

　相変わらず使えねえ。

　あくまで知識を司つかさどっているだけであって、少しでも枠をはみ出したらわからないのはなぁ。

「では拙者、これから少しばかり向こうに潜入して諜ちよう報ほう活動をしてくるでござる」

「マジで？　大丈夫なのかよ」

「まあもともと智とも識のり殿たちに会ったのは、向こうの動向を調べる途上だったのでござるよ。この格好も、伊だ達てや酔狂ではござらぬのであります」

　趣味でその格好してるもんだと思ってたよ。

「まあ、趣味の部分も多分にあるのでござるが」

　あるのかよ！




　　　５




　ゴザル氏が別行動をとることになったが、俺らは相変わらず城塞都市メジッドのあの宿のお世話になっていた。そしてここ数日、何をしていたのかと言うと。

「ゴザル氏様々よね、活動資金まで提供してくれちゃってさ。もぐもぐ」

「ですねぇ、もぐもぐ。実地見聞というのも大変ですねぇ。あ、次はアレにしませんか？」

「いいわねぇ」

「おいお前ら」

「どうしたのよ智とも識のり、これ美お味いしいわよ？　はいあーん」

　実際の、この世界の状況を知らなければという珠たまの意見で、城塞都市内を歩き回っているのだが……。

「もぐもぐ、うん美う味まい。じゃなくってだな！　何のんきに食べ歩きに精を出してんだよ！」

　ゴザル氏が周辺諸国側の状況を調べてくるのなら、自分たちはこの帝国の状況を地肌で感じるべきだと、そうのたまったのだ。

　これと言った指針がなかったのもあって、一応賛成したんだけれども。

「食べ歩いてるだけじゃないわよ。ちゃんといろいろ見て回ってるじゃな──あ、あれ何かしら！　アクセサリーっぽいけど」

「装飾品ですかねぇ。露店が多いと見て回るのが楽しいですねぇ」

　完っ全に物見遊ゆ山さんじゃねえか！

　ゴザル氏が出しゆつ立たつしてから、毎日こんな具合だ。

　確かに、戦闘で死人が出るでもなし、妙にのどかなんだよなぁ。

　それが深刻感を削いでる原因かも知れないけど。




「おかえりなさいませ。メジッドの市はいかがでしたか？」

「うん、すごく活気があって、いろんな物が売ってて。いい街ですね」

「ありがとうございます。ああ、そうそう。皆様に便りが届いております」

　街を見て回り、歩き疲れて宿に戻ると、宿の人が出迎えてくれた。

　国境近くの街だけあって、交易で栄えているのだろうというのははっきりとわかった。そして、俺たちあてに便りが何通か届いていた。

「ゴザル氏もマメよね、毎日毎日何通も手紙なんて送んなくってもいいのに」

「ですねぇ、私なんて筆無精だから、上司への報告書もしょっちゅう出しそこなってますよ」

　いやそこはちゃんとしような！　報連相は業務円滑化の基本だろ！

　それはともかく、この世界は公的な郵便事業なんてものはない。連絡を確実にしたいなら、独自で人を雇って走らせるか、自分が直接行くのが一番だ。

「何が書いてあるんだ？」

　封書は蠟ろうで封印されていて、ゴザル氏の家紋なのか、刻印が押されていた。

「はいはーいあけますねー。えーと、【加熱】」

　そう言ってペディアは封書に押された封ふう蠟ろうに指を当て、溶かして封を開いた。

　ここ帝国では、一定以上の魔法が使えれば貴族階級扱いだ。そして、一般市民でもちょっとした魔法は行使できるので、それが他国民と自国民とを区別する指標となっている。

　今はペディアを高位魔法使いに装って、俺らはその従者扱いで身の安全を確保している。

「私の女神パゥワーを魔法と一緒にするなんて、核融合と酸化反応の燃焼を同列にするようなもんですよ!?　ぷんぷん！」

　まあ一部の方から不満の声が漏れはしたが、問答無用だ。

「で、なんて書いてあるんだ？」

「えーと、特にこれと言ったことは書いてませんねぇ。昨日のと内容はほぼ同じです」

　ゴザル氏は初日からこの手の便りをこの宿に一日数通送っていた。

『この世界、郵便事情は壊滅的でゴザル。同じ都市内であればそれほどでもないのでありますが、都市間ともなると十通同じ文面の物を別々のルートで出して全部届かなかった、ということもあるのでゴザルよ』

　そう言って、彼は毎日この宿に手紙を出すことを俺たちに約束して出ていったのだ。わざわざメジッドここを通る行商人やら旅人を見つけるたびに、金払ってお願いするんだと。

　そんな手間のかかった便りだが、どれも特段変わったことは書いていない。まあ毎日のように連絡しなきゃいけない案件が見つかったら、それはそれで嫌な話だし。

　そんな便りに混じって、一通だけ少々おかしなものが混ざっていた。

「あら？　ペディア、その手紙裏うらっ側かわに何かいっぱい書いてない？」

「え？　あ、ホントですね。あれ？　日本語ですよ？　これ」

「んん？」

　なんで？　彼がこれまで送ってきた手紙は、全てこの世界の文字で書かれてたのに。

「日本語？　んー、落書きにしか見えないわね」

「……こりゃ草書体だな。えーと、うんわからん」

　はっきり言って、達筆すぎて読めん。ペディア、任せた。

「はーい了解です。やはりペディアちゃんは優秀、こういうトコではっきりわかんだね」

「うるさい早く読め」

　なんだろう。すごく……嫌な予感しかしない。

「なになにー？　『この裏書きがただの落書きと思われてお手元に届くことを祈ります。不覚にも諸国連合軍の手の者に目をつけられ、尾行されております。この手紙が届く頃には、私は身動きの取れない状況に陥っている可能性が高いと思われます。これが最後の連絡かもしれません。次の手紙が届かぬようであれば、その宿を引き払い、帝都へ向かっていただきたく。彼の地には私の協力者として、それなりの地位にある者との伝つ手てもございます。願わくばこの手紙をその証あかしとして其その者をお頼りくださいますよう。連絡の付け方は──』って、大変ですよ智とも識のりさん！　ゴザルさんが敵に捕まってあーんなことやこーんなことをされたりするんじゃ！」

　マジかよ！　最悪だ！

　お、落ちつけよ俺。

「ま、まだそうと決まったわけじゃない。とりあえず、明日まで様子を見るとして、だ」

　さあ、どうする？　ひとまずは……。

「珠たま、出発の用意だけは済ませといてくれ」

「はいさっ。じゃあ買い出しね。道中の食事とかは宿に頼めばなんとかなるとして……服とか荷物入れるカバンとかかな」

　頼りになる幼なじみがいてうれしいよ。あとは──。

「あとペディア、帝都行きの最短ルートを調べてくれ。最短でなおかつ安全なルートを、だ」

「はっ、はいっ。すぐ書き出しますね。あ、珠たまさん？　お荷物なら私、女神ぱぅわーで位相空間に保存とかできますよ？」

　位相空間に荷物を、か。いわゆる昨今のファンタジー系によくある「アイテムボックス」の系譜になるんだろうが、この世界でそれは普通なのか？

「えー、ごくごく稀まれに、神様からの贈り物ギフティツドといわれる異能力者として確認……されてます、ね」

「それってすっごい珍しいってことよね？　あんまり目立つ必要ないと思うから、カバンは別で持ってましょう。なんならペディアがカバンから取り出したって風に見せて、そこから出してもいいんじゃない？　要はなんでも使いようって話よ」

　ここでの「アイテムボックス」系の能力保持者の状況を知った途端、ペディアの表情が著しく曇った。が、珠たまがそこをすかさずフォローしていた。

　なんだかんだでこれからしばらくペディアに力を使ってもらう必要があるのだ。持ち上げて気分良く俺らに便利に使われてもらわねば。

　うーん。なんだかスパイものじみてきたな……と。珠たまに目くばせしつつ。

「それで、帝都へのルートは？」

「あ、はい。こちらになります」

　恐ろしい勢いで手に持った紙の上に指先を滑らせていたペディアが、それを俺に差し出してきた。だいたいＡ４サイズほどの、皮紙だった。

「……ここが現在位置で、帝都はここか。これの縮尺は？」

「あ、五〇万分の一です。すいません書いとけばよかったですね」

　直線距離でざっと１５０キロほどか。ペディアから手渡されたのは、たった今描きたての、地図だった。これ絶対この世界で他人に見せたらやばいできだろ……。

　いつの時代も詳細な地図は軍事的観点からも国防的観点からも扱いが慎重だ。俺はもらった地図を折りたたむとポケットにしまい込み、ペディアに向かってこう言った。

「ボツ。もっと簡略化したのにしてくれ、あれじゃ細かすぎて逆に分かりづらい」

「ええー、そんなぁ」

　あんなのを広げてて、下手に他人に覗のぞき込こまれでもしたらヤバイんだよ！

　その後、何度かのリテイクを出しつつも、子供が頑張って書きました、程度の略図にまで落とし込んだ。これでも十分物議を醸かもすレベルだと言うのを後に知ることとなるのだが。

　かくして俺たちは、ゴザル氏の手紙が明日届かなかった場合のことを考え、しっかりとした準備を済ませておいた。買い込んできた荷物や宿に頼んだ食料なんかは全て背負い袋に詰めて部屋に運び込んでもらった。後はもう、果報は寝て待て、というやつだ。

　でもまあ、まだ日が高いのでしばらく街でもぶらつくことにした──




　というのは噓うそだ、すまんな。俺おれ達たちは早々に城塞都市を出て帝都を目指すことにした。

「まさか買い出しした品を何も持たないでそのまま姿を消すなんて誰も思わないでしょうね」

「カバンも何もかもを位相空間に入れろって言われた時は何事？　って思いましたけどねー」

「あれよね、智とも識のりにしてはわりと考えたわよね。敵を騙だますにはまず味方からって奴やつでしょ？」

「お前は途中から気付いてただろ？」

「まーね。智識ってば、妙にキビキビしてるんだもん。笑いそうになったわ」

「危うく私だけ最後まで騙だまされるところだったんですけども！」

　街を見物していた格好のまま俺おれ達たちは宿を出て、何食わぬ顔で街を散策して、そのまま適当な物陰で身なりを変えて、街を出ていった。

「でも監視されてるなんて、よくわかったわね？」

「いや、監視されてるかどうかはわからん。けど、ゴザル氏から送られてくる手紙に振ってある通し番号がいくつも飛んでたからさ。単に届かなかっただけならいいけど、誰かが止めてる可能性もある。となると、ソレが届けられる先の俺たちにも手が伸びる可能性があるし」

　もしそうなら逃げの一手だろ、ここは。そう思ったわけだ。

「でもゴザル氏のことはどうしよう？」

「現状はどうにもだな……でも、俺らが捕まったほうがゴザル氏の足を引っ張ることになるし、これが一番マシな選択肢、のハズだと、思う」

「まあどっちにしろ、こうなったら帝都に行かないとどうにもならないしね……って、どうしたの？　ペディア」

「あ、ここからショートカットできますよ。ワープポイントがありますね！」

「……神隠しとかああいう類のやつ？」

「どっちかっていうと、迷いの森とかそっち方面ですかね。こう、普通だと迷い込んで出られないんですけど、うまく使えばこの森の向こう側に出られるんです」

　ファンタジー世界における引きこもり種族の雄、ハイエルフの結界があるんだそうな。

「よし。じゃあササッと通り抜けるとするか。追手がいたとしても、それでまけるしな」

　そして俺たちは、街道を逸それて、昼なお暗い森に進路を変えたのだった。
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「ふう、ハイエルフの森は難関だったわね」

「そうだな、まさかあんなことが起こるとは」

「文庫数冊分の一大冒険譚たんを、お見せできないのは残念です」

　城塞都市メジッドと帝都の間に横たわる巨大な森。そこがハイエルフの張り巡らせた結界によって空間が歪ゆがんでいるのを逆用して、大幅にショートカットすることに成功した俺おれ達たちは、本来ならば森を迂う回かいして３００キロ以上ある道のりを、一晩で通り抜けてきたのだ。

「結界の中は時間の流れも違いますからねぇ。昨日の日暮れに森に入ったのに、まだ翌朝ですよ。太陽の位置と角度から計算したんですけどね！　褒めてくれてもいいんですよ？」

「あー、えらいえらい。結界の中であんな面倒に巻き込まれることがなかったらもっと良かったんだけどな」

「それはすいませんでした！」

「まあ良いいじゃない、それなりに収穫もあったわけだし」

「まあな」

　多分ゴザル氏が俺おれ達たちを見たら、「何があったのでゴザルか!?」と驚くだろう。

　驚かせるためにも、早くなんとかしてやらないとな。

「さて、地図上で言えば、今このあたりか」

　広げた簡略地図──と言っても、この世界においては十二分に詳しい地図になるんだが──を指で指し示す。

　出発地点の城塞都市から北西に……って上が北であってるよな？

「あの丘を越えたら見えてくると思いますよ？」

　ペディアが指を差す。その先にあるゆるい上り坂を登り切ると、一気に視界がひらけた。

「おお、あれかぁ」

「メジッドよりもだいぶ大きいわねぇ」

「はい、あれがラタック魔導帝国の帝都、ラリックです。小高い丘の上に築かれた砦とりでが中心となって発展した都市国家が元となっていまして、元々の砦とりでは改築と増築が繰り返されて、今では規模にして数十倍の立派なお城に生まれ変わってますね。人口はおよそ40万人、中心部の城壁内部だけに限ると２万程度ですが」

　頂き部分が城壁に囲まれていてその中に城と屋や敷しきが連なって見える。そしてその城壁の外側に段々畑のように町並みが階段状に築かれていた。

　城壁に囲まれた中心部が王侯貴族の住む地域で、壁の外に広がる町並みが一般市民の領域ってところか。それにしても都市の人口40万人って、それなりに多いんだろうけど実際のところどうなんだ。

　これくらいの時代だと、人口[image: ≒]国力みたいな感じだったはずだけど。

「あ、帝国最大の都市は別にありますよ？」

　なんやてペディア。

「もう少し西に行くと、異種族との境界があるんですけど、そこが一番交易が盛んで人も物も多いです。帝都はほんっとーに政治のための都市ですから」

　政治都市っていうやつか。そういや日本でも一極集中を是正するために、首都機能移転計画とかあったような。

　三人で歩いているうちに、いつの間にか帝都の町並みが近づいてきていた。

　街の手前には結構な幅の、落ちたら怪け我がでは済まない空堀があり、橋が架けられている。左右を見渡すと、かなり離れた場所にここと同様の橋が架けられているのが見える。その橋のたもとには詰め所のような建物があり、そこを起点として列が長く伸びていた。

「そこの三人、帝都に入るのならそこの列の最後尾まで戻れ。審査があるからな」

　羽根の装飾が施された兜かぶとを被かぶった衛兵らしき人物が、房のついた棒を振り回して列の整理をしていた。ファンタジー世界あるあるネタの、街に入る審査と税の支払いって言うやつ？

「ありますねぇ。さっき言ってた交易都市だと、そんなことしなくても入れるそうですけど。ただしすっごい治安に問題が」

　まあそうなるな。しかしなるほど、交易都市だとそんな面倒なことしてられないが、王城のあるここなら当然か。

　俺たちは列の最後尾に並ぶふりをして、人混みに紛れて街道を外れた。

「ペディア」

「はいはい、なんですか珠たまさん」

「検索。ゴザル氏の指定した場所はどこ？」

「えっと、さっきの関所を左に見て空堀沿いをしばらく歩くと、大きな石が積み上げられているそうです。それで、その石積みを叩たたけ、ですって。適当な石で、３回叩たたいて一拍おいてまた３回、また一拍おいて今度は７回です」

「三三七拍子かよ」

　ホントにこんなのでその伝つ手てとやらに会えるのかな。

　とはいえ他に手はないし、いいかげん保存食は食べ飽きた。ちゃんとしたご飯食いたい。

「ほい、叩たたくぞ」

　言われた通りの場所に行くと、言われた通り都市建設に使った余りなのか、補修用の予備なのか、一抱えほどもある岩がゴロゴロと積み上げられていた。

「よくまあこんなの運んで積み上げたものねぇ」

　一個当たりがそれこそトン単位の重さがあっても驚かないこの岩を積み上げた結果が、そこにある巨大な都市だ。この世界だと魔法ありきだから話が違うのかもしれないが、それでもやっぱり人間って色々凄すごい。

　俺は適当な大きさの石の欠片かけらを拾いあげて、積みあげられた石を軽く叩たたいてみた。コーン、と意外にもかなり澄んだ音がする。何度か試しに叩たたいてから、ペディアに言われた三三七拍子のリズムで叩たたき始めたが。片手だと結構叩たたきにくい。両手持ちにするか。お、いい感じ。

　調子に乗って色々とアレンジを混ぜて何度も叩たたいているが、流石さすがに手が疲れてきたのでいい加減やめようかと思ったところで。

「何だ貴様ら、このような場所で怪しいことをしおって」

　たまたま通り掛かりました、と言った感じのおっさんが姿を現した。すごく棒読みで。

「何だ？　藪やぶから棒に失礼なおっさんだな」

「誰がおっさんだ！　誰が！」

「すまんつい本音が、とか心の中で思ってる顔ですよね、あれ」

「そうね。もっと言えば、知らない人とお話しすると精神力がガリガリ削られるから、ああして虚勢張ってるんだけどね」

　やめてくれません？　内情暴露しまくるの。

「それでおっさ……おっさんはわざわざこんなトコまで何しに？」

「今言いかけてやめようとしてたくせに、なんで言い直した」

「一度印象が決まってしまうと変えるのには多大な努力が必要なんですよ。いやまあ、ただの冗談なんですけどね。……あと、多分だけど関係者だろーなって」

　俺はそう言って、ゴザル氏から届いた封筒を目の前のおっさんに見せた。

　おっさんと呼んでるが、その実二十代半ば程度だろう。いや、もしかするともっと若いかもしれない。東洋人な俺おれ達たちからすると老ふけて見える西洋人系の人種っぽいし。それに栄養状態が悪かった昔の人は、老ふけ込こむのが早かったという話だし、この世界も似たようなもんだろ。

　だいたいこんな町外れの、しかも人が通ることも稀まれな街道から離れた場所に、あの程度の音を鳴らしたくらいで人が来るか？　無い無い。そんなだったら関所の列に並んでる騒々しい奴やつらは全員しょっぴかれてるし、さっきの関所でもう捕まってるよ。

　俺が見せた封の開いた封筒の封ふう蠟ろうの部分に気がついたのか、彼はゆっくりと中を検めようと手を伸ばしてきたが。

「あ、中身はこっちです。すいません」

　ペディアが、ずっと持ってた便箋を横から差し出した。

　おっさんは受け取った便箋の表と裏をじっくりと検めた。

「ふむ、このミミズが這はったような奇妙な文字は、確かにあいつの使う文字だな。さて……【火よ我が掌てのひらに集え】」

　納得がいった、と言う感じで頷うなずくと、今度は何やら呟つぶやいて、手のひらに小さな炎を生み出した。そして、手にした便箋を──

「燃やしちゃうんですか!?　駄目ですよぅぶふぅ!?」

「ちょっ!?　ととと、本当に燃やしてしまうところだぞ。炙あぶるだけだ、勘違いするな」

　ずっと持っていた手紙を燃やされると思ったのか、ペディアがおっさんに飛びつこうとして、珠たまに足引っ掛けられてころんだ。

　話の流れ的に燃やすわけないだろうよ。これはあれだ。

「あー、炙あぶり出だしですかー。それならそうと先に言ってもらえればー」

「ほんっとあんたって空気が読めないと言うか察しが悪いと言うか。今まで調べた知識はどこに消えてるのかしら。もしかして、一回一回頭空っぽにしてたりしないでしょうね？」

「あとから入れた知識に押し出されてたりするんじゃないか？」

「ああ、上書きされちゃうのかぁ……」

「いえいえいえ、ちゃんと覚えてますとも。ただ、すぐに思い出せなくなるだけです。何しろ馬鹿みたいに長いこと生きてますからね、私」

「おばあちゃんだからね、しかたないね」

「違いますからね!?」

　要らんことばっかくっちゃべっている俺らを他よ所そに、おっさんは炙あぶり出だして浮かび上がってきた内容に、目を通しているようだった。俺にはどっちも読めないからどうしようもない。

「これは……よくぞ届けてくれた。ついて来なさい、落ち着ける場所に案内しよう」

　先程までの態度とは一変して、やけに折り目正しい口調になったおっさんは、俺らにそう言うと、さっさと歩き始めた。

　どこに向かうのかと思えば、空堀。正確に言えば、空堀の中に開けられた隠し通路の入口に、だった。上から覗のぞいた程度ではちょうど影になる位置にあるため、よほど近くに寄って注意深く見なければ何なのかはわからないだろう。

「狭いですねぇ。もしこんなのがダンジョンだったら探索するのすごい嫌でしょうねぇ」

　隧すい道どうを進む途中、なにかすごいのんきなことを言ってるやつが居る。

　一番責任を感じていなければいけないんじゃないかな、お前さんは。いやマジで。

　そんなこんなで帝都の内部に入り込んだ俺おれ達たちが着いたのは──おいおい。

「あのー、智とも識のりさん。ここってお城なんじゃ」

「しっ、俺もそう思うが、観測しなければ存在しない説と言うのがあったはずだから、それに一いち縷るの望みを託して観測結果を認識しなければいけるんじゃないか？」

「凄すごいお城ね！　どこぞのテーマパークの城なんてこれと比べたらカキワリの背景よね」

　確かにそうだが、そりゃ比較対象が可哀かわい想そう過ぎる。こっちはモノホンの現役の城だぞ──ってチクショウめ。珠たまのやつ、開き直りやがった。

　まあ仕方ない、甘んじてここが城だということは認めよう。城と言っても、本来の要塞としての機能よりは、住居や執務を行う施設といったイメージだ。無論超豪華だが。

　つまり。ここは、この街の中心にあるあのお城ってことか。

「とりあえず、この部屋を使ってくれ。今、少々人手が足りなくてな……。新しく部屋を用意する暇がない。ここはアイツがいつ来ても良いよう準備してある場所でな、気兼ねなく寛くつろいでくれていいぞ」

　いやあ、ありがたいんですが、豪華すぎて寛くつろげない。

　メジッドの宿でも大概豪華だなと思ってたのに、更に輪をかけて豪華とかさすが王城か。

　というか、伝つ手てってまさかの王子様だったよ。

　どんな隠れ家に連れてって貰もらえるのかと思いきや、ずんずんと石畳の坂道を街の中心部へと突き進むおっさん。城壁まで延びてる道を真まっ直すぐ進むんだよ。城壁をくぐり抜けた先に立ち並ぶ屋や敷しきを横目に、お城にたどり着いた時の俺らの顔は、さぞかし見ものだったと思う。

　城壁をくぐった時、最初は「やった！　当たり引いたぜ！」って感じだったけど、更に城へと近づくに連れて「え、もうういいです。そろそろ帰りたい」って感じに珠たまの顔が引きつってたしな。当然俺も。ペディアだけが何にも動じずに当たり前のように城に足を踏み入れていた。腐っても女神か……崇あがめられる対象だけのことはあるぜ……。

「で、これからどうするかって話だけど。と言うかさ、ココに来るまでの街の様子、おかしくなかったか？」

「そう？　特に変わった様子はなかったと思うけど。通りも静かで閑静な感じでさ」

「いや、静かすぎじゃねって思ったんだけどな、俺」

　城に入るまでの間しか見ていないけれど、通った道は言ってみれば目抜き通りみたいなもののはずだ。それが閑静というよりも閑散としてた。雰囲気的にはシャッター街を思わせた。

　何だかものすごくキナ臭いんだが……気のせいじ、ゃないよな。
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「でさぁ、あのおじさんには、とりあえず一晩ゆっくりしなさいって言われたからゆっくりしたけど、ほんとどうする？」

　部屋に案内された後、豪勢な食事やら大浴場やらを満喫して、天蓋付きのベッドで眠った俺おれ達たちである。なお三人で一つのベッドを使ったんだが、全員が大の字になっても余る大きさって何サイズっていうんだ？

　ともあれ気持ちよく目を覚ました俺おれ達たちは、ベッドでゴロゴロとしたまま、まだぐーすか寝ている駄女神を横目にそんなことを話していた。そうして久々の柔らかなベッドで迎えた清すが々すがしい朝の時間を満喫していたのだが。

「どーすっか──っ!?」

　窓から差し込む柔らかな太陽の光に照らされた、激しい打撃音とともに扉から差し込まれた血の付いた剣の切っ先に、視線を奪われたのである。

「な、なんじゃこりゃあ！」

「剣ですね。いわゆるレイピアという物に相当するかと思いますが」

「お、起きたのかペディア。って、剣の種類を検索しろとは言ってねえよ！」

「おはようございます智とも識のりさん。でも私ってば何と尋ねられたら答えられる範囲で答えるのが神としての権能なので」

　通常時とテンパッてる時の落差が激しい女神様である。本当に起きてる？

「何が起こってるの!?　ここ王城でしょ!?　まさかクーデター!?」

　唯一の逃げ道である扉から剣が突き出されているおかげで、通路に出ることもできない。なおここは高さ的に５階以上ある高層階だ。窓からも逃げられない……ってそうだ、窓！

「外の様子はどうなってる？　ペディア、窓の外見てみてくれ」

「はいはーい。特に煙とか火の手が上がってる様子も慌ただしい感じもしませんねぇ」

　よかった、危険は無いみたいだ。

　俺も珠たまも窓から外を覗のぞき、なんの騒動も起こっていないのを確認した。

「……あ、もしかして窓まど際ぎわが危険だから私に先に覗のぞかせたんですね!?　ひどくないですか？」

「ソンナコトアルワケナイジャナイカー」

　ペディアの文句は流すとして、どう動くか。行動を躊躇ためらっていると、扉に刺さった剣が、グリッと動き、引き抜かれ──。

「やあ、驚かせてすまなかった」

　あのおっさんが扉を開けて入ってきた。

　それも、凄すごく良いい笑顔を浮かべた、おっさんだった。ちょっと返り血が付いててこわい。

「……えーと、細かい話は良いいとして、おっさん。何が起こった？　いや、何やらかした？」

　俺の真正面で抜き身の細剣レイピアを持ったままのおっさんを見据え、そう尋ねた。

　実際は心臓バクバクである。最後まで話せた自分をほめてあげたい。

「いやぁ、実のところ君らを処分しようとする手合いがいてな。その始末をつけていたところだ。君らに気付かれずにできれば、と思っていたんだがすばしっこい奴やつでね」

　なるほど、王宮内部でも色々とヤバイ、と。

　そこで、やっとのことで息を整えた珠が言った。

「もしかしてだけど帝位争奪戦も佳境に入って、わたしたちのことをあなたを帝位に就けるための助すけっ人とか何かだと勘違いした他の王子を推す貴族が先走ったとか」

　いやいや、そんなラノベみたいな展開──

「驚いた、さすがヤツが信頼するだけのことはある。その通りだよ」

　……ラノベかよ。

「ラノベですよ？」

「なんか言ったか？　ペディア」

「いえなにも」

　気のせいか。

「まあそれはいいとしてだ。状況はどうなってるんだ？」

「実はな……」

　そうして話し出したおっさん王子様であったが、話は思っていたよりも面倒くさいことになっていた。

「帝位継承権争いで抜きん出ている陣営が二つある。第一王子とその派閥の貴族連合と、第四王子とその配下の軍閥連中だ」

　高位貴族を束ねる第一王子vs下位貴族を率いる第四王子の争いってところか。

「第二と第三王子はどうしたんですか？」

　何の気なしに珠たまが尋ねたが、あんまり聞きたくない。

「ああ、生後間もなくに亡なくなったそうだ。流行病だったそうだが、そう珍しいことじゃないだろ。かく言う俺なんて第九王子様だが、そのあいだの第五から第八王子はみんな成人できず終じまいさ」

　すっごい怪しいです。第九王子か、子沢山だな。いや、正室の子だけとは限らない、か。

「ちなみに王子は他には？」

「俺の下に五人いる。幸いこっちは全員息災だ」

　それはよかった。

　まあ、歳としが離れすぎてて対抗馬になりえないと思われての放置なのかもしれないが。

「で、話は戻るが現状はと言うとだ。その王子たちが決着をつけるために、武力衝突する気満々でな。この状況下で馬鹿な話さ」

　ほんまそれな。

　外敵が内部の結束を促すとか、外に目を向けてない奴やつらにとっては意味のない話か。

「で、お互いの陣営どうしが布陣できるところってのがこの辺りにゃないってんで、わざわざお出かけだってよ。盗ぬす人つとが押し入ろうとしてるってのに、わざわざ留守にしてどうすんだって話だ」

　敵が攻める気マンマンな今？

　……阿あ呆ほうか。間抜けか。馬鹿なのか。

「阿あ呆ほうで間抜けで馬鹿なんじゃないの？」

　なるほど納得。

　自分の都合のいい状況だけしか目に入らないなんてのは、物語の中の門閥貴族だけだと思ってたがそうでもないのか。

「それでゴザル氏のお手紙には諸国連合の動きが書かれてたってことか？」

「ゴザル……？　ああ、ハハッ。やつのことを口癖であだ名しているのか。次に会ったら俺もそう呼んでやるとしよう。ああいや、それはともかくだ。ご明察と言ったところだ」

　そう言って、おっさんは詳細を俺たちに語ってくれた。

「ヤツの報告によると、奴やつら、途中の街は捨てて、直接ここを襲いに来る計画らしい」

「まぁ、そう来るよなぁ」

　当然すぎる話だった。

　何しろ、おっさんの話が正しければ、今この街はもぬけの空だ。

「圧倒的な地力の差があるなら、頭を潰すのが一番というかそれしか無いしね。あれね、桶おけ狭はざ間まみたいに」

　確かに、端っこから丹念に潰してくなんてことやってたら、内紛してる帝国も褌ふんどし締め直して本腰入れるだろうからな。

「その通りだ。戦力的にはそう大したものじゃないらしい。こちらが万全なら、の話だがな」

　帝都を守護する軍や本職の衛兵たちのほとんどが、第一王子と第四王子との争いの場に連れて行かれてしまったらしい。残っているのは一般市民が組織している自警団と、狩りで生計をたてている連中ぐらいだとか。それで街中が閑散としていたのか。

「それは……わりと切羽詰まってません？」

「ああ、わりとな。ヤツの送ってきた情報では、二～三日中には帝都近郊に布陣してもおかしくないだろうってこった。奴やつらの使う武器に関しても詳細に書かれてあるが、俺にはよくわからん」

　ああ、まあわかんないだろうなぁ。

　現物があって実際に目にしたらまた違うんだろうけど、流石さすがに鹵ろ獲かくまではされてないだろうからな。そう思っておっさんの差し出した数枚の紙を受け取って見てみたが。

「……三面図だこれ」

　諸国連合が所有しているであろう武器が、それはもう微に入り細に入り描かれていた。でも……解説と思われる部分はともかく、外観だけじゃわかんないよな。操作説明のイラストとかないと。

　というか、開発製造に携わったんだよな、ゴザル氏。そりゃ細かく知ってるわ。

「君らが持ってきてくれた手紙、アレに描かれていた炙あぶり出だし部分を拡大したものだ。正直俺じゃあさっぱりわからん。どんな物かわかるか？」

　俺と珠は手持ちの知識総動員で、おっさんへの説明を始めた。

　まずは銃。いわゆるマスケットと呼ばれる滑空式の銃身を持つ、火縄銃だ。

「ふむ、なるほど。鏃やじりだけを恐ろしい速度で飛ばす武器と思えば良いんだな？　それでこちらは？　ほほう、なるほど」

　理解が早くて助かる。

　というかこのおっさん絶対頭いいだろ。

　旧来の武器である弓矢や魔法にたとえて俺のいうことをすぐに理解し飲み込んでゆく。

　図面を見ただけではわからなくても、イメージを置き換えれば理解できるのね。

「そんでね、こっちのはこの丸いのの中に、火薬ってのが入ってて、ここんとこに火を付けるとしばらくしたらドカーンってなるの。だからそうなる前に敵に投げるのよ。わかる？」

　珠たまよ、お前の説明すげえわかりにくいぞ。

　まあ手しゆ榴りゆう弾だんと言うか、焙ほう烙ろく玉ってやつか。昔のかぶき者な漫画で従者の忍者が扱ってたよな。運用次第ですごくやっかいだ。スリングとかを使えば、遠くにまで放り投げられるしな。

　ぺらぺらと紙を捲めくって説明するが、案外旧式というか前近代的な代物だった。

　銃、焙ほう烙ろく玉、他には変わり種として棒火矢があった。

　原始的なロケット弾だな。使い物になるのか？　これ。

　ぺらりぺらりと三面図が描かれた紙をめくっていく。良かった、戦場の神様大砲はなかった。

　しかし、最後の最後でトンデモナイのが描かれていた。

「うわ……こんなの作ったんだ」

　横から覗のぞき込こんできた珠たまでさえちょっとひいてる。世界観的にも似合わなすぎだ。

「で、どうだ。ヤツの関係者なら、それがどれだけ有効なのか知っているのだろう？」

　知ってますよ、もちろん。その対応策も一応は。

　知ってはいるけどさぁ……。

「そのあたりを一覧にして書き出しておいてくれ。こっちも手はずを整える」

　どうやらおっさん、自警団と狩人かりゆうどたちで諸国連合軍を迎え撃つ腹づもりのようだった。

「まあ相手の武器の弱点とかはペディアに知識引っ張り出させればいいとして」

「それより。今残ってる人らって魔法どれくらい使えるんだ？」

　俺の素朴な疑問に、おっさんは顔を背けて口笛吹きやがった。

　昔のギャグ漫画のキャラか貴様は。

「正直に言えば、まっとうな攻撃魔法を使えるものはほぼ残ってないな。目ぼしい実力者は皆どちらかの王子派閥に有無を言わせず連れて行かれてしまってなぁ。基礎魔法程度は臣民なら誰もが使えるが、な」

「基礎魔法？」

「えっとですねぇ。地水火風の四大魔法の、基礎の基礎、本当に入り口に指がかかった程度の魔法のことがそう呼ばれています。火なら火種が起こせたりする程度で、水ならコップいっぱいの水を出せるくらい、風はそれこそ部屋の換気に便利、ってところですし、土なんてゴミ捨ての穴掘りに使うのが関の山ですよ。揶や揄ゆ的に生活魔法とか言われてますねぇ」

　ペディアはややバカにしてそう言うけど。

　……なにそれすっげえ便利。

「ほんと、ちょー便利そう。わたしも使えるようになりたい！」

　な。ヘタな攻撃魔法より欲しいわ。

「私は全系統最上位魔法まで使えますけどね！　えへんぷい」

「だがＭＰめがみぱわーが足りない」

「智とも識のりさんがガンガン検索させるから女神ぱぅわーが消費される一方で溜たまらないんですー！」

「知識の神が知識の出し惜しみする気か。自分を否定すると？」

「何でもガンガン聞いてください！　ジャンジャンバリバリ大放出ですよ！」

「ヤバイ知識にはちゃんと封印かけとけよ？　どーせまたボケツに埋まるんだから」

「わかってますって。まあそれはともかく、こないだのゲームっぽい世界と違ってこの世界は設定がしっかりしてるんで、智とも識のりさんと珠たまさんにはこの世界でも魔法は使えません。あなたたちの世界の生命体は、この世界の魔素との感応器官である■■■がもうありまとぁｒｓｙｚぅｄｔしよヴｂぎｐｈのいｊ＠ぽｋ────────────」

　あーあ、言わんこっちゃない。設定語ろうとするから。

　というか何の話をしていたんだったか。

　そうそう、帝都に残っている人ひと達たちは基礎魔法程度しか使えないっていう話だった。

「あと、俺はそもそも魔法の適性が低くてだな……」

　なるほど、後継者として他の王子より見劣りしていたおかげで、生を謳おう歌かできていると。

「俺はずっと下の王子だ。しかも魔法の才能も今ひとつ。そりゃ生まれたときからわかってる話だ。だが、人を守りたい気持ちに魔法の使える使えないは関係ねえだろう？」

　にやり、と笑みを浮かべるおっさんは、正直かっこいい。

　これを見たら、協力するしかないよな。

「じゃあおじさん、自警団とか狩人かりゆうどさんたちとの交渉よろ。あと、その人らとお話ししたいんだけど。できるだけ早く」

　それじゃいっちょやりますか、逆軍事チート!!
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　準備万端整った、とは言い難がたいけど、なんとか諸国連合軍が帝都に辿たどり着つく前に打てる手を全て打つことはできた。後は、当たってみなければわからない。

　空堀にかかっていた橋は一つを残して全て落とした。

　これで、相手は侵攻ルートを選べない。土魔法で塹ざん壕ごうを掘り、盾代わりに土ど囊のうで壁を作る。街を守っているように見える形状、橋の袂たもとを二面で抑え込むように。だが実際は、街へとまっすぐ向かって来させるための、漏じよう斗ごだ。

　街に残っている非戦闘員──戦えないような女子供にご老人──は、城壁の内側に避難してもらった。

「街全体がほぼ石造りだから、火計はあんまり心配しなくて良いのが救いだな」

「ほんとほんと。日本だとそれが一番やっかいよね」

　まあだからといって、火事が起こらないわけじゃないけどな。

「見えてきたぞ！　各班、備えろ！」

　おっさんが、今日ばかりは王族としての意地なのか、立派な拵こしらえの鎧よろいを身に着けて指揮にあたっていた。

「それにしても、自警団は想像通りの民兵って感じだったけどぉ。この世界の狩人かりゆうどって……」

「ああ、俺も想定してなかった」

　俺らは何の能力もないので、建物の屋根の上で状況を見ながら助言をすることにしていた。一応、狩人かりゆうどのみなさんが護衛してくれてます。

　しかし狩人かりゆうどっていうから、男性デュオ……じゃなく。狩猟を生なり業わいにしている森の番人みたいなのを俺は想像してた。もちろん珠たまも。

「まさかどこぞのゲームみたいな狩人かりゆうどさんだとはおもいませんよねー」

　ほんとにな！　もっと早くに言っといてくれよペディア！　違う戦略練れてたかもなのに……。剣一振りで岩をぶった切ったり砕いたりとかできるんなら魔法いらねえだろ！

「でも狩人かりゆうどだから、戦いには出ないのよね。今回みたいな防衛戦には参加することもあるみたいだけど」

「この世界に限らず、戦争は貴族の特権みたいな部分がありますから」

「まあとにかくだ」

「うん」

「これより俺たちは、魔導帝国ラタックと周辺諸国連合の戦争に介入する！」

　このままじゃ両陣営共倒れだ。

　とにかくとっとと戦いを終わらせるしかない。

「実際やったら国際法上テロリスト扱いなんだろうけど」

　とはいえ、俺らは基本参謀ポジなんで、何もしないのと同然だけどな。

「言うだけ番長っていうやつですね！」

　お前、そういういらんことを先に忘れろよ。

　とにもかくにも、こうして帝都は戦場となった。

　空堀の向こう側に姿を現した、数千を数えるだろう人の波。火縄銃を手にした者を先頭にずらりと並べて前進してくる。統率が取れているのかいないのか、列はバラバラだし、橋を渡るのもすし詰めになって逆に進撃速度を落としている始末。

　だが、数というのはそれだけで力だ。学校の校庭とかなら隙間なく埋められる数の人間が押し寄せてきてるんだから、それだけでもう一種異様な圧を感じるほどだ。

「ま、まあ夏冬の漫画の祭典の開幕ダッシュのことを思えばマダマダね！」

「いや、アレはアレで凄すごいが、死人は出ないだろ」

　ほんと、長年開催しててのその実績は凄すごいよな。

　それはそれとして、橋を渡り切ったところで敵は一旦足を止めた。そして、自分たちの背後から爆音を轟とどろかせて前進してきた代物に道を空けたのだ。

「でやがったな……Ｍａｒｋ─Ⅰ戦車もどき」

「あれだけ場違い感がありすぎるんだけど！」

　そう、ゴザル氏からの兵器一覧の最後に記されていたのは、俺おれ達たちの世界で最初に実用化された「戦車」だった。敵の陣地を蹂じゆう躙りんするために作られた鉄の塊だ。

「でもすっごい遅いです……」

　おう、確かに。人が歩く速度より遅いんじゃなかろうか。まあ、実物も遅かったらしいぞ。ペディアの知識じゃ時速６キロメートル程度だったらしい。

　よくそんな速度でここまでこられたな。

「橋の向こうの方、馬もどきがでっかいソリ曳ひいてるの見えるんだけど、アレに乗せてきたんじゃない？」

　なるほど頭いいな。っていうか実際に戦車は現地まで自力で走るの稀まれだよな。トレーラーに積まれて高速道路を移動してるの見たことあるわ。

　さて、念のために用意した物が通用すればいいけれど……。そうこうしているうちに、状況が動き出した。

「総員、魔法用意！　各班組ごとの役割分担を忘れるな！」

　おっさんが騎獣というのか、どうみても馬じゃない馬っぽい生き物の背中に乗って声を張り上げていた。

　以前見た、この世界でのいくさであれば、各おの々おのが名乗りを上げて戦いが開始される。しかし、今の戦いはそんなの知らんとばかりに突っ込んできてぶん殴る、という素しろ人うとのいくさだ。

　帝都の街をめがけて、唯一の橋を渡ってくる敵。先頭に立って迫ってくるのは銃を携えた歩兵たちだ。

「来るぞぉ！　プランＡ、用意！」

　本当なら、橋のところで罠わなでも仕掛けたいところだったが、一回限りでそんなに大した被害も与えられそうにないため取りやめになった。

　敵が渡っている時に橋を落とすと言っても、大した大きさの橋でもないので巻き込める人数もしれている。

　なので、十分引き寄せて、敵がこちらを銃の射程に捉とらえる前に──。

「放て──！」

　一斉に、水の生活魔法が放たれた。できるだけ高く、空に向けて、打ち上げたのだ。

「よし次っプラン[image: ]、タイミングを上う手まく合わせろよー、放てー！」

　おっさんの指示通り、続いての詠唱が行われた。

　空に向け打ち上げられた数多あまたの水玉に向け、風の生活魔法を発動させたのだ。

　一つ一つはそよ風程度でも、束になれば。一人が風速１メートルの風を吹かせることができるなら、順番に少しずつタイムラグを設けて魔法を重ねれば、どんどんと風速が上がる。空気の流れを加速することができる。できるのだ。

　狙うことなどできない。だが、風に流された水玉は、細かい水滴となって擬似的な大雨となって敵の先陣に降り注いだ。その結果。

「やった、火縄がびしょ濡ぬれ状態だ！」

　火縄銃の最大の弱点、それは水濡ぬれに非常に弱いことだ。

　銃が全天候型になったのは、確か雷管式以降だったはず。

　これで銃は封じた。さぞかしあちらは混乱し始めているだろう──と思ったが、そんなことは全然なかったぜ。

「わりと平然としてますね」

「そうね。あ、何か棒？　みたいなの出してきた」

「なんだ？　棒の先に……紐ひも？　が付いてる」

　ただの水をぶっかけるという攻撃とも言えない攻撃で火縄を濡ぬらされた敵は、今度は何やら棒というか、竿さお？　のようなものを取り出していた。もっと慌てふためくかと思っていたけれど、何度も使って火縄銃の欠点というか弱点を学習して慣れていたのかもしれない。

「スタッフ・スリングか。まさか投石に──」

　投石といえばダビデとゴリアテの投石紐ひもが有名だけど、その投石紐ひもを長い棒の先に取り付けたのがスタッフ・スリングだ。彼我の距離はおよそ２００メートル。火縄銃だと多少仰角をつけて撃たないと届かないが──。

「投石じゃないっ！　おっさん、プランＢ！」

「おうよっ！　プランＢだ！　用意っ！」

　おっさんに注意を促し、指示を出してもらう。ちゃんとあるのだプランＢ。

　敵が、スタッフ・スリングをこちらに向けて振るった。

　すると、こぶし大の何かが、バチバチと火の粉を飛ばしてこちらに放物線を描いて飛んできて──陣地の中に転がった。

「落とせ！」

「【堅き大地よ、我が祈りにてその懐ふところを開きたまえ】」

　なんか堅苦しい呪文だな。

「呪文は基本的にただのキーワードでしかありませんからねぇ。人によっては【穴】だけとか、結構いますよ？」

　そんなもんなのか。っと、投げられてきた代物──焙ほう烙ろく玉──が、うまい具合に開けた穴に転がり落ちた。そして数秒、穴から上に吹き上げる爆ばく轟ごうが巻き起こったが、爆風やら破片は全て上に向かったため被害は火の粉が飛んできてちょいとやけどした人が出たくらいだ。

　次から次へと飛んでくる焙ほう烙ろく玉だったが、少々導火線が長いのか、陣地の真上で空中爆発を起こす奴やつは出ていない。やはり取り扱いが怪しい素しろ人うと集団だからか、そのあたりでセーフティを作ったんだろうか。火をつけた爆弾はさっさと投げなきゃ自爆してしまうからな。

　そのへんの手て際ぎわが上う手まくなかったのか、実戦で訓練通りのことを行えなかった場合のことを考えたのか。

　おかげさまでこちらは付け焼き刃の対処が図に当たって鼻高々である。

　ただし爆発音で耳が痛い。できるだけ無駄玉を撃たせて、こちらに被害があるように見せるために適当な動物──狩人かりゆうどに捕ってきてもらった──の血を、ぶちまけて。

「てったーい！　壁まで下がるぞ！」

　穴を元通りにして、血まみれになった陣地を残して、おっさん率いる自警団たちは坂を登って城壁を目指す。負傷兵のふり、なんてのをしている人もいる。

「うふふー楽ちん楽ちん」

　おい駄女神、なにいつの間にか下に降りて担架に乗せてもらってんだよ。

「ちゃんと歩きまっすッ！」

　まったく……誰のためにこんなことしてると思ってんだ。

　建物の屋根の上を移動しながら、思わず愚痴が溢あふれてしまう。平凡な高校生だぞ俺は。なんで異世界の命運を分けるようなことの片棒担かつがにゃならんのだ。

「ひとが何のために骨を折っているのか、わかってくれとは言わないでありますが、無下にされるどころか調子に乗って強制されるまで来ると、もうどうでも良くなってくるでゴザルよね」

「そうそう、ボランティアでゴミ拾いしてる時とか、たまに目の前にゴミ捨ててくやつとか居るのよ。拾えっての？　今ゴミ掃除してるんだからちょうど良いいじゃんって？　馬鹿なの？　って馬鹿に失礼ね。すぐ後ろにゴミ箱とかあるのに普通わざわざポイ捨てする？　もう思わずゴミ拾ってそいつの顔に叩たたきつけてやったわ」

　あるある、喫煙所に入らないで、その入り口でタバコ吸ってる人とかな。んで吸殻捨てる。すぐそこに灰皿あるのにポイ捨て。人間性がにじみ出るね、そういうとこ。

「携帯灰皿を所持して喫煙していると、そういう輩やからはこう言うんでござるよ。『そんなのは偽善だ』と。でありますがやらない善よりやる偽善。いくら良いいことを言っていても、行動が伴っていなければただの便所の落書きでござる」

　ってゴザル氏！　いつの間に？

「珠たま殿、智とも識のり殿、お手を煩わせて申し訳なかったであります。只ただ今いま帰還したでゴザルよ」

「あ、ゴザル氏じゃん、ちーっす……って何でゴザル氏がいるの？　て言うかアイエエエ!?　ゴザル氏？　ゴザル氏？　ナンデ!?　とか言ったほうが良かった？」

「まあ細かい話は後でゴザル。いまは作戦遂行が一番の大事」

「するーされたー」

　ゴザル氏の転生前の時代がいつかわかんないからスルーと言うより知らない可能性も微レ存。まあオッケー了解、あとできっちり話は聞かせてもらった、犯人はこの中にいる！　的なことをしてもらうからな。

「どうやればいいのでござるかそれは」

　知らん。
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　おっさんを始めとした自警団の皆が帝都の中心へ延びる坂の大通りを駆け上り、城壁に近づいたあたりでようやく足を止めた。

「追撃すると思ってたけど。意外と慎重だな」

「基本農民兵って話だから、調子に乗って先行しちゃうようなおバカさんじゃあない限り、バラバラになりたがらないんじゃないかしら」

　たしかに珠たまの言う通り、そうかもしれない。

　ちょいと目め端はしの利きく指揮官がいれば、あからさまに逃げ出している自警団を、嬉き々きとして追いかけては来ないか。なお、何事にも例外というか馬鹿は居るもので。部隊から離れて略奪しようとしていた連中がいた。そちらの方は珠たまが想定していたので、あらかじめ狩人かりゆうどさんたちにお願いしておいた。護衛してくれてる狩人かりゆうどさんたちとは別のグループが、屋根の上を跳び回って弓で狙い撃ちしてくれています。

　あんな戦力になるなら普通に戦ってもらった方が良かったかもしれん。世界が世界なら、普通に『冒険者』だよこの人ら。何だよあの身体からだスペック、建物と建物の間を壁を蹴って飛び渡りながら、「昇る」んだぞ？　頭おかしい。

　まあスペックが違いすぎる部隊は使い勝手が難しいかもなので、あれはあれで良いいのだと思おう。自警団が城壁を背後に、敵の出方を待つ。

　例の戦車が、石畳を削りながらこちらに迫る。ゆっくりとしか近寄ってこないが、逆にソレが恐怖心を煽あおるな。

「棒火矢もあるって聞いてたけど、使ってこないな」

　アレは実質ロケット弾だから対策が難しい。一応、プランＣで対応策は教えておいたけど。

「ほほう、どんな対策をしていたのでありますか？」

　通用するかどうか怪しいけど、風魔法で下から上向きの風を吹かせて進行方向を変える、くらいだった。上に向ければそのうち燃え尽きるだろうってな。

「なるほど、狙いはわかるでありますが、実際に使用されていたらその対応では間に合わなかったでござろう。棒火矢は思った以上の速さで飛ぶものでござるからな。智とも識のり殿もロケット花火で遊んだことくらいはあるでござろう？」

　……言われてみれば、あれは確かに速い。プランＣは戦端が開いた時点で常時発動しておかないと間に合わなかったな。

「でござるな。しかしご安心くだされ。敵にはもはや、棒火矢はござらぬ」

　そうなのか!?　それは助かるな。

「あやつら、せっかくの棒火矢をバラして火縄銃の火薬に流用したのでござるよ……。まともに当てれば城の攻略にも使えるのでござるのに」

　あらら、そりゃ作った本人のゴザル氏的には不本意だろうな。まあ、結果オーライだけど。

「でも、ゴザル氏。よくもまあＭａｒｋ─Ⅰ戦車なんかでっち上げたな」

「ああ、アレはつい妄想が滾たぎってしまって……。本当はⅤ号戦車かⅥ号戦車を作りたかったでござるよ……」

　お、おう。気持ちはわかるがソレがなんでアレなんだ。

「やはり、段階を踏んでいくべきかと思ったのであります。銃なら火縄から、爆弾なら焙ほう烙ろく玉、それこそてつはうでありますな。そうしていくウチに、自発的な改良を行って拙者の手を離れるだろうと目もく論ろんでたのであります。で、手が空いたところでちょっと頑張りすぎたのでござるよ……」

　見た目だけで、内部構造はテキトーなハリボテ戦車をフルスクラッチした、そうな。

「苦労したであります。拙者の転生特典は知識のみでありましたからな」

　……知識のみで、戦車作れるもんなんだ。

「そうでありましたな、智とも識のり殿たちは……おっと、自警団が動くようでござるが──智とも識のり殿、アレの対策には何を？」

「いや、ごく単純に……」

　俺がゴザル氏に説明するよりも早く、おっさんと自警団が動いた。

「樽たるを転がせ！　１番樽だるからだ！」

　城壁沿いに並べておいた樽たるを、ゴロゴロと戦車に向けて転がし始めた。

　そう大きなものじゃない、小脇に抱えられる程度のサイズだ。それを紐ひもでいくつかつなぎ合わせ、爆導索ならぬ樽導索を作ったのだ。中身はというと。

「水、でゴザルか？」

「んにゃ、石せつ鹼けん水。草とか薪を燃やした灰と、狩人かりゆうどさんたちに狩ってきてもらった獲物の脂を煮て作った適当石せつ鹼けんだよ」

「おお、石畳に石せつ鹼けん水とは。確かチェコのレジスタンス戦法でゴザルな！」

　すまん、俺のは珠たまん家ちにあった漫画のネタだ。通用するかどうかは知らん。駄目でも第二弾があるけどな。

　坂の上から転がした樽たるが、ゴロゴロと転がっていく。

　途中で割れた樽たるもあるがそれは織り込み済みだ。結果、狙い通り戦車まで転がり、ぶち当たって割れ、踏まれて割れて、中身をぶちまけた。さあどうだ？

「……ふつうに登ってくるでござるな」

　くそっ、石せつ鹼けんの滑りが悪いのか、戦車がゆっくり過ぎて滑らないのか。

　しゃーない。この場合も見越して、第二弾がある。

「次だ、やれ！」

　今度も同じく、樽導索だが、中身が違う。

「プランＤだ！　放て！」

　おっさん、いい顔してるなー。

　転がっていった樽たる第二弾だが、紐ひもに火を付けて転がした。これだけでもう狙いがわかるだろう。樽たるの中身は、油だ。

　もうすでに火が付けられている紐ひもにも、十分油を含ませている。敵の兵隊がこちらの狙いに気付いて、前に出て受け止めようとして──滑ってころんだ。

　戦車にたどり着くまでに割れた樽たるの石せつ鹼けん水のせいだな、結果オーライ結果オーライ。

　そして、樽たるが戦車に再びぶち当たり、割れたと同時に火が一気に燃え広がる。

「放て放て！　発火の魔法でも油があれば役に立つ！　『火よ』」

　おっさんも手のひらに火を灯ともして、樽たるの紐ひもに火を付けて転がした。

　自警団の人たちがあちこちから投げつける火種は大通りを勢いよく転がり、戦車を大炎上させ、その背後にいた敵の兵隊も、火だるまに……なる前に。あ、逃げ出した。

　誰も彼もが手に持った武器を投げ出して、逃げてゆく。

　その、人の奔流の中に、騎獣に跨またがった身なりの違う男がいた。アレが敵の大将か、俺がそう思い声を上げようとする前に、おっさんと、ゴザル氏が動いた。

　そして、実にあっさりと、その男──諸国連合軍の司令官は捕縛されたのだ。
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「おいペディア、いつになったら元の世界に戻れるんだ？」

「そうよ、まだ溜たまらないの？　駄女神パワー」

「お二人が検索しまくったからじゃないですか！　だいたい駄女神じゃないですー！　立派な女神ですー！」

　そういうところが駄女神だって話なんだが。元の世界に帰る算段をしている俺おれ達たちだが、全部が全部終わったわけではない。あれから捕まえた敵司令官や逃げ遅れた兵士を捕らえたり牢ろう屋やにぶち込んだり世話したりと慌ただしかったが、今日やっとのことで諸国連合と話し合いの席を設けることができたのである。

　王宮では、諸国連合との和平会談が行われている。俺ら部外者は部屋で結果待ちだ。

　あのあと、銃や各種武器を放り出して逃げた敵の兵士たちは散り散りに逃げ、全てを追いかけて捕らえることはできなかった。中には武器を持ったままの兵もいただろうから、そのまま追い剝ぎとかになられても困るな、と思っていたが。

「この世界、追い剝ぎ山賊はありきたりの存在なので構わんでござるよ」

　何食わぬ顔でそういうゴザル氏。そんなもんなのか。

「そんなもんですよぅ。元々この世界にある常識の範囲内ですから、そのうち淘とう汰たされますし」

　そういう判断基準なのか。

　それよりも、火縄銃の方は良いいのか？　結構向こうに残ってるだろ。

「ああ、それなら心配いらないであります。拙者しか火薬は作れぬでござるから」

　今ある火薬を使い切れば、ただの鉄の筒、か。そういや棒火矢の火薬も流用してたって話だったな。

「で、結局魔導帝国の皇帝の方はどうなったの？」

　珠たまが一番の懸け念ねん材料をぶち込んできた。結局の所、根本はソレである。

「亡なくなった皇帝が立太子をしてなかったのが、一番の混乱原因でござるからな」

「あ、ゴザル氏。会議は終わったの？」

「一応は和平が結ばれたでござるよ。さすが王子、人命第一の交渉でござった。賠償とか細かい点はこれから詰めるでござるが、まず一段落と言ったところでありますな」

　ゴザル氏と俺らがそんな会話をしていると、おっさんもやってきた。

　やけに清々しい顔をしている。肩の荷が下りたからかな。

「やあ、待たせたな。ようやく、と言ったところだが一息つける。飯でもくおうじゃないか」

「メシもいいけど、おっさんとこの兄弟喧嘩は決着付いたのか？」

　さっさと皇帝決めて全部終わらせて欲しい。広げた風ふ呂ろ敷しきを半端に畳んで最終回を迎えたアニメみたいな状態で元の世界に帰るとか、正直もにょる。

「ああ、その件だがなぁ……どうも二人共討ち死にしたとかいう噂うわさが流れてきている」

「……共倒れ、だと？」

　おいおいおい、それは色々とマズイんじゃないか？　他の王子様はまだ子供なんだろう？

　それに、この国、魔法がすごく使える人しか皇帝になれないんじゃあ……？

「弟たちは小さすぎて、皇帝にするのは無理だ。あまり気乗りしないが、最悪、俺が摂政に就くか、もしくは、皇帝になるしかないだろうな。ただな……」

　ただ？　俺と珠たまは首を傾げた。

「……共倒れした二人はな、魔法の力は凄いが、統治能力に疑問のある連中だった……。魔法の才能はあったが、政治的な、国を管理運用する能力そのものは、疑わしいところがあった。俺を含め、幾ばくかの人間は二人が潰つぶし合いになってホッとしている……」

「そうでござる。魔法の力を皇帝即位の条件などにしていた現状が不思議であったでござるよ。統治能力とカリスマが随分と怪しい人物でも、魔法力で皇帝になっていたせいで、周辺国への配慮も疎かになっていて、色々問題が噴出していたフシがござった」

　ゴザル氏が「うんうん」と頷うなずいた。

　あーたしかに。魔法が使える＝統治者としての才覚がある、って言えないよな。

「魔法が使えない周辺国家はその辺り、よく理解していてな。むしろ、その辺りが一番の不満点だったようだ。和平交渉も、ごく普通の交渉しかしてないが、それで納得していた。何のこたない。ちゃんと話し合えば、良かっただけの話だった」

　へぇ。なるほど。でも、そうなると、また女神が余計な手出しをして混乱させたって、結論になっちゃうんですが、それは。

「あーあ。やっぱり、どっかの女神の人選ミスと、送り込み先の選定ミスじゃん……」

　……あ、珠たま言いやがった。

「そんなのわかってますぅ。だから、深く深く頭を下げてお願いしたんじゃないですかぁ」

「あ、今、地に頭をこすりつけなくて、いいからな？」

　先に牽けん制せいしといた。この場で尻丸出しで土下座とか勘弁してほしい。

　駄女神は土下座ができずに不満そうだったが、まぁそれは放置して……。

「……だが、魔法力が強い者こそ皇帝に相応ふさわしいと考える連中が居るのも確かだ。だから、現段階で魔法力の低い俺が皇帝になるのは、時期尚早なんだが……」

　おっさんが渋い顔をして呟つぶやいた。

　うん。知ってる。一度凝り固まった考えをした奴はなかなか考えを改められない。

　特に、歳を取るとなかなか変われないっていうし。

　ゴザル氏が少し迷っているおっさんの方を真っ直ぐ見た。

「そうでござるなぁ。保守派というのはどこの派閥でも組織でも居るでござる。無論、周辺国にも。しかしながら、魔法力にこだわっていては、混乱収束もできぬというのも事実。殿下が和平交渉で上う手まくまとめたのも事実。現状、相応ふさわしい人物が居ないのも事実。これを機に、魔法力こそ至上という考えを国全体で改めてもよいと思うのでござる……陛下」

「ははは……つまり、逃げられん、ということか」

　おっさんが肩をすくめた。あ、決心した？

「心配なさらずとも、納得できぬ慮外者らが思いあまって来ようとも、拙者が身を張ってどうにかするでござるよ」

　うをい！　それ、まんまフラグじゃね!?

　珠たまが隣で顔をひくつかせてる。いや……マジでベタベタのフラグだもんな。

「縁起でもないことをさらりと口にするな……勘弁してくれ」

　おっさんが苦笑しながら言った。本当、まったくだ。
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　大体の事後処理が終わった。

　そして、最後の締めくくり、平和式典が行われることになった。

　厳重な警備の中で、帝都の広場に各国の代表とかを招いての開催だった。

　俺たちも、貴賓席の端っこあたりに席を作ってもらって参加することになった──

　──んだけど。

　ゴザル氏の正装姿に、俺はぶったまげた。

　ゴザル氏も今日ばかりは覆面をせずに、真っ当な服を着ていた。着ていたんだが……

「ゴザル氏が女性だったとは……」

「なによ智とも識のりってば、気付いてなかったの？　顔立ちだけみても男なわけないじゃない」

[image: ]

「私はそもそもこの世界に送り出した責任者ですからねー当然知ってましたとも」

　言えよ！　ヅカっぽいんじゃなくてそのままヅカ系だったのかよ！

「まあ拙者も性別がわかり辛づらい装束だった故、智とも識のり殿に非は無いのでござるよ」

　ゴザル氏の今の姿は、まんまヅカの男役状態だった。

　結局、ゴザル氏は帝国貴族の生まれで、魔法の力も持っていたらしい。

　道理で。王子と知り合いとかどうやってなるんだって思ってたけど。

　ソレに加えて知識チートとか、ずるい……。魔法で火薬の材料を精製したり金属加工で戦車まで作れるレベルとか俺もそんな条件なら転生してみたい。

「いやいや智とも識のり殿、結構面倒なものでござるよ？　拙者前世では一般ぴーぽーでござった故、こちらで貴族生活を一から仕込まれてもう居心地の悪いことと言ったら。周辺諸国を渡り歩いていた頃のほうが居心地がどれだけ良かったことか、でゴザルよ」

　慰めなんていらない。もう早く帰りたい。

「だいたい前世は男でござったから、まさかのＴＳネタが自分の身に降りかかることになるとか思ってもみなかったでござる」

「あ、ごめんなさい。基本転生って性別とかまでは選べないんですぅ」

　駄女神が解説してくれた。って、選べないのか……。

　て言うか、ゴザル氏中の人、元男かよ。そりゃ仕草とか口調じゃわかんねえわ……。

「では拙者、陛下の側近なので皇帝席の側に待機でござる故、これにて失礼でござる」

　あー行っちゃった。




　そして、準備が整い、平和式典が始まった。

　識者や権力者などによる色々な談話や講話が披露された。

　そして、皇帝陛下が講話する番が回ってきた。

　壇上に上がったおっさん……陛下は、威風堂々としていた。

　たしかに、魔法の力が微妙でも、皇帝らしいというかなんというか。

「──親愛なる帝国民諸君。帝国国内はやや落着いた──そう思って、諸君らはこの戦争を既に過去のこととしているのではないのか？　しかし、それは重大な過ちである──」

　皇帝陛下の講話が始まった──

「ねぇ、智とも識のり……」

　耳元へ囁ささやくように、隣の席に座る珠たまが俺に話しかけてきた。

　うわやめろよくすぐったい。

「どうした？」

「なんかこー、嫌な予感がさぁ。智とも識のり、こういう展開パターンって憶えない？」

「なんか、色々話がまとまって平和になったその後に……！　みたいなヤツか？」

「うん、そう。で、ゴザル氏、何かフラグ立ててたよね……」

　いやいや、縁起でもないこと思い出させるなよ、珠たま。

「あーそれ、全然大丈夫ですよー」

　貴賓席の末席で、のーてんきに周りを見回していた女神が呟つぶやいた。

　は？　大丈夫って、何が？

　そう思っていると──。

「我々はこの戦いの愚かしさを未来へと伝え続けねばならないのだ──」

　皇帝陛下がそう言ったところで、突然。

　銃声が響いた。

「うおわっ!?」

「きゃああああ!?　ほらもう言わんこっちゃない！」

　そう叫んだ珠たまと同じように、集まった人達の中から悲鳴が上がる。

　皇帝を狙っての襲撃か!?　カンよすぎるぞ珠！

　弾丸のいくつかが壇上の色々な場所に当たったが、狙われた本人には辛うじて当たらなかったようで、皇帝は無事のようだった。

　とっさに貴賓席の後ろに隠れた珠たまと俺。そこで、珠たまが俺の袖を引っ張る。

「智とも識のり、あれ……！」

　珠たまが指さした先、そこには警備兵の一部が、火縄銃を構えて皇帝に狙いを定めている。

「貴様に皇帝など相応ふさわしくない……絶対に認めない……認めないぞ!!」

　げ、やばい。いわゆる……えっと、保守強硬派ってやつ？

　火縄銃を持ってるってことは、諸国連合の方の人間かよ!?　こういう派閥はどこにでもいるってゴザル氏は言ってたけど……って、ダメだ、考えてる場合じゃない!!

「ちょっと！　ペディア、なんとかしてよ!!」

　珠たまが平然と席に座ったままのペディアに言ってみたが。

「ダメですー。私、お願いして来てもらった智とも識のりさんと珠たまさんを守護する義務はありますけど、人自身が決定して行動したことを、神自身が介入して覆すのは、神世界のルール違反ですしぃ……つまり、これは人の歴史の１ページになる出来事、というものですよぉ」

「まさかあんた、さっきの『全然大丈夫』って……！」

　その瞬間、再び銃声が鳴り響いて──。




「ぐ……！　己が持ち込んだ得物でやられる、とは……業でござる……な……」




　皇帝を庇かばうように前に出たゴザル氏が、目の前で倒れるのが見えた。

　慌てて俺たちは駆け寄ろうとする。

　視線の端では、火縄銃を構えた連中が取り押さえられるのが見えた。

　なんだよ、このベタなラストは!?

「あ、タイムアウトですー。そろそろ帰還の時間ですよー」

　女神の脳天気な声が聞こえた、と思った瞬間、俺たちの体は光に包まれた──。
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　機嫌悪い。むっちゃくちゃ機嫌悪い。

　本当に最悪のタイミングだった。なんだよあの最後、全然納得出来ねえ。

　戻ってきたら、何の言葉も交わさずに俺たちは別れて……次の日。

　朝の登校の時に鉢合わせになったが、据わった目で「おはよう」って一言呟いただけ。

　その後、二人してずっと無言。お葬式状態で登校だよ……。

　いったいぜんたい何なんだよあのクソ女神は。今度という今度は絶対に許さん。

　もう二度と異世界なんか行かねえからな。何が、何が──。

『大丈夫ですってー、今にわかりますからー。それにお二人はもう知ってるはずですよ？』

　だよ。何にも大丈夫じゃないし、意味がわからん。

　いくらそれまで知ることもなかった異世界のことだからって。

　胸糞にも程があるだろ、こんなもん。

　そんなことを思いながら、俺たちは無言のまま、いつもの通学路を歩いていって……。

「おはようございます！」

　学校に到着すると、正門の前に生徒会長が立って、挨拶していた。

　ああ……今日は挨拶週間ってやつか。

　会長は一年上の先輩でお嬢様風の美少女。成績優秀で気さくで人望もある。珠と同じくベタな人だが、だからこそ萌える。普段なら挨拶とかも喜んで返していた……んだけど。

　さすがに今はそうもいかない、俺は生徒会長を無視して通り過ぎた。

　いつの間にか隣に並んで歩いていた珠たまも、俺と同じく会長をガン無視する。

　だよなー。そんな気分じゃないもんなー。わかるぞ珠。

　だがそこで──がっしりと。

　二人して会長に肩をつかまれた。

「おはよう、二人とも。挨拶は大事よ？」

　にっこり言う会長にイラッときて、つい俺は嚙み付いた。

「挨拶って、自分の意志で行うもので、強制するものじゃないでしょ？」

　ふうん、みたいな顔をして、会長はしげしげと機嫌最悪な俺たちを見る。なんなんだよ？

「そんな風に言うのなら……」

　そこで会長がにっと、意味深な笑みを浮かべて、俺たちの耳元に顔を寄せる。そして。




「智とも識のり殿と珠たま殿が混浴風呂に一緒に入ったこと、他の人にばらすでござるよ？」




　いぃぃぃぃ!?

「ちょちょちょちょ!?　いったいなにを言いだすのよ!?」

　いち早く珠たまが反応した。顔がひくついてる。

　当然だ。なんで会長がそんなことを知って……え？

　ござる？

「その動揺っぷり……どうやら、『あちら』へ行ってきた後でござるな？」

「「──ゴザル氏!?」」

　ハモって俺たち二人がそう言うと、生徒会長──ゴザル氏が苦笑いをした。

「で、ござるなぁ。いやはや、声を掛けたくとも、あっちに行ったのかどうか分からなかったでござる故、迷っていたのでござる……が、どうやら行ってきたでござるな」

「あんた、死んじゃったんじゃ……？」

「然さ様よう。その節は事前の説明が足らず、悪いことをしたでござる。この通り」

　珠たまの呟きに、彼女はそう言って、頭を下げた。

「役割が終わった後、逆転生すると言い渡されていたでござる。最期は選べると女神様に言われたもので、拙者『壮大で盛大な最期で決め台詞したい』と希望を言ったでござるが」

「なんで、そのことを──」

「言っていたら、止めたでござろう？」

　二人は優しいでござるから。会長は言って、にやりと笑う。

　ああ、これ、確かにゴザル氏だ。

「しかし、痛いのなんの。見栄は張るものではないでござるなぁ。死ぬかと思ったでござる」

「いや、死ぬかとじゃなくて、転生したってことは死んだから！」

「もう、もう……あんたって……」

　俺もツッコむので精一杯。隣の珠たまなんかもう涙目だ。

　本当に意地の悪い……。

「なぬ？　その反応……もしやまた、女神様が説明不足でござったか？　やれやれ」

　仮称・ゴザル生徒会長女史はため息を吐いた。

　大丈夫、今にわかるって、このことか。そんな説明でわかるわけあるかよ、あの駄女神。

「というわけで、二人とも。挨拶は大事でござるよ？」

　生徒会長は俺たちに、にっと笑った。

　遠くで鳴海なるみ先生が笑っているのが見える。ああ、そういうことか。知ってる、って……。

「このパターンってことね……でも、良かった」

　そう言って、珠も笑う。でも……。

「けど、あの女神はマジで死刑ね」

　ああ、奇遇だな、珠たま。俺も同じ意見だよ。







[image: エピローグ]







　本日は晴天祝日。現在、午前八時。

　今、俺おれは待ち合わせをしている──まぁ、自宅前でなんだけど。




　異世界に送おくり込こまれて無む双そうしたい──そう夢見た時期が俺おれにもありました。

　ちょっと前まで、そう思ってたんだけど。

　懲こりた。すごく懲こりた。凡ぼん人じんには無理。

　というか、もうちょっとまともな異世界を持ってきてくれないもんかね……とも思うけど。

　まあ、持ってこないよな、あの女め神がみは。

「けど、あれこれ冒ぼう険けんするのは悪くなかったわよね……あーリアル世界で手軽に探検したい」

　それって、ただのアウトドアじゃない？

「……それよ！」

　そんな流れで、インドア派のオタな俺おれと珠たまにしてはらしくもなく、素す晴ばらしきリアルの世界の良さを堪たん能のうするために外に出で掛かけることにしたのだった。

　ま、たまにはいいよな。最近流は行やってるしね。

　高校生でお金ないから、電車で一時間くらいの田舎いなかっぽい所に出で掛かけるんだけど、それくらいで十分だろう。本格的な登山とかは無理だし。

　山だよ、山。渓けい流りゆうっぽい所でちょっと自然を堪たん能のうしよう、って、そんな感じだ。

　でも、これって、ちょっと考えたんだが……デート……なのか？

　……深く考えないようにしよう。




　家の前で待つことしばらく。珠たまは……お、ようやく家から出てきたようだ。

　珠たまは小ぶりの背はい囊のう……いやいや、それじゃあミリみたいだ。バックパックを背負った活動的な格好をしている。なんか、ちゃんとアウトドア、って感じだ。

「おまたせー。……待った？」

「ああ、待った。てか、女は準備遅おそいって話、マジだったんだな……」

「仕方ないじゃない！　何が必要かわかんないもん！　あんたこそ、リュックじゃなくて鞄かばんって……あれ？　あんたの鞄かばんに挿さしてある、その魔ま法ほうのステッキみたいな棒はなによ？」

　珠たまは俺おれの鞄かばんから少しはみ出している棒を指さして尋たずねた。

「ああ、これな？　モバイルロッドというか、コンパクトロッド。まぁ携けい帯たい用釣つり竿ざおだ」

　すると、珠たまが感心したような顔をして──

「──マグロとかカジキは釣つれなさそうね」

「無茶言うなお前」

　それって何十万も掛かかるようなロッドや道具が必要な、ガチの沖おき釣づりだからね!?

「やあねえ、わかってるって。なに釣つれるの？」

「ん？　ガチのフィッシングは無理だけど、フナとかザリガニくらいなら……」

《あー。丁度良かったですぅー》

　……なんか、今、嫌いやな声が頭に響ひびかなかったか？

　と、思った瞬しゆん間かん、俺おれたち二人の周りに無数の光が散らばった。

　その光が一ひと塊かたまりになったと思ったら。ああ、なんだ。

「知識の女め神がみ、ペディア、愚ぐ痴ちを言いに参上ですー」

　もはやなんの驚おどろきもない、疫えき病びよう女め神がみの出現だった。

「なに？　出で掛かけるから、悩なやみ相談なら暇ひまなときにしてくれる？」

　お、珠たまさんの牽けん制せい球。いいぞいいぞ。

「私とお二人の仲で水みず臭くさいじゃないですか。最近、酷ひどい事案ばかりで始末書ばかりになって、上司の運命の女め神がみ様に『しわ寄せを私に持ってくんなー!!』って、すんごく[image: 叱]しかられたんですぅ。特にゴザル氏の転生は調整がすんんごく難しかったとか、もー、めっちゃ[image: 叱]しかられて……」

「そりゃ、あんだけ混乱させりゃね……」

「その上司の女め神がみ様も休む暇ひまもないほど苦労してるんだろうな。想像つくわ。まさに自じ業ごう自じ得とくだな。自分の神を見る目の無さを恨うらむがいい。お疲つかれ。じゃあな、俺おれたち急いでるから」

「冷たいですよぅ！　前回は頑がん張ばってずっと一いつ緒しよに行動したじゃあないですかぁ!?　あれって珍めずらしいんですよ!?　頑がん張ばったんですよ!?　──で、ですね。実は、新しいお仕事が……」

「だが断る」

　当たり前だった。

「えええ!?　なんでですかぁ!?」

「なんでって、そりゃ」

「面めん倒どうなのわかってるもん」

「今日はお休みなんですよね？　お暇ひまなんですよね？　お暇ひまなんでしょう？　ほらぁ、今、釣つりに行くって言ったじゃないですかぁ。ちょうどいま、釣つり事案がありましてねぇ。手に負えなくなっちゃって。これと言ったアテもなくて……」

　俺おれは『もしかしたら釣つるかも？』程度で釣つり竿ざお持っていくだけだったんだが……ていうか、釣つり事案ってなんなの？

「あーもううるさい！　ググって自力でどうにかなさい!!　自助努力は大事なんでしょ!!」

　あ、珠たまさんがキレた。

「あーすいません。もう決定事じ項こうなんで──」

　って、あ、ヤバ──またこのパターン!?




　これはそんな感じで続く、失敗しちゃった異世界を何とかしたりしなかったりする話だ。

　どうにもなんなかった時のクレームは、女め神がみの方へお願いします。
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逢おう坂さか為なる人と

ネット上に存在していた悪ノリが悪魔合体して生じた謎の生命体（仮）。ネット小説などをよく食した結果、こんな感じの小説を書くことになる。兼業主婦作家で独身。嘘ではない。
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イラスト／もくふう

自転車と、サッカー・野球・Ｆ１・アメフト・バスケ好きな通称たこ焼き王国在住の漫画家・イラストレーターです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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「もくふう先生」係
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異い世せ界かいに間ま違ちがった人じん材ざいを派は遣けんしてしまったのですが何なんとかしてもらっていいですか？（泣）




―異い世せ界かいの 法ほう則そくが みだれる！―
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